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　灯あかりが揺ゆれて、目を開いた。

　凍いてつく深夜のことで、冷気が眼球を刺さす。

　遠くから階段を上る音がするので、看守の交代の時間なのだろう。

「中は？」

　ぼそっと、扉とびらに取り付けられた鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから声が聞こえてくる。

　同時に、鎖くさり帷子かたびらのちゃらりという音がする。

「おとなしいものだが……」

　ひそひそ交かわす声と共に、見えない視線を向けられるのがわかる。

　看守には、鉄格子の隙間から中を覗のぞく勇気などない。

「寝ねているのか？」

「さあ……。聞いた話じゃ、眠ねむらないそうだが……」

「《利子クースラ》という名だったな」

「クースラ……嫌いやな名だ。知り合いが二人、高利貸しのクースラに食われたよ」

　牢ろうの看守は、囚しゆう人じんに畏い怖ふを与あたえてのみ、看守たりうる。

　鉄格子の側そばに縛しばりつけられるのは囚人も看守も同じなのだから、彼らを分かつのは、恐きよう怖ふ以外になにがあるだろう。

「罪状はなんてったっけ」

「確か……神への冒ぼう涜とくだろ。あれだ。聖人の骨を盗ぬすみ出して、食べてたとか……」

　まるで化け物扱あつかいだな、とクースラは苦笑いするが、それで悪戯いたずら心ごころに火がついた。

　この幽ゆう閉へいもかれこれ二週間ほど続いていて、明かり取りの窓に嵌はまる鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから星の数を数えるのにも飽あきがきていたところだ。

「おいっ」

　クースラは、牢ろうの中から声を上げた。

　それは、秋の虫の音ねが盛んな頃ころに、草原を歩くことに似ていた。

　それまでうるさいくらいに鳴いていた虫たちは、一いつ斉せいに鳴くのをやめる。

　そして、冷たい空気が張り詰つめる。

「少し話をしないか」
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　立ち上がろうとすると、寒さと疲ひ労ろうのせいで体が強こわ張ばっている。《利子クースラ》などと呼ばれ、畏い怖ふされているものの、実際のところ他ほかの連中となにかが違ちがうわけではない。背はやや高めだが、さほど体格は良くもなく、精せい悍かんな顔つきと自負しているところがあるものの、色男と言われたこともない。雑ざつ踏とうに紛まぎれ込めばすぐにわからなくなるだろうし、馬車に煽あおられて転んだ拍ひよう子しに、間ま抜ぬけにも手首を折ったことだってある。

　そんな具合であるから、二週間の牢暮らしで当然体は弱っているし、立ち上がると節々が痛み、軽く眩暈めまいもする。

　だが、扉とびらの向こう側がわにそんなことはわからない。

　クースラは足にくくり付けられた氷のような鎖くさりと鉄球を引きずり、よた、よた、と扉に歩み寄り、扉に取り付けられた鉄てつ格ごう子しに顔をくっつけた。

「少し話をしないか」

　灯あかりが目に痛くて眇すがめてしまったが、それがいい按あん配ばいに凶きよう悪あくな面つらにでも見えたのだろう。鉄格子の向こう側で、うっかり山中で人と出くわした莵うさぎのように、看守の二人が固まっていた。

「なに、悪い話じゃないんだ」

　クースラは精いっぱい笑い、それがまたこういう時に不気味に映うつるのもよく承知している。

「ちょっと、頼たのみがあってね……」

　牢ろうの中の人間が頼みといえば、相場は決まっている。暖の要求、食事の要求、あるいは手紙を書かせて欲しいとか、もう殺してくれとか。

　看守二人も、聞き慣れた言葉で幾いく分ぶん我を取り戻もどしたのかもしれない。

　互たがいに顔を見合わせてから、年長のほうが口を開いた。

「な、なんだ、頼みって……」

「うん。簡単なことだ」

　クースラは答え、鉄格子の隙間から指差しながら言った。

「その鍵かぎで、ここを開けてくれないか」

　ぽかん、と本当に音がしたのではないかというくらいに、看守の二人が口を開けていた。

　時刻は深夜を回り、修道士すら眠ねむる悪あく魔まの時間。

　看守二人は我に返ると、どこか怯おびえたように槍やりを構えて言った。

「ば、馬ば鹿かなっ。そんなことができるわけないだろうっ」

「もちろん、タダとは言わないよ」

　囚しゆう人じんと同じ寒さの中、真夜中に牢ろうの見張りをしなければならないのはとても辛つらい仕事だ。それでもひとたび募集がかかれば引きも切らないのは、給料の他ほかに囚人からの賄わい賂ろが期待できるからだろう。

　看守の二人はまた互たがいに顔を見合わせる。自分たちは気け圧おされています、と言っているようなものなのに。

　しかし、二人いれば勇気が出るのもまた事実。

　今度は年下のほうが、言った。

「お、お前には教会から死罪が申し渡わたされている。もはや死んだも同然の身だ。それで……ど、どうして俺たちが取引に応じなければならない。懇こん願がんなら聞いてやる。身の程ほどを弁わきまえろっ」

「なら、いつもそうするように、この扉を開けて、俺の身ぐるみを剥はげばいい」

　剥げるものならね。

　パンを盗ぬすんだ廉かどで投とう獄ごくされ、なにもかもを奪うばわれた挙あげ句くに極ごく寒かんの中放置されて死ぬ人間が少なくない。牢ろうとはそういう場所であり、忌いむべき場所だった。

　ただ、忌み、恐おそれても、だからこそ見えない場所に追いやるのはもっと怖こわい。

　そのために牢の多くは塔とうの形を取って、人々から最も遠く、しかし最もよく見えるようにと、町の中心を流れる川に架かかる橋の上に建てられる。

　看守は言葉に詰つまったが、囚しゆう人じんに言いくるめられれば、看守としての名めい誉よに関かかわる。

「き、教会の法で裁かれた者は、そのすべてが教会に帰属する。服も、財産も、命も……だから、奪うばうわけにはいかない」

　恐おそろしくて牢の中に入れなどしないが、名誉は守りたい。

　その難題を解く、いい言い訳だった。

　しかし、クースラは肩かたをすくめ、ごそごそと上着の内側がわを漁あさってから、無視して言った。

「なあ、タダで、とは言ってないだろう？　いいものをお前たちにやろう」

「……い、いいもの？」

「そう。お前たち、こんな仕事をしていれば、腹の立つことの一つや二つあるだろう？」

「……」

　話の流れがわからないのか、酔よって物が二つに見えているように、眉み間けんに皺しわを寄せてクースラのことを見る。

「特に、上司の連中だよ。上司」

「上……司？」

「そう。いい家に生まれただけで、無能な奴やつらがはびこっているだろう？　この町だと、ルッツィ家、バロウズ家、ジルディス家あたりの一族だ。偉えらそうに大たい剣けんを腰こしに提さげて、ふんぞり返って馬に乗り、夜は暖だん炉ろの前で酒を飲み、羊毛のたっぷり詰つまったベッドで寝ねる。そして、昼頃ごろに呑のん気きにやってきて、夜の間にあんたらがわずかの慰なぐさめとばかりに囚人から巻き上げた金を取り上げていく。そして、あんたらは憤ふん慨がいする。これじゃあどっちが囚人かわからないってね」

　やっぱり二人は顔を見合わせる。

　だが、今度はどちらも固かた唾ずを飲んだ。

「……いいもの……ってなんだ？」

　食いついた。

　クースラはにんまりと笑い、その笑えみが、また二人を惹ひきつける。

「これだよ、これ」

　クースラは懐ふところから取り出した小こ瓶びんを、鉄てつ格ごう子しの前で軽く振ふる。

　二人が、猫ねこのようにその小瓶を目で追いかける。

「この小瓶の中身を、ちょっと嫌いやな奴の飯に振りかけてやればいい」

　その瞬しゆん間かん、二人の顔つきが変わった。

　そして、今度は互たがいに顔を見合わせることなく、横目だけで視線をかち合わせた。

　おい……これは、もしかして……。

　クースラには、そんな心の声が聞こえるようだ。

《利子クースラ》などと不吉な名前をつけられ、教会に裁かれて死罪を言い渡わたされ、牢ろうに放ほうり込まれるような輩やからは限られている。看守が暗い期待を抱いだくのに十分すぎる理由がクースラにはある。

　二人が、揃そろって一歩前に進み出る。

「その……中身は、なんだ？」

「砒ひ素そだよ」

「砒素？」

「しかも、これは極上の鶏けい冠かん石せきを精製したものだ。昔、一いつ緒しよに仕事をしていた奴が好こう奇き心しんに抗あらがえず、ちょっと舐なめてみたんだがね」

「な、舐めた？」

「ああ。俺たちってのは、どうしようもない馬ば鹿かなんだな。それがあったら、試ためさずにはいられない。そういう病みたいなもんさ。それで、舐めちまった馬鹿は……」

「馬鹿、は？」

　クースラは、肩かたをすくめた。

「なんともなかった」

「……は？」

　二人が揃って声を上げ、からかわれたと憤ふん激げきする瞬しゆん間かんだ。

「翌日の朝、俺がそいつの寝しん室しつに行くまではな。そいつは皮ひ膚ふがただれ、顔は真っ黒になり、手をこんなふうに曲げて、焼死体のようだった。たまげたね。古代のアリオロス大王暗殺の伝説は本当だった。それが、これだ」

　クースラは小こ瓶びんをもう一度振ふる。

「これのいいところは、食ったその瞬間に死なないことだ。時間差がある。つまり、あんたらは疑われないってことだ。しかも、死体は恐おそろしく醜みにくくなる。それこそ、神に見放されたほどにな。だから、これは天てん罰ばつに違ちがいないと皆みなが思う。よもやこんな小瓶に入る、わずかの粉が原因だとは思わない。なあ、あんたら」

　じっと聞き入る二人に、クースラは笑えみを強めて言った。

「この粉と引き換かえに、ここを開けてはくれないだろうか？」

　時刻は深夜を回り、太陽は沈しずんで久しく、神の僕しもべですら眠ねむり、見張る者は他ほかに誰だれ一人としていない。二人は、クースラのことを取り憑つかれたようにじっと見る。この糞くそみたいな世の中で、殺したいほど憎にくい人間がいない奴やつなど、存在するはずがない。

「……」

　看守の二人は、この寒い中、滴したたるほどの汗あせをかき、固まっていた。

　しかし、その目は互たがいに互いの罪を許そうとするような色がある。

　クースラがくすくすと笑い、看守の腰こしに提さげられた鍵かぎ束たばがかちゃかちゃと鳴る。

　すべては暗くら闇やみと夢む魔まの見せた悪い夢。

　なにが悪いのでもない。

　悪いとすれば、それは、すべて神の作り出した「裏」が悪いのだ。

「ほ、本当に……」

　鍵束を腰に提げたほうがかすれた声で言う。

　その手は鍵束に今にも触ふれようとし、陥かん落らくまであと少し！

　クースラの笑えみが最高潮に達しようとしたその瞬しゆん間かん、神の雷らい鳴めいが轟とどろいた。

「なにをしている！」

　怒ど声せいで人が死ぬとしたら、多分こんな状じよう況きようだったに違ちがいない。

　看守二人は冗じよう談だんのように飛び上がり、慌あわてて振ふり返ろうとしたせいか、揃そろって無様に転んでいた。

　倒たおれた彼らが声のほうを見上げた瞬間、囚しゆう人じんは自分たちだった、と強く実感したに違いない。

　そこにいたのは、この牢ろうの管かん轄かつ権を握にぎる、白い髭ひげを陽炎かげろうのように蓄たくわえた、身なりのいい高級騎き士しだったからだ。

「繰くり返かえし注意をしたはずだ。こいつと会話をするな。会話をすれば、お前らが危険な目に遭あうと。外げ法ほうに触ふれれば外げ道どうになる。二度と神の前に立てなくなるぞ！」

「っ……っ……」

　呼吸の仕方を忘れたように喘あえぐ看守二人を見下ろして、老騎士はずかずかと牢屋に歩み寄って来る。クースラは、老騎士と、その後ろに遅おくれてやってきた、看守とは比ひ較かくにならないほど訓練を積んでいそうな若い騎士二人を見やった。

　そちらのほうは、ご丁てい寧ねいに顔すべてを覆おおう鉄仮面をかぶっている。

　クースラの甘言、人が言う「魔法」に対たい抗こうするためのものだろう。

「こんな時間に登場ですか」

「ようやく結論が出てな」

「火か刑けいですかね？」

「まさか今いま更さら命の心配か？」

　クースラは肩かたをすくめ、扉とびらの前から数歩後ろに下がる。

　乱暴なガチャガチャという音が聞こえたのは、腰を抜ぬかした看守から、若い騎士の一人が無理やり鍵束をもぎ取ったのだろう。

「出ろ、クースラ」

　そして、重い扉が開かれる。

「眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師」
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　錬れん金きん術じゆつ師と呼ばれる連中がいる。

　世間からは、魔ま女じよや悪あく魔ま憑つきと同等に見なされる連中のことだ。

　クースラは、草木も眠ねむる真冬の深夜、両脇わきを鉄仮面で覆おおった騎き士しに支えられるようにして塔とう牢ろう獄ごくから下ろされていた。そんな自分の様に、なるほど世間の連中の評価もあまり間ま違ちがってはいないかもしれない、と思う。

　石造りの塔には明かり取りの窓が開けられていて、夜空にはふっと息で吹ふいて落とせそうなほどたくさんの星が瞬またたいている。

「牢の中で星は見なかったのか？」

　クースラの足が滞とどこおりがちなことに気がついて、先頭を歩く老騎士が振ふり向いた。右手には蝋ろう燭そくの載のった燭しよく台だいを持ち、左手は不測の事態に備えているのか、剣けんの柄つかに添そえられている。

　クースラはしかし、その左手の小指に嵌はまっている指輪に気がつき、口元がにやりと笑いかけるのを堪こらえていた。

「見ましたが、これが自由の星かと思うとまた格別でしてね」

「……」

　老騎士は呆あきれるように片かた眉まゆをつり上げ、再び歩き出す。クースラもまた両脇の騎士にせっつかれるようにして歩き出したが、老騎士の指に嵌められている指輪に、小さく笑ってしまう。

　そこに嵌まる宝石は美しい蒼あおが特とく徴ちようのサファイアであり、その石は身に着ける者に知ち恵えと安らぎをもたらし、罠わなを見破るという伝説がある。純銀が悪を討うつ神の金属なら、サファイアは聖なる盾たてか杖つえかといったところだろうか。

　クースラの口くち車ぐるまに乗らないようにと、さもなくば、もっと想像もつかないようななにかから身を守るためにと、わざわざ嵌はめて来たのだろう。

　クースラはそんな老騎き士しの胸中を思い、そして、もう一度窓の前を通り過ぎ、綺き麗れいな星空を見て、へっと鼻を鳴らす。

　堅かた物ぶつの老騎士でも、それを前にする時は迷信にすがりつく。

　それこそが、錬れん金きん術じゆつ師というものだった。

　彼らは日がな一日薄うす暗ぐらい部屋にこもり、鉛なまりを金きんに変えようとしたり、若返りの薬を作ったり、死体をつなぎ合わせて新しい生物を作ろうとしたりすると言われている。

　ただ、クースラの知る限り、そういう輩やからも確かにいないことはないが、大部分はそんなことはしていない。ではなにをしているのかというと、一言で言い表すのも難しい。

　実のところ、錬金術師というのは「なにをやっているのかわからない連中」を呼ぶための仮の呼称みたいなものだったりする。

　これは、やっていることが本当によくわからないからというよりも、権力者が都市を統治したり、教会が信徒を統とう率そつしたり、組合が職人を統率したりするというように、誰だれかが秩ちつ序じよを作ろうとする時に枠わく組ぐみに入りにくいことをしているから、という意味で、そうなのだ。

　たとえば、王が都市を掌しよう握あくする際には、都市機能を大きく四つに分ける。すなわち、土地を多く所有する貴族、信しん仰こうの権けん威いを持つ聖職者、富を取り扱あつかう商人たちに、町の生活を支える職人たち、といった枠組みだ。すると、王は彼らの代表の名前だけを覚えておけばいい。

　だが、王から命令を受けた各集団の長たちは、当然その集団の中の下しも々じもの者を統率しなければならない。つまり、職人たちであれば各職業組合を作って成員を統率する必要がある。パン屋組合、肉屋組合、鍛冶屋組合などが重要どころだ。

　クースラを連れて歩く騎士たちでさえ、その分割統治から逃れることはできない。

　着ている服、身に着けている鎧よろい、手にしている燭しよく台だいの上で燃える蝋ろう燭そく、彼らに支し払はらわれる給金と、彼らがクースラを牢ろうから出すための権利まで、すべては誰だれかが必ず管理しているものだ。

　しかし、それらの管理の網あみは、決して誰かの権力欲に従ってそうなっているのではない。大きな町を取りまとめるためにはとても必要なことだから、そうしているのだ。

　町の法というものは、根本では町の名士や貴族や有力者からなる参事会が取り仕切る。そこが、町に暮らす連中がなにをしてよく、なにをしてはならないかを決めるのだ。

　これがなければ、大きな町など一ヶ月と保てないだろう。

　特に、縄なわ張ばり争いの激しい職人同士なら、まず間ま違ちがいなく血を見ることになるはずだ。

　だから、各組合は各職人がどんな仕事をどれだけやってよいかを統制することで、揉もめ事ごとや混乱を極力少なくしようと努つとめている。たとえば、刀とう剣けん鍛か冶じは刀剣だけを作り、ナイフ職人はナイフだけを作るといったふうなことで、刀剣とナイフの区別も厳密に決められている。もしもこれが曖あい昧まいだと、これまで刀剣を作っていた奴やつが気まぐれでナイフを作って、それまでナイフを作っていた職人の稼かせぎを奪うばうかもしれない。それは揉もめ事ごとの大きな種になる。パン屋が肉屋もやり出し、肉屋が肉屋だからといって夜中に肉を店先で食べさせていたら、宿や居酒屋の連中だって対たい抗こうしないと商売あがったりになる。その先にあるのは、混乱と退たい廃はいだ。

　この世の中、神が舞まい降りて仲ちゆう裁さいしてくれるわけではないので、揉め事をどう解決するかよりも、どうやって揉め事を起こさないようにするかのほうがとても重要になる。

　そんなわけで、鍛冶屋組合を例に取れば、その職分は眩暈めまいがするほど細かく決められている。

　刀剣鍛冶、刀剣研とぎ師、ナイフ職人、胸きよう甲こう職人、頸けい甲こう職人、脛すね当あて職人、兜かぶと職人、甲かつ冑ちゆう組立職人、矢じり職人、やすり職人、やすり目立て職人、錐きり職人、鎌かま職人、槌つち職人、釜かま職人、鍋なべ職人、水すい盤ばん職人、釘くぎ職人、針はり職人、蹄てい鉄てつ鍛冶、釣つり鐘がね職人、鎖くさり職人、鉛えん管かん製造職人、香こう炉ろ職人、鉄細工師、銅細工師、銀細工師、金細工師、真しん鍮ちゆう職人、錫すず器き職人、等々。

　およそ考えうる限りの品目の職人が決められていて、彼らは自分に割り当てられた仕事だけをこなすことを求められ、もしも業務を拡かく大だいしたいのであれば、その仕事をする権利を買い取らなければならない。

　これが、秩ちつ序じよというものだ。

　では、ここに一人の鉛なまりを金きんに変えようとたくらんでいる男がいるとする。

　こいつは数ある職業のどこに入れればいいのだろう？

　鉛管製造職人？　金細工師？

　それとも、鉱山から鉱石を掘ほり出して、それを純じゆん粋すいな金属に変える地金製造と似ているから、冶や金きんを取り扱あつかう連中と一いつ緒しよにするべきだろうか。だが、「鉛を金に変える仕事」はそんな方法があるとすれば当然あり得るだろうが、「鉛を金に変えることを考える仕事」というのはあり得るのだろうか？　あったとしたら、それはどこの組合が取り扱うべきなのだ？　いやむしろ、鉛を金に変えるというのは神の定めた世の秩序に反するかもしれないから、教会が管かん轄かつすべきことなのかもしれないという考えだって出てくる。

　鉛を金に変える、という一つでこれなのだ。では、鉛を銀に変えるのは？　銀を金に変えるのは？　死体をつなぎ合わせて新しい生物を作るのは？　若返りの秘薬を作るのは？　まだ誰だれも考えついたことのないなにかをやろうとすることについてはどうなのだ？

　こんなことを考えていたら、都市はとてもではないが回らなくなってしまう。

　だが、問題なのは、そういうややこしい問題を引き起こす事業に金を出す連中がいて、その必要性もまた大いにあるということなのだ。

　それはべつに、王や領主が永遠の命のためにその研究をさせるとか、大商人が在庫の鉛を金にしたくてその方法を研究させるとかといった突とつ飛ぴなことばかりではない。もっと現実的なものだっていくらでもある。

　鉱山から効率よく鉱石を取り出す方法を考える仕事や、金属を効率よく精せい錬れんする方法を考える仕事には、大金を注つぎ込む価値がある。莫ばく大だいな見返りが期待できるし、たとえば生産できる鉄の量は、そのまま自分たちの戦力をどれだけ武装させられるかにもつながってくる。

　だが、鉱石を効率よく鉱山から採さい掘くつする技術というのは、石を持ち上げる縄なわの強さなのか、掘ほるための道具の強きよう靭じんさなのか、その道具の形状なのか、それとも岩をも溶とかす酸の発明なのか、あるいは誰だれも思いついたことのない何かなのかと考えると、職人組合の問題が一気に噴ふん出しゆつする。それに、職人たちは自分の職分を全まつとうするので忙いそがしいし、職分があるせいで新しいなにかをしようとすれば組合から睨にらまれてしまうのでそもそもそういうことが不可能だったりする。

　だから、職人とは違ちがい、製品をなにも生み出さず、「方法」だけを探さぐる連中が必要なのに、彼らを管理したり育成したりする便利な機関や制度が存在しない。

　しかも、新しいことというのはなんであれ、常に必ず信しん仰こうの問題がつきまとう。

　流行に敏びん感かんな町まち娘むすめが、それまでの常識では考えられないような髪かみ型がたをするだけで異い端たんかどうかが問われるのだから、当然懸け念ねんすべきことだ。

　そして、異端と見なされれば、大変なことになる。

　そんな危険を職人組合程度のところが負うはずもない。

　だとすれば、新技術で他ほかの王や領主を出し抜ぬきたい権力者は、自分で資金を出し、自分で育成し、自分の権力で保護しなければならず、事実そういうことがあちこちで脈々と続いていた。特に、金属にまつわる研究を権力者は欲していたため、保護を与あたえられた者たちは、いつしか錬金術師と呼ばれるようになった。

　だから、クースラを牢ろうから連れ出した高級騎き士しは、情けからそうしたのではない。

　この世で最も多く錬金術師を召めし抱かかえる巨きよ大だいな権力機構、クラジウス騎士団の一部として、そうしたのだ。

「食いながら聞いてくれればいい」

　程ほどなくして、焼いた豚ぶたの塩しお漬づけ肉とチーズを挟はさんだパンに、温めた蜂はち蜜みつ酒が用意された。牢ろうでは冷えた玉ねぎと黒パンしか食べていなかったクースラは、遠えん慮りよなくかぶりつき、酒で流し込む。温めた蜂蜜酒が胃に下りるのがよくわかる。胃の形が、本当に見たとおりに思い描えがける瞬しゆん間かんだ。

「二週間もかかるとは思わなかったが……お前の裁判権は正式に我々が手に入れた」

「自分に、まだそれだけの価値があるとはね」

　クースラは言って、それからおもむろにパンを置いて上の部分をはがすと、懐ふところから小こ瓶びんを取り出して中身を振ふりかけた。

「おいっそれは──」

「塩ですよ、塩」

　色を失う老騎き士しに、クースラは言う。

「なんだ、やはり冗じよう談だんか……」

「いえ、砒ひ素そはこっち」

　クースラがまた別の小こ瓶びんを取り出すと、老騎士は目を剥むいてそれを見た。

「欲しければ差し上げますよ」

「……どうせ、そっちも塩だろう」

「そう信じていたほうが、お互たがいの身のためですね」

　小瓶を懐ふところにしまうクースラに、老騎士は勘かん弁べんしてくれとばかりに椅い子すの背もたれに体を預けた。それから目め頭がしらを揉もむと、遠くのものを見るようにクースラを見た。

「なぜそんな無ぶ頼らいを気取る？　お前には他ほかの連中と違ちがい、珍めずらしく常識と判断力がある。笑うな。私は本当にそう思っているし、それは美徳でもある。それどころか、他の連中がもう少し持つべきものでもある。なのに、なぜだ？　今回のことだって、教会の宝ほう物もつ庫こから聖人の骨を盗ぬすみ出して炉ろにくべるなど、正気の沙さ汰たじゃない。死ぬ気なのか？」

「もう、他に試ためす方法がなかったんですよ」

「嘘うそをつくな！　お前の実験報告を見て来ている。お前は誰だれより迷信にちなむ方法を忌き避ひしていたはずだろう！」

　クースラは顎あごが机に付きそうなくらい猫ねこ背ぜでパンを頬ほお張ばりながら、老騎士を見上げている。

　沈ちん黙もくは深夜の闇やみに紛まぎれ、老騎士は静かに言った。

「火がつく前でよかった。燃えていたら、今いま頃ごろ本当にお前も消し炭だぞ。なあ」

　そして、疲つかれたように言う。

「なぜなんだ。なぜ、その才能を無む駄だにするようなことをする」

「なぜ？」

　クースラはパンを口に含ふくんだまま、唇くちびるの端はしをつり上げて聞く。

　肩かたを揺ゆらし、そうやって食べ物を飲み込む鳥かなにかのように、パンを飲み下した。

「自分ではわかりませんが、腕うでのいい錬れん金きん術じゆつ師が頭ず蓋がいを開いてみたらわかるかもしれませんね」

「……ふう」

　老騎士はため息をついて、盗人ぬすつとのようにパンを隠かくしながら頬張るクースラを見た。

「フリーチェのことか？」

　その一言が、クースラの手を止めた。

「やはり……。だが、フリーチェのことは──」

「気にしてませんよ。教皇派の密みつ偵ていだった。俺の冶や金きん技術を盗むための。そうでしょう？」

「……そうだ。証しよう拠こがある。山ほどな」

「だったら、殺せばいいさ。俺が酒を取りに行ったその隙すきにね。笑うとくぼみを作る鎖さ骨こつをぶった切って、痩やせている割に目立たない肋ろつ骨こつを割って、突つつくとかすかに震ふるえる腹から綺き麗れいな肝かん臓ぞうがぽろりとこぼれるほどばっさりと。それでその後、腸はらわたを存分に漁あさればいいさ。お目当てのなにかが見つかったのならそれでいいですよ。腹に一いち物もつ隠かくし持っているってのは……冗じよう談だんじゃない」

　熱いくらいに温められた蜂はち蜜みつ酒を、一気に飲み下す。

　あの時も飲んでいたのは蜂蜜酒だ。

　当てつけなのだろう。

　クースラは、暗い目で老騎き士しを見た。

「鉄の精せい錬れんに聖人の骨を使おうとしたのは、本当に前々からやってみたかったからですよ」

　教会の人間が聞いていたら卒そつ倒とうするような話だったが、老騎士はさすがに動じなかった。

「フリーチェのことは……私にもどうすることもできなかった。気の毒なことだと思う。だが、事前に話せばお前から漏もれることだってあった……。惚ほれていたんだろう？」

　事前の調査はお手の物のはず。

　クースラは、答えることすら嫌いやだった。

「だが、もしも事前に話を漏らすようなことがあったら、お前は確実に一いつ緒しよに殺されていた」

「はっ」

　クースラが吐はき捨てると、老騎士はゆっくりと息を吸って、吐いた。

「錬金術師を辞やめるか？」

　それは、慈じ父ふのような言葉だった。

　外げ道どうと罵ののしられ、異い端たんと蔑さげすまれ、大権力者の庇ひ護ごがあっても常にその命と頭脳を狙ねらわれ、時折心を許す相手は敵の密みつ偵ていだったりする。

　そんな茨いばらの道が続く人生を変えてみるか。

「私が推すい薦せんしよう。我々クラジウス騎士団から抜ぬけ出ることは難しいだろうが……もっと真っ当な職に就つくことはできるだろう。幸い、我々は巨きよ大だいだからな」

　クースラは老騎士を見る。深く青い目が、いたわるような光をたたえている。いい人なのだろう、とクースラは思った。高貴な生まれの、騎士としての誇ほこりを胸に抱いだいたまま、この歳としまで生き続けてきた幸運な男。

　たぶん、言葉に嘘うそはないはずだ、とわかるくらいの付き合いがある。

　それでも、クースラは酔よい潰つぶれる寸前の酔よっ払ぱらいのように、テーブルに肘ひじを突ついた手で頭を支える。そして、支えきれずにずるずると額をテーブルに落としていった。

　だが、クースラはそこまで堕おちてもなお、目を閉じることができないのだ。

「続けますよ。俺には、それしかない」

　こんな目に遭あっても、なお。

　老騎き士しはクースラから視線を外し、哀あわれな身の上の者にそうするように、大きなため息をついた。

「どんな目に遭あっても好こう奇き心しんを止められない。お前たちはそういう病みたいなものだ」

「しかも、くそくだらない目的のためにね」

「マグダラ、か」

　老騎士が咳せき払ばらいを小さく挟はさんだのは、その一言に対する感想を言いたくなかったからだろう。

　錬れん金きん術じゆつ師はこの世の秩ちつ序じよ機能の、隙すき間まを埋うめるような存在だ。真まっ当とうな機能の一部ではないから、身分は不安定だし、いつも白い目で見られている。それでも錬金術師が錬金術師になるのには、理由があった。多くが職人として腕うでを振ふるうこともできるのに、あえて灼しやく熱ねつの道を行くのには理由があった。

　そのほとんどが、余人から見ればくだらないこと。すなわち、己おのれの夢。あるいは、抑おさえようのない好奇心が原因だった。

　そして、誰だれが言ったか、錬金術師が見ているその「先」の世界を、マグダラの地と呼んだ。

　錬金術師は、突つき詰つめればそのためだけに、人としての命と尊厳のすべてを賭かけるのだ。

「お前のお陰かげで、この近辺の鉄の生産量が飛ひ躍やく的に増えた。燃料代も数割から減った。騎士団が節約できたその金額たるや、火か刑けいに処されるお前を教皇派から救い出すに足るほどだ」

　老騎士は言葉を切ってクースラの反応を見るが、クースラは視線を机に落としたまま動かない。

「その才能を潰つぶすのはもったいない、と上はお考えだ」

「次はどこの工こう房ぼうです？」

　老騎士の言葉にかぶせ気味に尋たずねた。

　錬金術師は職人とはまた違ちがう技能を持つ特とく殊しゆな職業だ。

　なかなか代えは利きかないし、しょっちゅう死ぬ。

　誰かに殺される以外にも、事故だって頻ひん繁ぱんにある。

　焚たき火びの周りをうろつく、金きんでできた蛾がのようなものだ。

「ただ、今回の件は過去のどれよりも悪質だ。騎士団としても無罪放免というわけにはいかない」

「……覚かく悟ごしてますよ」

「グルベッティ」

「え？」

　クースラは思わず顔を上げた。その地名は、あまりにも意外だったからだ。

「前線の近く？　いいんですか、そんな場所に行って」

「お前たちには、うってつけの案件だと思う」

「グルベッティ……グルベッティね……」

　クースラは口の中でもぐもぐと繰くり返し、それからようやく、老騎き士しの言葉が頭に降りてきた。

「たち？」

「ウェランドを知っているだろう」

　老騎士の顔は、苦々しい。

　しかし、そうでなければ、クースラはその質問に思い切りとぼけたかもしれない。その名前は、それくらい突とつ飛ぴなものだったからだ。

「まさか？」

「そのまさかだ。グルベッティの工こう房ぼうには、ウェランドとお前の二人で行けという話だ」

「へっ」

　それは鼻で笑ったわけでも、ましてや不満を示したわけでもない。

　驚おどろきのあまり、しゃっくりが出てしまったのだ。

「なに考えてんですか？　だって、ウェランドってあれでしょう？　どっかの修道院長を毒殺して捕つかまったって」

「聖アリル女子修道院だ。貴族の娘むすめばかり集まる瀟しよう洒しやな修道院だよ」

「へっ」

　それは明確に鼻で笑い、クースラは肩かたを揺ゆらした。

「教会はどうして奴やつを生かしてるんです？」

「わからんよ。お前たちは錬れん金きん術じゆつ師だ。違ちがうか？」

　不可能を可能にする。

　鉛なまりを金きんに変える、が錬金術師の枕まくら詞ことばだ。

「で、俺とウェランドを同じ工房に入れると」

「見習い時代、同じ工房だったそうだな。気き心ごころは知れてるだろう」

「ご冗じよう談だんを。あいつは俺の飯に毒を七回盛りましたよ」

「お前は九回だったと聞いている。互たがいに毒による暗殺を切り抜ぬけられてきたのは、あの時の経験が活いきているんじゃないのか？」

「はっ。たぶん、金きん牛ぎゆう宮きゆうの御ご加か護ごのお陰かげでしょう」

　罠わなを見破る知ち恵えを授さずけてくれるサファイアは、黄こう道どう十じゆう二に星せい座ざでおうし座になる。もちろん、サファイアの指輪を嵌はめている老騎士へのあてつけで、老騎士は思わずといった感じで左手の小指を隠かくしている。

　ただ、ウェランドの名を聞くのは本当に久しぶりで、クースラは頭の後ろの毛がちりちりしそうだった。

「目的は？　無罪放免じゃない、と言いましたよね。懲ちよう罰ばつ的な理由があるはずだ」

「私も詳くわしくは聞かされておらん。噂うわさ話ばなしを組み上げた程度のことしか知らない。そして、ここでは口が災わざわいのもとになる。私は上からの命令でお前を送り出す。お前は粛しゆく々しゆくと従うことになる。うまくいけば騎き士し団の錬れん金きん術じゆつ師として梯はし子ごを登る。失敗すれば、これまでの責を取らされる。もちろん」

　老騎士は、ためを挟はさむ。

「鉛なまりを金きんに変えられれば、万事解決だろうがね」

「やりますよ」

　クースラは即そく答とうする。断ったところで断れるわけがないのだが、それでも返事は素す早ばやく出た。

「ただ、上がなにを企たくらんでるのかは気になりますが」

　老騎士はクースラの質問を無表情に受け止めて、にこりともしない。

「私にはわからんよ」

「……」

「戦場が懐なつかしい。あの時は、いつだって遠くの地平線まで見通せたものだ」

　ため息まじりのその台詞せりふは、あまり冗じよう談だんにも思えなかった。







　クラジウス騎士団。

　この世で知らぬ者はないと言われるほどの権勢を誇ほこる、金と軍事力の塊かたまりのことだ。

　元は教会が主導した、東方の失地回復運動──失われた聖地を取り戻せ、という宗教的軍事行動の落とし子だった。

　聖典の書かれた約束の地、クルダロス。そこは永いこと異教徒に占せん領りようされ、蹂じゆう躙りんされていた。

　教皇フランジヌス四世はその事実を見過ごせぬとばかりに立ち上がるや、当時の希き代たいの神学者、アメリアの聖ジルベールの神学理論を用いて土地の奪だつ還かんを教理的に正当化した。言ってしまえば略奪に、神のお赦ゆるしを得たのだ。

　その戦いは開始されて以来、二十二年経たつ今でもなお続いている。

　たくさんの人間が、教会の紋もん様ようの入った鎧よろいに身を固めたり、あるいは体に紋様を刻み込み、東方へと向かった。また、剣けんを持つ者だけでなく、聖典の書かれた約束の地で死にたいと願う、杖つえを持つ者たちも巡じゆん礼れいの旅に出た。

　クラジウス騎士団の前身であるクラジウス兄弟団は、そんな戦いに赴おもむく者や巡礼に赴く者たちを泊とめ、癒いやす、聖地へと続く道の途と上じようにある病院のようなものだった。

　だが、はるか遠方の地にあるそこでは、病や怪け我がが原因で斃たおれる者が少なくなかった。

　彼らはその場で遺ゆい言ごんを残し、すべての財産を兄弟団に託たくして死んだ。

　クラジウス兄弟団はそれらの遺産で裕ゆう福ふくになり、裕福になれば自分の財産を守るために独自の武力が必要になる。やがて、優やさしき修道士が敬けい虔けんな信者の最後の施ほどこしを受け取るだけだったそこは、いつしか貪どん欲よくな騎士が積極的に富を追い求める組織になった。

　今では教会の総本山である教皇をもしのぐと言われる資金力と信徒を持ち、圧あつ倒とう的な数の騎き士しを抱かかえるクラジウス騎士団を止められるものはこの世に存在しない。

　その喧けん伝でんがいくらかは大おお袈げ裟さにしろ、少なくともクースラは四度の死罪を教会から言い渡わたされ、四度とも助かっている。損得勘かん定じように長たけた騎士団から見て有用なうちは、教会といえどもクースラを火か刑けいに処すことは難しいということだ。

　こちらも、従うのが得であるうちは、騎士団所属の錬れん金きん術じゆつ師として腕うでを振ふるう理由があるだけのこと。クースラは、どうしても「マグダラの地」に行きたかったのだ。

　そのためには錬金術師として研究を続けるしかなく、研究のためには莫ばく大だいな資金と豊富な材料と、長い年月、それに、危険から守ってくれる権力が要いる。騎士団の庇ひ護ごの下もとでなければ、まず無理なことだろう。

　だから、本来ならば騎士団には従順な羊のように仕えるべきなのだ。聖人の骨を炉ろにくべて精錬の結果が変わるかどうかを試ためすのは、自殺行こう為いに等しいし、お払はらい箱ばこにされる可能性だって十分すぎるほどにあった。

　ただ、牢ろうから解放された後、この寒い季節に北の町グルベッティを目指すクースラは、馬車の中で老騎士とのやり取りを思い出していた。フリーチェの死と、そして、あの老騎士の顔。

「へっ」

　クースラは、苦笑する。

　くべ損そこなった。

　たぶん、いけたはずだ、と思う。聖人の骨を炉に放ほうり込み、良い鉄に仕上がるかどうかを試しても、助かったはずだ。フリーチェを殺されて、錯さく乱らんしていたから。傷しよう心しんで、訳がわからなくなっていたから。その言い訳とこれまでの自分の実績で、ぎりぎりのところを通せたはずだった。

　そうでもなければ、あんな危ない橋、渡わたるはずがない。

「……千せん載ざい一いち遇ぐうだったんだがなあ」

　クースラは短く言って、小さく息を吸った。

　鉄の精錬の際、骨をくべると結果が変わるというのは本当にあることだ。骨の代わりに石灰を加えることもある。

　ただ、老騎士の言葉も多少は図ず星ぼしだった。フリーチェはいい女だったし、密みつ偵ていかもしれないと薄うす々うすわかっていてもあの無む邪じや気きな笑えみは可か愛わいかった。久しぶりに、一いつ緒しよにいて楽しいと思える相手だった。

　それでも、ではそこまで悲しいのかというと、クースラは自分のことなのに自信がなかった。

　もともと、錬金術師はすべてが流る転てんし、この世のすべては変化しうると思っている。人は死に、世は移り変わり、古いものは新しくなる。そうであればこそ、鉛なまりだって金きんに変わりうるし、馬ば鹿かげた夢だって現実に変わりうるのではないか、と考える。

　万物は流る転てんし、留とどまらない。

　その変化を信じ、追いかけ、金属を錬り続けるゆえに、〝錬れん金きん〟術師なのだから。

　そして、旅路もまたいつか終わる。尻しりの肉が擦すり切れそうになった頃ころ、ようやく馬車が止まり、御ぎよ者しやが「着きましたよ」と旅程で初めて口を開いた。

「……っ」

　クースラは十日ぶりに馬車から降りて、とにかく伸のびをした。

　人に見られることまかりならず、というわけで、十日間ずっと馬車の中だった。

　ただ、読むべき書物や書簡だけは山のように与あたえられたから、尻の痛さ以外に苦痛はなかった。なんとなれば、もうしばらくこのままでもいいと思っていた。

　外は寒いが晴れていて、空気は冬独特の澄すんだ匂においがする。

　朝市はとっくに終わっているような時間で、近きん隣りんの村から来たのだろう農夫が、牛を連れてのんびりと帰き途とに就ついているのが見えた。穏おだやかで、変化といえば季節の移り変わりだけで、家に帰れば家族の待つ平へい凡ぼんな人生の象しよう徴ちようだ。

　ある日言い寄ってきた女が密みつ偵ていで、ようやく好きになれたと思ったその矢先、ほんのわずかに目を離はなした隙すきに惨ざん殺さつされるような人生では決してない。

　クースラは別にそのことを、羨うらやましいとか、悲しむべきことだとは思っていなかった。たぶん、人よりも感情が鈍にぶいのだと思う。フリーチェのことはとても残念だし、生き返ってくれるのならそれに越こしたことはない。でも、クースラはフリーチェの死を目の前にして、取り乱しすらしなかった。思ったことは、この死を冶や金きんに生かすとしたら、どうすればいいだろう？　ということだけだった。

　だから、フリーチェのことを思い出して胸がうずくのは、それが原因なのだろうと思う。きちんと悲しめなかった。取り乱しすらしなかった。そのこと自体が、ある意味で辛つらいのかもしれなかった。

　ないものねだりだな、とクースラは人知れずため息をつき、市し壁へきの検問を抜ぬける。クースラ自身はもちろん、積み荷も検あらためられないのは、騎き士し団からの特権状があるからだ。グルベッティの町は、参事会員のほとんどが強引に騎士団に買収された町だ。市壁を構え、独立した都市であることを誇ほこりにする古くからいる人間からすれば、面おも白しろくないはずだった。

　だから普ふ通つうは嫌いやな顔をされるものなのだが、さっさと通してくれたのはクースラが錬金術師だとすぐにわかるからだろう。良識ある町の人間からすれば、錬金術師と関かかわるより、異い端たんの人間と手をつないで歩いたほうがましなことなのだ。

　クースラは十日間座りっぱなしの体をほぐすために、馬車の横について歩いていく。

　分厚い市壁は、その中に守衛が寝ね泊とまりする施し設せつがすっぽり入るほど。たぶん市壁の中は廊ろう下かになっていて、弓矢や投石機が山ほど積まれていることだろう。お飾かざりでなく、油が塗ぬられ、あるいはまだ血のこびりつくものが。

　錬れん金きん術じゆつ師が呼ばれるのは、そこに解決すべき問題がある証しよう拠こだ。

　特に、冶や金きん関連はろくなものがない。

　金銭的な問題か、さもなくばもっと直接的に、強化した斧おので叩たたき割りたい頭ず蓋がいがあるからだ。

　ただ、クースラが市し壁へきを抜ぬけて軽く口笛を吹ふいたのは、町の活かつ況きようがそれほどだったからで、まず規模からしてグルベッティはそれまでクースラがいた町とは比べ物にならない。

　港に注ぎ込む川は水量が豊富で、そこに架かかる橋は三つとも四つとも言われている。

　そして、市壁をくぐれば、そこは噂うわさに違たがわぬ盛況ぶりだった。荷馬車や荷物を積んだラバの数も多く、鶏にわとりを詰つめた籠かごを満まん載さいにした荷車もちょうど目の前を通って行った。自分の体よりもでかい荷物を背負っているのは、頭に頭ず巾きんを巻き、目元がひどく日焼けした連中だ。たぶん、雪が降りしきる山の上を越こえて来た行商人の一団だろう。背負っているのは森で取れる毛皮か、琥こ珀はく、蜜みつ蝋ろうといったところだろうか。彼らはようやく足が取られる雪の中から這はい出したと思ったら、町の中に来てげんなりしたことだろう。道には馬やラバの糞ふんが降り積もり、そこをさらに雪崩なだれのように放はなし飼がいの豚ぶたやどこかから逃にげ出してきたのだろう鶏が歩き回っている。

　もちろん、うろつくのは動物だけではなくて、壁かべに寄りかかりながら通りを見回している不ふ穏おんな輩やからも多い。スリ、強ごう盗とうの類たぐいから、商売女に、領主から命じられ、領地から逃げ出した逃とう亡ぼう農民を追って来た捕ほ吏りもいるだろう。手の中で貨か幣へいを弄もてあそんでいるのはもぐりの両りよう替がえ商しようだ。これは旅人が多くて、景気のいい場所にしかいない連中だから、ある種の縁えん起ぎ物かもしれない。もぐりの両替商が袋ふくろ叩だたきにされていないのは、いちいち取り締しまらなくてもいいほど大量の人が両替商の存在を必要としていることを示している。

　クースラは、上品な人間ではない。

　どちらかといえば雑多なほうが好きで、賑にぎやかな雰ふん囲い気きは大好きだった。

　しかも、この町には港があり、中心部はそっちのはず。

　市し壁へきの入り口からこの賑やかさなら、港付近はもっと混こん沌とんとしているはずだった。

　そして、クラジウス騎き士し団はこの町を根底から支配している。

　その紋もん様ようがあれば、誰だれもクースラのやることに文句をつけられない。

「いいね」

　クースラは胸の内のもやもやを入れ替かえるように埃ほこりっぽい猥わい雑ざつな空気を吸い込んで、にんまりと笑う。

　呼び込みの小こ僧ぞうも、商売女も、もぐりの両替商も声をかけてこないのは、クースラの立たち居い振ふる舞まいが一目でそれとわかるほど、周りから浮いているからだろう。

「で、どちらに？」

　口を開いたのは、御ぎよ者しやだ。

　それにしたって、クースラの顔を見ない。

「さあ。迎むかえが来るはずなんだがね」

　御ぎよ者しやはふんとも言わないが、手た綱づなを握にぎる左手は指が半分なく、帽ぼう子しと髭ひげで隠かくれた横顔には、耳の斜ななめ後うしろにまで続く大きな切り傷の痕あとがある。騎き士し団で長く戦役に就つき、引退した人間だろう。クースラの護衛というよりも、クースラが逃にげ出した時に追いかけて殺すための人選に見えた。

「……っ」

　そして、そんな御者がふと顔を上げた。

　野の莵うさぎのように、この雑ざつ踏とうの中、自分たちに向けられる視線にすぐに気がつくのだ。

　手綱を振ふり、馬を十字路の角に向ける。

　そこには痩やせぎすの男が一人立って、ニヤニヤ笑っていた。

「無事だったなあ」

[image: ]

　間ま伸のびした喋しやべり方かたは、そいつの癖くせ。ぼさぼさの長い金きん髪ぱつをだらしなくくくり、無ぶ精しよう髭ひげは剃そるか伸ばすかはっきりしろと言いたくなる。それでも、クースラのことを見て笑えみを向けてくるのは、世の中でこの男くらいのもの。クースラもまた、つい口元を歪ゆがめてしまった。

「お前が言うのかよ。そっちこそなんで生きてるんだ？」

「神の御ご加か護ごかねえ」

　修道院長を毒殺など、まかり間ま違ちがっても見逃のがしてもらえるはずがないのに、ウェランドはこうして生きている。あの老騎士が言うように、錬れん金きん術じゆつ師は魔ま法ほう使つかいだ。

「そっちはどうやって逃にげたんだよお。聖人の骨を炉ろにくべたって聞いたよお」

「火はつく前だった。それに、お決まりの逃げ口こう上じようだ。聖人の骨を炉にくべても神しん罰ばつが下っていないのは、聖人様が寒がっていたからだって」

　ウェランドは歩き出し、つま先を見ながら肩かたをすくめている。

「そっちは？」

「俺？　毒殺してないからだよお」

「……つまり？」

「つまり、あのデブが散々飯を平らげた後、俺がふらりと食しよく卓たくに姿を現して、目の前で笑え顔がおで小こ瓶びんを振ふって見せたのさあ。そしたら、顔を青くして、死んでしまったというわけさ」

　クースラが看守をからかった手口の、たちの悪い最たるもの。

　もっとも、それで死ぬというからには、向こうにもなにか心当たりがあったのだろう。

「なんでそんなことをした？」

「俺の女に言い寄ってたんだよお」

　それしかないだろ？　というような目を向けられるが、クースラは聞かざるを得ない。

「女子修道院の院長だろ？」

「だから、修道女にね。女子修道院の院長が女とは限らないよお」

　クースラが肩をすくめたのは、聖職者の退たい廃はいと共に、籠かごの鳥のはずの修道女と縁えんを結ぶウェランドが相変わらず見事だったから。

「あのデブは他ほかにもろくでもないことをしてた。俺は人助けをしたんだよお。修道院の修道女が揃そろって助命の嘆たん願がんさ。だから、お咎とがめなし。修道院では俺は英えい雄ゆう扱あつかいさ」

「お前は昔から上手だね」

「クースラがへたなんだよお」

　密みつ偵ていに言い寄られてころりと落ち、挙あげ句くそれをあっさり殺されたクースラは肩をすくめて、通りすがりの鶏にわとりを蹴けっ飛ばした。

「しかし、驚おどろいたよねえ」

　ウェランドは歩きながら、のんびり言った。

「まさかクースラが同じ工こう房ぼうに来るとは」

「こっちの台詞せりふだよ」

「騎き士し団の懲ちよう罰ばつ牢ろうでは何度か会ったけどなあ？」

　クースラも出たり入ったりだが、ウェランドのほうもそれに劣おとらずで、時折顔を合わせていた。

「だが、工房に一いつ緒しよにいたのはいつだ？」

「ええーと……もう、あれが五年前とかかな？　懐なつかしいよお」

　五年前、どっちも過去の自分を思い返せば、苦笑いしか出てこないような糞くそ餓が鬼きだった。

　互たがいに喧けん嘩かばかりして、知ち恵えがつき始めたら工こう房ぼうから盗ぬすんできた毒を相手の飯に盛った。

　けれど、師し匠しようが自分たち糞くそ餓が鬼き以上の屑くずで、卒業の暁あかつきにウェランドと二人で毒殺を企くわだて、水銀を使った毒の飯を半分食わせたところで御ご用ようになった。

　ばらばらにひっ立てられる最さ中なか、またな、と手を振ふったら、笑え顔がおで振り返されたのを今でも覚えている。

「クースラはあの時から、涙なみだもろかったよなあ」

「お前いつも言うな。それは自分が涙ぐんでたからだろ？」

「へーえ？」

　ウェランドは肩をすくめついでに、ひょいと飛び上がって踵きびすを返した。

「それより、さっさと首くび吊つり役人に挨あい拶さつして、工房に行こう。楽しみでよう」

　首吊り役人とは、錬れん金きん術じゆつ師が工房を構える町で、一いつ切さいの采さい配はいを担になう人間のこと。

　日々の作業に使う物資の手配はもちろん、錬金術師たちが教会の一派に異い端たんの烙らく印いんを押されて火か刑けい台だいに連れて行かれるのを助けるところまでをも担う。逆に、騎き士し団にとって不都合だとなれば平気で教会に売り渡わたすところだし、時には暗殺だってする。

　彼らは文字どおり、生せつ殺さつ与よ奪だつの権限を持つ。

　だから、首吊り役人。

　首切り役人ではないのは、錬金術師は首切りなどという平民向けの生ぬるい刑けい罰ばつを受けられないからだ。火刑はすぐに死ねるから楽なほうで、基本的には犬と一緒に逆さまに吊るされて、苦しむ犬に噛かみつかれ、引っ掻かかれながら、三日とか四日をかけて死に至る。

　クースラは、顔が勝手に歪ゆがまないように注意しないと、と自分に言い聞かせながら、ウェランドに聞き返した。

「あれ、まだ工房に行ってないのか？」

「行ってない。積み荷だけ先に運ばせておいたけどね。今日の朝、騎士団の輜し重ちよう隊と一いつ緒しよにここに着いたんだよう」

「ついさっきなわけか」

「そうだよお」

「一人で行けばよかったのに」

「そんなことできるかよおー」

　殊こと更さら語尾を伸のばして、馬ば鹿かにするように言った。

「相棒」

「ぞっとするね」

「ひどい奴やつだよおぉぉぉおおぉぉぉぉ……」

　犬の遠とお吠ぼえの真ま似ねをするのは、クースラが牢ろうの見張りをからかったのと同様の、ウェランドの好きな振る舞まいだ。戦場から近いために、傭よう兵へいや盗とう賊ぞくまがいの騎士といった荒あらくれ者を見慣れた町の人間でさえ、ぎょっとして足早に歩き去る。

　錬れん金きん術じゆつ師。

　忌いみ嫌きらわれる、外げ法ほうの輩やから。

　若さの抜ぬけないうちは、そんな世間の評価に暗く笑って凄すごんでいたものだ。

　今ではすっかり丸くなって、せいぜいが看守をからかう程度だった。ウェランドは見習いの時そのままに、平気で人を殺しているらしいが。

「だが、工こう房ぼうに行くのは賛成だ。鉄を溶とかすように、体の凍こごえを溶かしたい」

「外から見た感じでは、いい具合だったよお。さすが戦いくさの最前線」

　クラジウス騎き士し団がその資金と軍事力を今最も傾かたむけているのがこの北の地であり、拠きよ点てんの一つがこの最北の港町グルベッティになる。もっとも、最北というのは騎士団にとって、という意味なのだが、騎士団すなわち世界であるという認にん識しきを笑うような勇気ある輩は、なかなか今の世の中にはいない。

　そんな中、前線の近くに工房を構えたいと願うのは、欲深い錬金術師たちの多くの夢になる。なぜなら前線はたくさんの木炭をくべられた炉ろみたいなもので、戦に勝つためにあらゆる融ゆう通づうが利きくからだ。

　無む尽じん蔵ぞうの資金。優先的な書しよ籍せきの配分。地元の職人や鉱山への権力行使。他ほかにも、秘ひ匿とくされた禁書の閲えつ覧らん権限と、枚まい挙きよにいとまがない。

　ウェランドと二人で、という条件がなければ、狂きよう喜きしていたことだろう。

「しかし、グルベッティの工房に前までいた奴やつはどうしたんだ？　こんないい工房を明け渡わたすなんて、馬ば鹿かだな」

　クースラが馬ば糞ふんを避さけながら言うと、ウェランドは昨日の天気のように言った。

「死んだらしいよお」

「へえ？　事故か」

　軒のき先さきにつながれた犬の口は血で真っ赤だ。朝方に猟りように出たのかもしれない。もちろん、町をうろつく生き物が相手なのだろうが。

「いや、なんか町まち中なかで殺されたらしいんだよね」

　クースラはしばらく馬糞の列を避け、返事をしなかった。

　よくあることだとは思ったが、一つ、気になったことがあった。

　今回の配置は、騎士団側がわに懲ちよう罰ばつ的な思おも惑わくがある。

「もしかして、二人ってのはそういうことか？」

「うーん……俺もそう思ったよお。品ひん行こう方ほう正せいじゃない俺たちがこんないい場所に送られるなんて、絶対裏があるからねえ」

　ウェランドはがりがりと頭を掻かきながら、つまらなそうに歩く。

　道みち端ばたの石ころですら、割ったり削けずったり観察したりして楽しく遊べるウェランドだから、つまらなそうな顔をしている時は、すなわち不ふ機き嫌げんな時だった。

「一人じゃまた殺されるかもしれないから、二人なら心強いだろうって？」

　二人はそれから沈ちん黙もくし、クースラはぐるりと首を巡めぐらし、ウェランドは小石を蹴けった。

「錬れん金きん術じゆつ師は舐なめられたらおしまいだ」

「はは。あの糞くそ師し匠しようの唯ゆい一いつの教えだなあ」

　二人の向かう先は、首くび吊つり役人の屋や敷しきになる。

　五年前を思い出して、少しだけ肩かたを怒いからせた。

「びびんなよ？」

「こっちの台詞せりふだよお」

　誰だれかとそんな軽口を叩たたきながら歩くのはそのまま五年ぶり。

　噛かみ潰つぶそうとしても噛み潰しきれない懐なつかしさに顔が歪ゆがむ。

　道行く人たちは飛びのくように道を開けたのだった。







「聞いているよ。毒殺と暗殺が得意だって」

　純金の文ぶん鎮ちんで羊皮紙を押さえた男は、執しつ務む机でさらさらとペンを走らせながらそう言った。

　しかも、その文字を書く優ゆう雅がさたるや見ていて飽あきないほどのものだが、どうしてその馬ば鹿かでかく丸っこい手で器用に文字を書けるのか不思議な感じさえする。

　クラジウス騎き士し団グルベッティ輜し重ちよう隊隊長、アラン・ポースト。

　戦いくさ働ばたらきをする連中のために、食い物や酒や、あるいは必要な物すべてを調達し、輸送するのが輜重隊の役目だし、多くの輜重隊は実際に戦場で働いている。

　だが、騎士団上層部のそれは一味違ちがう。

　騎士団が行う神の代理行こう為いのために、という大義名分を振ふりかざし、商会にまじって商あきないをする。資金力と情報網もうは市し井せいの商会の比ではないから、儲もうけだって同様だ。なにせ、どこかで戦が起きればどっと商人たちが儲けを目指してやってくるのに対し、騎士団はそもそもその戦を自分たちで起こすかどうか決められるのだから。

　目の前にいるアラン・ポーストは、グルベッティ周辺を流れる金という血液のすべてを牛耳っているに等しい。儲けは莫ばく大だいで、儲けと同じくらい太らせた体を、自分の腹の形にくり抜ぬいた机になんとか押し込めて、仕事をしていた。

「暗殺なんてまさか。私こそ、恋人を暗殺されたばかりですが」

「毒殺なんてめっそうもない。毒なんて使わないですよお」

　部屋の真ん中に立たされたクースラとウェランドはそれぞれそう答えて、視線もまたそれぞれであらぬほうに向けていた。

「いや、非難しているわけではない。評価しているんだ」

　互たがいに、へえ、とすら言わなかった。

　ウェランドは欠伸あくびをしているし、クースラは爪つめの甘皮をいじっていた。

「そういう振ふる舞まいも悪くない。堂どうに入いっている。第一印象は一回しか相手に与あたえられないからな。上役に最初に舐なめられたら後に響ひびく」

「……」

　クースラがウェランドにちらりと視線を向けると、ウェランドもまたクースラを見ていた。

　互たがいにため息をつき、姿勢を正してきちんと前を向いた。

「そして、種が割れたと思ったところで従順なふり、か。及きゆう第だい点てんだ」

　ポーストは羊皮紙を側そばに控ひかえていた執しつ事じに渡わたし、顔の中でひどく小さく感じる目をしぱしぱとさせ、目め頭がしらを揉もんでいた。

「相手に花を持たせ油断させて、後々足元をすくう。いいね」

「そうやって扱あつかいづらい上役だと認にん識しきさせて、頭を押さえつける？」

　クースラが天てん井じようを見たまま言うと、ポーストはでかい体を揺ゆすらせるように笑った。

「それくらいでないとな。騎き士し団にはそういう人選を頼たのんだ」

　少しだけ、真ま面じ目めに聞こうかと思う。

「……というと？」

「自分の身は自分で守れ」

「毒殺と暗殺で？」

　ポーストはにっこり笑うが、目だけが笑っていない。

「攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよ。私が軍務で覚えた唯ゆい一いつのこと」

　クースラは今度こそ、演技ではなくウェランドと顔を見合わせる。

　なにか予想以上に面めん倒どうそうだぞ、と。

「お前たちの前任者は、トーマス・ブランケットという男だった。四十に手が届くかどうかの優ゆう秀しゆうな奴やつだったが、死んだ」

　それがまるで、花が枯かれたかのような言い方だったので、クースラは口を開く。

「ポースト閣かつ下かのお膝ひざ元もとでの凶きよう行こう、だったとか」

　町を牛耳っていてなんたる様ざまだ、と遠回しに言ってやる。

　もちろん、その程度の挑ちよう発はつで怒おこるような人物なら、今その椅い子すに座ってはいないだろう。

「まったくそのとおりだ。犯人も未いまだ捕つかまっていなくてね」

「へえ？」

「意外だろう？　この町の裁判権をなんとか取り返したい教会の連中も、血ち眼まなこになって探しているが見つからない。錬れん金きん術じゆつ師の死は、常に信しん仰こう上の問題に直結する。異い端たんの証しよう拠こでも見つかれば、私の失しつ脚きやくを狙ねらうにはいいきっかけになりそうだからな」

　騎士団はその頭上に神を頂くが、教会の長たる教皇を頂いてはいない。

　独立の軍と資金と、独自の信しん仰こうすらを持つと言われる所以ゆえんだ。

　どこの町でも、管かん轄かつ権を巡めぐって教会と騎き士し団は対立している。

「だから、どこの誰だれが、なんの目的でトーマスを殺したのかまったくわかっていない。事故、酔よっ払ぱらい同士の喧けん嘩か、強ごう盗とう、辻つじ斬ぎりか、はたまた、錬れん金きん術じゆつ師に対する偏へん見けんからきたある種の魔ま女じよ狩がり、あるいは、教会側がわがトーマスの錬金術の結果を欲しがったか、寝ね返がえりを強要したが断られたか、さもなくばすでに寝返っていたが用ずみになったので消したか……その他、諸もろ々もろ。敵がわからなければ、対策の立てようがない。城に閉じこもるわけにはいかんしな」

「我々の身を守るなら、牢ろうにつなぐという方法がありますよ」

「それは私よりも上位の人間がすることだ。それに、私は働かない人間が嫌きらいでね」

　クースラは肩かたをすくめ、茶々を入れて失礼しました、とばかりに手で先を促うながした。

「現状、町の鉄事情は最悪だ。グルベッティ以北の戦せん況きようは悪くないが、確かく認にんされている北方の鉱山の多くが異教徒の手にある。南で精せい錬れん、武具を製造しても、向こうは労賃が高いうえに、途と中ちゆうで取られる関税が多すぎる。他ほかにも運ばなければならん物はたくさんあるしな。小麦、ライ麦、大麦、葡ぶ萄どう酒しゆ、明みよう礬ばん、大たい青せい……騎き兵へい連中の乗る馬がドカ食いする燕えん麦ばくも輸入しなければ賄まかないきれん」

「つまり？」

　言こと葉ば尻じりひとつを捉とらえられて、永久に失しつ脚きやくをすることがあり得る立場の人間は、結論を口にするまでが長い。

　だが、錬れん金きん術じゆつ師の人生はそれを待っていられるほど長くない。

　クースラが口を挟はさむと、ポーストは一いつ瞬しゆん口をつぐんでから、どことなく楽しそうに笑う。
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「つまり、この町には冶や金きん技術に秀ひいでた錬金術師を置いて鉄の生産量を上げなければならんが、前任者の死が不可解である以上、後任の人間をほいほいと連れて来るわけにはいかない」

「要するに、私たちは捨すて駒ごまというわけですね」

「戦場でもそういう連中は必要不可欠だ。大局で勝ち抜ぬくには、必要なことだからな」

　よし、死んでこい。

　そういう命令を何度も出してきた人間だけが見せられるのだろう、不気味なほどの落ち着きがそこにはあった。

　ただ、クースラもウェランドも、抗こう弁べんしようとは思わない。

　それは、立場が弱いからではない。

　もっと単純に、錬金術師はそんなことを気にしないからだ。

「じゃあ、死なない限りは戦場にいられるわけですか」

「話が早い。しかも、死地より帰った戦士は必ず英えい雄ゆうになる。見返りが安いとは思わんよ」

　戦場近くの工こう房ぼうには、無限ともいえる予算がつく。本来ならばクースラたちのような若くて素行不良の錬金術師が配置されるような場所ではない。

　もしもそこにいたいのなら、それ相応の危険を引き受けろ。

　至し極ごく当たり前の話というわけだ。

「まあ、この町は私の管理下だ。そうそう蛮ばん行こうを何度も繰くり返させはしないし、環かん境きようはこちらで最大限整える。頑がん張ばってくれたまえ」

　ポーストが目を細めて相手を見ると、それはまるで墓に埋うめられる死体を見下ろす時のように見えた。自分以外はすべて自分のための道具、と考える権力者特有の目だ。

　好きではないが、行動原理がわかりやすくて、そういう意味ではある種の信しん頼らいが置ける。

　クースラとウェランドは騎き士し風の敬礼の真ま似ね事ごとをして、「かしこまりました、閣かつ下か」と言う。精いっぱい馬ば鹿かにしたつもりだが、鷹おう揚ようにうなずかれてしまった。相手のほうが一枚上うわ手てらしい。

「ああ、そうだ」

　と、クースラとウェランドが部屋から出ようとした時に、ポーストが呼び止める。

「君たちには謝らないといけないことがある」

「？」

「最大限私も努力したんだがな、どうにもならないことがあった」

「なんです？」

　クースラの言葉に、ポーストは答えた。

「工こう房ぼうに行けばわかる。まあ、毒殺と暗殺が得意なら、どうにかなるだろ」

　二人は小さく肩かたをすくめた。

「……失礼します」

　ウェランドが扉とびらを開け、クースラがそう言ってから、外に出た。

　廊ろう下かには書類を抱かかえた部下がずらりと列をなしていて、全員が緊きん張ちように顔を強こわ張ばらせている。

　自分で文字が読み書きできる権力者相手には隠かくし事ごとができないからだ。

　王や領主が高転びするのは、大たい抵ていが手紙の代筆を任せる書記官の裏切りによるものだったりする。隠しておきたい戦いくさの失敗や秘密を、どうしても書記官には隠せないからだ。

　逆に言えば、あのポーストは自分の秘密をいくらでも隠し、ねつ造して報告することができる。

　さすが戦場の近くはおっとりした老騎き士しが采さい配はいを振ふるっているような場所ではないらしい。

　この建物もこの町を牛耳っていた大商会から接収したもののようだが、たぶん接収したのは建物だけではなかっただろう。表通りに出れば、権勢を誇こ示じするための騎士団の旗が、地平線の向こうの誰だれかに見せるかのように高々と掲かかげられている。

　建物のすぐ目の前にある広場には、この町の独立を示す裁判刀を持った雄お々おしき男性のブロンズ像があるのに、それがすっかりかすんでしまっている。

　罪人の首に誰が刀を振り下ろせるかで、その町の支配者が決まるものだ。

　なのに、騎士団は勝手な権限で錬れん金きん術じゆつ師をこの町に呼び寄せ、参事会はその威い信しんを賭かけて人々の出入りを取り仕切っている市し壁へきにて、その荷を検あらためることもできない。

　そして、その不ふ可か侵しんな存在のクースラとウェランドは、ポーストの一存によって生きるか死ぬかを決められる。権力の階かい梯ていは、高く、同時に、重いのだ。

　クースラとウェランドの二人はそんな旗と見張りの間をくぐり抜ぬけ、町の活気と昼の日差しに目を眇すがめた。

「どう思う？」

　クースラは、ポーストの前でも口数の少なかったウェランドにそう尋たずねた。

　別に人見知りをするわけではないが、ウェランドはああいう連中の前ではあまり喋しやべらない。その代わりに、ずっと相手を殺すことを考えている。

　と、五年前の糞くそ餓が鬼き時代に聞いたことがある。

「あれだけでなにもわかるわけないよお」

「まあな」

「けど、それは鉱石だって同じだよ。神はどの金属も、純じゆん粋すいな形で埋うめなかったからねえ」

「つまり？」

「つまり、これまでやってきたとおりにするだけさ」

　ウェランドは唇くちびるの端はしをつり上げながら、そう答えたのだった。







　賑にぎやかな町の市場で昼飯をすませてから、クースラたちは工こう房ぼうに向かった。

　これだけ賑やかな町なのに、必ずどこかにはひっそりとした空間がある。クースラたちが歩いていたのは空き家が立ち並ぶ区画で、そこを抜ぬけると急に視界が広がった。

　眼下には広がる町の様子と、遠くに海も見渡わたせた。

　素す晴ばらしい景色。

　これでどうしてこの辺りは賑やかではないのかと思ったら、それは崖がけ上うえの特等席に、でんと錬れん金きん術じゆつ師の工房があるからだろう。

「贅ぜい沢たくな工房だよねえ」

「トーマスってのはよっぽどだな」

　戦いくさというのは結局のところ勝たなければなにも意味がない。

　だとすれば、勝つためにはなんでもして、勝った後にあれこれ考えればいいということになる。錬金術師の生み出す技術一つで戦せん況きようがひっくり返ることがままあるとすれば、前線に近い工房ほどわがままを通すこともできる。

　そういう話を聞いてはいたが、目まの当あたりにするとやはり驚おどろきは禁じ得ない。

　ウェランドがにまにましながらクースラを手招きするので、工房の建物の脇わきに行って崖を見下ろして、さすがのクースラも仰ぎよう天てんした。

「専用の水車？」

「しかも、水はこの地面の下を流れてる。わざわざ暗あん渠きよを作ったとしか思えない。まあ、さすがに水を独ひとり占じめ、というわけにはいかなかったみたいだけどねえ」

　ウェランドの言葉に従って崖下に目をやれば、そこから港に向かっては、数基の水車が回っている。粉屋か縮しゆく絨じゆう工か鍛か冶じ屋か石工かはわからないが、とにかく水車を必要とする者たちがその水車の周りに軒のきを連ねている。

　水車の力強さは水の力強さで決まり、水の力強さは往々にして高低差で決まる。

　その工房は崖に沿って建てられていて、今クースラたちが立っている場所を一階とすると、地下二階分くらいまで建物がある。水車はその一番下にあり、暗渠から流れ出た水の力強い流れをすべて一身に受け止めることができる。

　クースラはこれまで、水車などの大規模な設備は職人組合と揉もめながら共用のものを利用していた。それからすれば、これだけで涎よだれが出るほどの贅ぜい沢たくだった。

「炉ろも立派だ。町まち中なかでこんなでかい炉を作るなんてねえ。水車が隣となりにあるから、なんとか許されたんだろうけど」

「火事になったら全部水で押し流すのか」

「下の人たちが災さい難なんだねえ」

　ウェランドは呑のん気きに言っているが、実際のところ呑気なのだろう。

　ウェランドは錬れん金きん術じゆつ師の中でもいかにも錬金術師らしいところがある。

　自分の目的以外にはあまり細かいことを気にしない。それどころか、大きなことですら気にしないところがある。世間の基準に照らせばかなり緩ゆるいと自覚しているクースラですらそう思う。あるいは、そんなことを気にしている時点で、自分は錬金術師としては少し神経質なのかもしれない、とクースラは思うのだが。

「しかし、あのデブのおっさんが謝るようなことってなんだ？」

「うーん……なんだろうねえ……俺にも予想ができないよお」

　水車から視線を上げ、見晴らしのいい景色を見ながら言った。なにも問題はなさそうで、万事うまくいきそうな雰ふん囲い気きすらがこの日当たりの良さにはある。

「単なる脅おどしかもな。それより、中に入ろう。寒い」

「うん。そうしようかねえ」

　別にこれが見納めというわけでもないが、あまりに見晴らしがよくて、クースラは名な残ごり惜おしく崖がけ上うえからの景色を振ふり返ってしまう。

　そんなことをしていたからだろうか。

　ウェランドが真しん鍮ちゆう製の鍵かぎを回して工こう房ぼうの中に入るのに続いたら、急に足を止めたウェランドの背中にぶつかった。

「おい、なんだよ」

　クースラは毒づき、そして、部屋を見た。

　石いし垣がきを木で補強したようながっしりとした建物の地上部分は、壁かべという壁にびっしり物が収まった、神経質さをギュッと濃のう縮しゆくしたような部屋だった。決して汚きたないというわけではないし、おそらくこの状態を維い持じするには大変な労力が必要だったろう。

　しかし、そんなことでウェランドが足を止めるとも思えない。

　そう思った直後、異質な声が耳に届く。

「ようやくご到とう着ちやくですか」

　その、今にも押さえつけられていた「物」が雪崩なだれを起こしそうな部屋の中に響ひびいた一言は、凜りんとして鐘かねの音のようだった。

　口調というものには思いのほかたくさんの情報が含ふくまれるもので、たった一言であってもそれは変わらない。声の感じから体格や顔の形がある程度わかり、発音の仕方でどこの地方のどの階級にあるのかが大体わかる。もちろん喋しやべり方かたの調子から、きつい性格か穏おだやかな性格かもわかり、機き嫌げんの良し悪しまでわかることだってある。

　それらすべてを考え合わせれば、クースラの目の前にいるそいつは、声の感じから推おし量れるそのままの姿だった。それが、それでもなお目をこすってしまったのは、とても信じられなかったからだ。

　錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうで、こいつはなにをしているんだ？

　足首まで隠かくれるローブを身にまとった、ちんちくりんの修道女は。

　ローブの縁ふち取どりは騎き士し団お抱かかえの修道院の紋もん様よう。

　迷い込んだわけでは、ないだろう。

「お前、なんだよお」

　二人でいる時は口をつぐみ、話すのを相あい方かたに任せて自分は相手を殺すことだけ考える、と豪ごう語ごしたウェランドが口を開く。しかも口調は友好的なものではない。

「ウル・フェネシスといいます。騎士団から派は遣けんされました」

　ヴェールを頭からかぶった白づくめの少女は、人形のようだ。作り物めいた緑色の目と、まっ白い前まえ髪がみのせいかもしれない。白金と違たがわぬ色合いの髪の毛は珍めずらしくもないが、ここまで白いのはなかなか見ない。

「私は、あなた方の監かん視し役です」

　しかし、フェネシスはクースラたちのことなど気にも留とどめず名乗ってから、ようやく立ち上がる。椅い子すに座っていても立ち上がってもあまり頭の高さが変わらないのは、椅子に座ると足が着いていないからだ。

　子供。

　だが、その目はひどく理知的で、本物の匂においがする。

　どう出る？

　クースラは、ウェランドの斜ななめ後うしろからその横顔を盗ぬすみ見るが、ウェランドは表情を消していてわからない。

「あなた方、神の道より外れし者の行動は、逐ちく一いち上に報告いたします。神の教えを忘れることなく、神の秩ちつ序じよを乱すことなく、神の威い光こうを汚けがすことなかれ。以上の三つを頭に刻み、騎士団のため、神のために働いてください」

　まるで修道会の入会儀ぎ式しきだが、恐おそろしいのはフェネシスと名乗った修道女が、本気の目をしていることだ。

　この年とし頃ごろで変に頭の良い少女は、狂きよう信しんという病とびっくりするほど相性がいい。

　視野が狭せまく、直情的。

　ポーストはおそらくこのことを謝っていた。世の中には、戦う人、祈いのる人、耕す人と三種類あるように、騎士団も権力構造は一いち枚まい岩いわではない。

　騎士団に雇やとわれる錬金術師は、そのほとんどが武器や攻こう城じよう技術に関かかわる性質上、戦う集団の一部門に属している。しかも様々な物資を必要とするために、基本的には輜し重ちよう隊にぶら下がっていた。

　だが、目の前のフェネシスは明らかに祈りの集団の先兵だ。修道女であることからして、騎士団内部の聖歌隊の人間だろう。もちろん、教会の聖歌隊とは訳が違ちがう。教会の聖歌隊は静かな教会の中で神のことを賛美するが、騎き士し団の聖歌隊は血と怒ど号ごうが飛び交かう戦場で神のことを賛美する。

　信しん仰こうの質と、方向性が違ちがう。もっと陰いん険けんで、権力主義的だ。常に戦いくさの集団の権勢を侵しん食しよくしようと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。ポーストの失しつ墜ついを狙う者は、教会だけではなく身内の人間にも大勢いるというわけだ。森で傷を負えば、覇は者しやたる狼おおかみですら他ほかの動物の餌え食じきになる。騎士団の「備品」たる錬れん金きん術じゆつ師を殺されたという傷の匂においを嗅かぎつけて、グルベッティの権力をポーストから横取りする機会を窺うかがいに来たのだろう。

　その上話がややこしいのは、同じ騎士団に属しているにもかかわらず、そもそも聖歌隊の人間は錬金術師を敵視していることだ。

　神に盾たてつく存在は、なんであれ地上から消え失うせろと、聖歌隊の連中は本気で思っている。

　毒殺と暗殺で身を守れというのは、こういうことかと納なつ得とくする。

　トーマスは誰だれに殺されたかわからない。

　それは、敵が身内にいる可能性すらあるということだ。

「お返事は？」

　フェネシスが、顎あごを引いてそう尋たずねる。

　幼い頃ころ、近所の教会で糞くそ尼あまに仕置き棒で頬ほおを張られた時のことを思い出す。

　こいつは、最初が肝かん心じんだ。

　クースラがそう思い、口を開こうとしたその瞬しゆん間かんのこと。

　ウェランドがすっと前に歩み出て、手を伸のばした。

　握あく手しゆ。

　そんなまさか、というのは相手も同じだったらしい。意外そうな顔をして、それでも右手が自然に伸びていた。それが人間の反応というものだ。

　だが、ウェランドの手はそのまま相手の手を素す通どおりし、ぺたり、と目的地に到とう着ちやくした。
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　フェネシスとやらは、ウェランドの手を目を丸くして追いかけていた。

　自分の胸に当てられ、わし、と遠えん慮りよなく五指を突つき立てたその手を。

「ふうん？」

　ウェランドは首をかしげ、目当ての物がなかったような、そんな顔をしている。

　そして、もっと確かめようともう一方の手を伸ばそうとした瞬間だ。

　フェネシスがウェランドの手を振ふり払はらって平手打ちを繰くり出した。

「ふん」

　ウェランドはひょいと体を反そらしてそれを避さける。

　フェネシスが無表情なのは、平手打ちを避けられたからというより、事態に頭がついていっていないからだろう。クースラだって、ウェランドの行動に呆あつ気けにとられていた。

　平手打ちは、ほとんど反射的なもの。

　なので、あっさり避さけられると体の平へい衡こうを保てずに、ぐらりと揺ゆれて、ウェランドの胸に肩かたが当たる。

「──っ！」

　それでようやく我に返ったらしい。

　ウェランドの胸を押し、逃にげようとしたその刹せつ那な。

　ウェランドの手がフェネシスの細い腕うでを掴つかみ、あまりの力の差にフェネシスの体ががくんと揺ゆれる。

「な、にを──」

　と、フェネシスが抗こう議ぎの声をどこまで上げられたのか、クースラは聞き取れなかった。

　自分の胸を押して逃げようとする修道女の腕を掴んだウェランドは、残る手でまだ幼い少女の口を覆おおうように顔を掴んだのだ。クースラが思わず息を飲むほど、ウェランドの手の中にすっぽり収まる小さい顔だ。

　そして、ウェランドは目を見開いているフェネシスの顔を無理やりぐいと引き寄せて、その目を覗のぞき込むようにしながら言った。

「ここは錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうだよお。子供がうろついてると、とても、危ない」

「っ！　っ！」

　ウェランドは細身に見えるが、冶や金きん作業でその体はそこいらの傭よう兵へいよりも鍛きたえ抜ぬかれている。フェネシスがどれだけ暴れたって、びくともしない。

　フェネシスが口を覆おおわれ、見開いた目を一いつ瞬しゆんも閉じられないのは、閉じた瞬間に首の骨を折られるかもしれない、という本能的な恐きよう怖ふがあるからだろう。

　ウェランドはそれ以上言葉を重ねずに、じっとフェネシスの目を覗のぞき込んでいる。フェネシスが必死に体をよじろうとしても、本当にかけらも動かさない。

　やがてフェネシスは、暴れるというよりも、恐怖で体を震ふるわせ始めていた。

「ふんっ」

　最後につまらなそうに鼻を鳴らし、ウェランドはフェネシスの顔から手を離はなす。

　目を見開いたままのフェネシスは後ろによろめき、数歩は耐たえたが、すぐに腰こしが抜ぬけたようでその場にへたり込んだ。

　クースラは、そこでようやく、ウェランドの視線に気がついた。

「俺は工こう房ぼうに行くから、後は任せたよお」

　そして、さっさと階段を下りて行ってしまった。

　クースラがハッと我に返った時には後の祭り。

　人心掌しよう握あく方法の基き礎その基礎だ。

　一人が標的に圧あつ倒とう的な畏い怖ふや徹てつ底てい的な嫌けん悪お感を与あたえれば、もう一人は逆に親しくなりやすくなる。監かん視し役と名乗ったのがこいつの運のつき。その瞬しゆん間かんに動かなかったのがクースラの運のつき。

　悪役はウェランドに取られ、面めん倒どうな善役を押しつけられた。

　ただ、だからといってなんのためらいもなく少女の胸を揉もんだうえ、かけらの慈じ悲ひも見せずに脅おどせるウェランドの精神構造に恐おそれ入る。

　クースラは、呆あきれるほかない。

　それに、今いま更さら取り返しはつかない。ため息を必死に飲み込み、自分の役目を受け入れるしかない。陰いん険けんな祈いのりの連中が監視として寄よ越こすということは、この哀あわれな少女は自分の意思とは関係なしに、この工房の監視をやらされるはずだろうからだ。

　こんな目に遭あわされても、きっと明日も明後日あさつても来るだろう。

　うまく懐かい柔じゆうしておかないと、まともに作業なんてできなくなる。

　だが、その相手の面めん倒どうくささは、考えるだけでうんざりした。

　クースラは、すぐに動けなかった自分が悪いと言い聞かせ、声も表情もなくただただ涙なみだを流す修道女の側そばにしゃがみ込んだ。

　小さな悲鳴みたいなものを上げて、フェネシスとやらは後ずさろうとした。

「大だい丈じよう夫ぶか？　あいつはちょっと、頭がおかしいんだ」

　それが長い長い慰なぐさめの、最初の一言だった。
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　しばらくは泣いているだけだった。

　クースラが手を差し伸のべると、立ち上がれもしないのに逃にげようと体を引いていた。

　クースラも、多少はこういうことに慣れている。無理に追いかけはせず、関心を失ったように見せて放ほうっておいた。

　なので、クースラは工こう房ぼうに運び込まれた書しよ籍せきや羊皮紙の束を整理し、前任者の残したものと並べたり、未読のものと入れ替かえたりしていた。書籍の中には鹿しか等の大型の動物の革かわを板のように硬かたくしたもので装丁が作られ、金きん箔ぱくによる装そう飾しよくを施ほどこされているものも少なくない。中を開けば、流りゆう麗れいな文章の隙すき間まにはびっしりと細かな挿さし絵えが描えがかれていて、手間のかかりようが窺うかがえる。

　本来ならば大司教や枢すう機き卿きようが、大修道院や大聖堂の蔵書にするような代しろ物ものだろう。

　これが一体何冊さつあるのか。

　戦場近くの工房というものは、本当に素す晴ばらしい。

　クースラはそう思った。

　それからどれくらい作業をしていたのか、視界の隅すみで動くものがあったのでそちらを見ると、落ち着きをだいぶ取り戻もどしたらしいフェネシスが、床ゆかに手を突つきながら立ち上がろうとしていた。

　どうやら、腰こしは未いまだに抜ぬけっ放しのようだ。

　書しよ棚だなに羊皮紙の束をぐいと差し込んで、クースラはため息まじりにそちらに歩み寄る。

　フェネシスは足音に顔を上げてびくりとクースラのことを見たが、差し出された手とクースラの顔を二度ほど見比べてから、その手を取って、立ち上がった。

　ただ、足は生まれたての小こ鹿じかみたいに震ふるえていて、結局最後はほとんどクースラが抱だきかかえるようにして椅い子すに座らせた。体は華きや奢しやで、まだ幼さゆえの硬かたさが残っていたし、ウェランドが五指を突つき立てた胸はあってないようなものだった。

　けれども、とてもよく均きん整せいが取れていたし、硬さの中にもしなやかな感じがあった。

　若い猫ねこの体みたいだと思えば、確かに豪ごう華かな屋や敷しきで飼かわれている猫に見えなくもない。

「災さい難なんだったなあ」

　クースラは言って、乾かん燥そうさせた香こう草そうを煮に出だした茶を木のカップに注ついだ。目を泣き腫はらした少女は、時折鼻をすすりながら無言でテーブルを見つめている。

「けど、錬れん金きん術じゆつ師を迂う闊かつに近寄らせたのがそもそもの間ま違ちがいだ。ここに来る前に、注意を受けなかったか？」

　クースラが湯気の立つカップをフェネシスの前に置くと、怪あやしげなものを目の前に置かれた猫みたいに背中を盛り上げる。

　注意は受けていたのだろう。

「ん？」

　重ねて聞くと、フェネシスは泣き腫らしている割には気き丈じような目をクースラに向けた。

「で……も……あんなっ……」

「そりゃそうだけどな」

　かすれた声で言うフェネシスに、クースラは覚めた態度で付け加える。

「俺がいなかったら、なにをされてたか本当にわからんよ」

「っ」

　体を固くして、今度は恐きよう怖ふにおののいた顔で自分の両肩かたを掴つかんでいた。

　修道院で誓ちかわされること。

　従順、清貧。

　そして、純潔。

「ウェランドは……ああ、あの獣けもののことだが、あいつはなんでもいけるクチだからな。年とし端はのいかない少女だろうと、それこそ修道女でも関係ない」

「っ……」

　フェネシスは自分の肩を抱いたまま、クースラに怯おびえを隠かくしきれない目を向ける。

「それに、生きつ粋すいの錬金術師には歪ゆがんだ肉欲以上に恐おそろしいものがある。ウェランドみたいな獣にとっちゃ、汚けがれのない乙女おとめは三度楽しむことができる最高の玩具おもちやだ」

「っ……っ？」

　クースラが指を三本立てると、フェネシスは想像すらできないことが恐きよう怖ふであるらしく、混乱した顔をしていた。

「まず一つ目。乙女おとめの体から取れる材料は実験のいい素材になる。髪かみの毛、爪つめ、涙なみだ、そして、生き血」

　ひぃぃぃ、と悲鳴を上げることすらできないほど、歯を食い縛しばって身を強こわ張ばらせている。

「二つ目は、口に出すまでもない楽しみ方。楽しまれるほうは……まあ、苦痛だろうけど」

　今度は歯を食い縛ったまま唇くちびるを引き結び、顎あごを上げ気味にクースラを睨にらんでいる。

　女の敵。あるいは、人以下の獣けものの所業。

　それでも、クースラはまだ指を一本残している。

「で、最後の楽しみ方」

「……それ、は？」

　聞き返してこれたのは、二つ目のものがわかりやすく、なじみのある悪徳だったからだろう。

　わかりやすい怒いかりは、幾いく分ぶん我を取り戻もどすのに最適な薬になる。

　しかし、クースラはその問いに鉄面皮をもって応こたえた。

「三つ目は、最悪のもの。悪あく魔まの悪魔たる所以ゆえん。さて、二つ目のお楽しみの後に残るのは？」

　その冷たい顔に、フェネシスは戸と惑まどった。

　この先に大きな穴がある。

　真まっ暗くら闇やみの中でそう確信したとしたら、そんな顔をしたかもしれない。

「そう、胎たい児じだ」

「っ」

　怒りで息を飲んだのでも、驚おどろいてしゃっくりをしたのでもない。

　えずいていた。

　そんな発想は理解すらしたくないと、体が拒きよ否ひしていた。

「胎たい盤ばん、へその緒お、そして胎児そのもの。どれも古いにしえから伝わる永遠の命と若さを得るための妙みよう薬やくの材料に挙げられるものだ。それにはまず、母親が生きたままその腹を裂さき……」

　と、クースラが言葉を止めたのは、フェネシスが真っ青な顔をしたまま口元を押さえてうつむいていたからだ。

　クースラはそんなフェネシスの様子をのんびり眺ながめ、こんなもんかなと思う。

　フェネシスの中で、ウェランドは悪の権ごん化げ、地じ獄ごくの使い、暗黒と魔道の狂きよう気きの錬れん金きん術じゆつ師となっていることだろう。

「悪い。刺し激げきが強すぎたな。大だい丈じよう夫ぶか？」

　まったく大丈夫には見えないが、フェネシスは気丈にうなずいている。

「ただ、安心するべきことが二つある」

「……？」

　フェネシスが、えずいたせいで涙なみだが滲にじむ、宝石のような綺き麗れいな瞳ひとみをクースラに向ける。

「ウェランドがそんな狂きよう気きに冒おかされていたのは何年か前の話だ。今では神の威い光こうで幾いく分ぶん人の心を取り戻もどしている。とはいっても、三つ目の欲望がなくなっただけで、一番目と二番目は健在だ。注意したほうがいい」

　フェネシスはクースラが立てる二本の指を真しん剣けんに見つめ、うなずいている。

「そして、二つ目。それは、俺が君の味方であること」

　クースラは滅めつ多たに使わない二に人にん称しようの「君」と言って、にっこりと笑う。

　フェネシスは数すう瞬しゆん呆あつ気けにとられ、それからようやく地じ獄ごくから帰って来たような顔になる。

　この話は自分にもわかるものだ、神の祝福を！　といったところだろうかと、クースラは覚めた気持ちで思う。

「し、信用できません」

「もちろんそれで結構。というか、そうでなくてはならない」

「……煙けむに巻くつもりですか？」

「まさか。俺が味方だよと言ったからといって信用するような馬ば鹿かだったら、仮面をかぶったウェランドにもすぐに騙だまされるだろうからな。そうなったら俺でも守りきれない。けれど、疑う目、考える頭、そして、戦うための気き概がいと信しん仰こう心しんを持っていれば、遠からず真実に辿たどり着くだろう？　それでいいさ。俺は誰だれが正しいか知っているつもりだし、神は間ま違ちがいなく知っている。真実は一つだろうが、そこに至る道は複数あるだろう。そのどこかで出会った時に、手を取り合えればいい。違うか？」

　違うか？　と聞かれ、フェネシスは顎あごを引いてクースラを見た。

　その目は、少なくない敵意と警けい戒かいの色に染められていたが、クースラは安心する。

　その目は、理解できないなにかを見る目ではなく、少なくとも自分の理解の及およぶ範はん囲いにいる者を見る目だからだ。

　人はどうしたって、自分の理解できるものに親しみを覚えてしまう。

　そして、錬れん金きん術じゆつ師が忌いみ嫌きらわれるのは、まったくその逆なのだから。

「お茶を飲んだらいい。南のほうの貴族が流は行やらせている代しろ物ものでね。酒のように酩めい酊ていせず、滋養があって病にも利きく。航路が開発されれば、後々は重要な貿易品になるだろうな」

　クースラは、無言のままのフェネシスに、手のひらを向けて勧すすめた。

　フェネシスはお茶を見て、クースラを見る。

　その目からはゆっくりと敵意が消え、警けい戒かいだけが残った。

　クースラはそれを見て、幼いな、と思う。騙だまそうと思えばいくらでも騙せそうだった。

　こんな少女をここに送り込んで、聖歌隊は本当になんらかの成果を期待しているのだろうか、と訝いぶかった。が、クースラは、いやと思いなおす。

　たぶん、自分たちと同じなのだろう。

　ポーストからすれば、前任者のトーマスの死を利用して、聖歌隊が間ま違ちがいなく乗り込んでくることはわかっていた。ならばポーストはそのための布ふ陣じんを整えるはずだ、と聖歌隊は考える。そうだとすれば、聖歌隊としてもそこにへたに優ゆう秀しゆうな人間を送り込んで返かえり討うちに遭あっては損を見る。

　ならば、命令にだけはどこまでも忠実ではあるが、死んでも惜おしくない人材を送り込む。

　なにかを見つけてくれば恩おんの字じで、たとえばなんらかの理由で殺されでもしてくれれば、そのことを理由にしてポーストに食らいつける。

　クースラは自分の分の茶を飲みながら、ちらとフェネシスを見る。目の前の少女がそこまで理解しているとは到とう底てい思えない。むしろ最初の気張り具合から見て、大役を任されたと誇ほこりで胸がはちきれんばかりだったのだろう。

　無知と狂きよう信しんは相性が良く、世の中とは常にそういうものだ。

　部屋には静かな沈ちん黙もくが流れる。

　フェネシスが茶を飲んだのは、それからしばらく経たってからのこと。

　同じ食しよく卓たくにつく、という慣用句があるが、相手を少なからず信用する、という意味の言葉だ。

　毒を盛られていたら死んでいたんだぞ、と言ってやりたくなる。

　そんな具合だから、相手がこちらの誘さそいにまんまと乗ってきても、嬉うれしさなどかけらもない。

　クースラは義務的に、距きよ離りを縮めるためだけの言葉を向けた。

「うまいかな。見み様よう見み真ま似ねだから貴族が出すもののような味になっているかわからないが」

「……悪くありません」

　頑がん固こというより意地っ張りに見えるのは、その見た目と、まだ精神的な弱さを残しているからだろう。

「ところで、自己紹しよう介かいをしてなかった」

「……」

　フェネシスはカップを置き、クースラを油断のない目つきで見る。

　あるいは、もしかしたら元々そういう目つきなのかもしれない。

「クースラという。ろくでもない名だと自覚はしている」

「本名？」

　その質問に、クースラは肩かたをすくめた。

「錬れん金きん術じゆつ師に本名なんてものはない。錬金術師は人にできることを超こえた方法を探さぐる探求者のことだ。それは人であってはできないこと。人の道から外れた者に、人の名は必要ない。死んだ時だって、墓には入れないしな。森の奥深くか、荒こう野やに捨てられるのが決まりだ。いよいよ、本名なんて必要ない」

　事実を少しだけ誇こ張ちようして伝えたが、フェネシスはあまり驚おどろいたふうでもなかった。

　さもありなん、とばかりに目を伏ふせて、茶を一口飲んでいた。

「その人ならざる《利子クースラ》のあなたは、なにを探求するのですか？」

　その質問は、精いっぱい頑がん張ばった目線と共に。

　本人は鋭するどくきつい鉄のような視線のつもりなのだろうが、それはどちらかというと、町の生活が似合うあどけないものだ。

「鉄」

「鉄？」

「そう。鉄というより、金属かな。鈍にぶく輝かがやき、磨みがけば光り、叩たたけばキンと鳴る金属だ。ウェランドも最近は金属にご執しゆう心しんのようで、この工こう房ぼうに呼ばれた。もっとも、魔ま石せきがどうこう、魔鉄がどうこうと言っているから、病気の方向が変わっただけで、中身はあまり変わってないかもしれないが」

　さりげなくウェランドの悪評を追加し、フェネシスの嫌けん悪おと恐おそれの感情を呼び起こしてから、クースラは言葉を続ける。

「金属は綺き麗れいだ。それに、信しん仰こうに似ている」

「……信仰、に？」

「神は金属を純じゆん粋すいな形で地面に埋うめなかった。人は様々な方法でそこから不純物を取り除き、純粋なものに仕上げていく。その過程は長く、大変だ。信仰も同じだろう？　不純なものをゆっくりと抜ぬき、純粋なものに近づけていく」

「……そのとおりです」

　わずかなためらいの間まは、錬れん金きん術じゆつ師がなんの話をしているんだ、という戸と惑まどいかもしれない。

「そして、ある日信仰はなにか根本から違ちがうものへと昇しよう華かされる。それが神に召めされる、ということなのかは、不信心者の俺にはわからないが」

「……」

　フェネシスは返事をしないが、その目にはちょっとした戸惑いと期待の色がある。

　相手は自分が思っていたほど悪い人間ではないのではないか？　と、そう思っているのが透すけて見えた。人を疑うことに慣れていないのだろう。

　あまりに力量に差がありすぎて、クースラは珍めずらしくささやかな罪悪感を抱いだいてしまう。

　それに、信仰に一いち途ずということは、それだけ素す直なおであるということでもある。

　懐なつかせたら、可か愛わいがり甲が斐いがありそうな気がした。

　あるいは、そう思わせることこそが聖歌隊の狙ねらいだとしたら、素晴らしい人選かもしれない。

　危ないな、とクースラは思う。

「さあ。しかし、金属もまた同じだと俺は思っている。だから、危険を覚かく悟ごでここに来た。なにより、騎き士し団の行う神の代理行こう為いのためには強い金属が必要だからな」

「異教徒の改宗」

「憎にくき、異教徒のね」

　クースラが言葉を付け加えると、フェネシスはきゅっと表情を引き締しめた。

　正道中の正道の信しん仰こう者。すがすがしいくらいの。

　聖歌隊の連中は、間ま違ちがいなくフェネシスはいいように操あやつられると思っているはずだ。

　ならば、クースラとしてはそれを見み越こしたうえで、操らなければならない。

「けれど、行く手には困難が待ち受けるだろう。お互たがい、力を合わせていければと思うね」

　クースラは言って、右手を差し出した。

　しかし、フェネシスはそれを一いち瞥べつしただけで、手は動かさない。

「私はあなた方の監かん視し役です。馴なれ合あいはしません」

　きちんと清せい廉れんで、潔けつ癖ぺき。ウェランドに胸を揉もまれ、身の危険に晒さらされても、自分のなすべきことを忘れない。

　けれど、それは大人の言いつけを守る子供の域を出ない。

　クースラは、精いっぱい演技する。

「迂う闊かつだったな。俺も、懐かい柔じゆうしていると思われたくない」

　クースラが手を引っ込めると、フェネシスはうなずくように目を閉じる。

「ですが、もてなしは感謝します。それに……」

「それに？」

「……見苦しいところを見せました」

　言いたくないが、言わないでいるのはもっと嫌いや。

　告解と懺ざん悔げに慣れた神の僕しもべの習性もあるかもしれないが、口に出すことで自分自身に言い訳をしたいのかもしれない。

「いや？　当たり前の反応だと思うよ」

「……」

　そう言ってくれるのか？　と少しだけほっとするような色がその視線にあるが、情けなさと悔くやしさも入りまじっている。たぶん、高潔で不動の鋼はがねの信仰心に支えられた修道女、というのがフェネシスの理想像なのだろう。

　いかにも、真ま面じ目めだけが取とり柄えの娘むすめが夢見そうなものだ。

　クースラが自分の中にむくむくと湧わくのを感じたのは、保護欲だ。誰だれかが守らないとまずいと、そう思わせるに足るあどけなさがあった。

　ただ、同時に、そんな相手を敵方の先兵として真面目に対応している自分が間ま抜ぬけにも思えてくる。

「まあ、なんにせよ」

　クースラがそうやって言葉を続けると、フェネシスは緊きん張ちように体を強こわ張ばらせる。

　相手の運命を握にぎるというのは、些さ細さいなことでもそれなりに気分がいい。

　面めん倒どうで間ま抜ぬけな役回りの、多少の慰なぐさめにはなるだろう。

「これからよろしく。修道女、ウル・フェネシス」

　クースラの言葉に明らかにほっとしているその様子に、つい笑ってしまいそうになる。

「え、ええ」

　しかも、居住まいを正し、咳せき払ばらいをして精いっぱいの威い厳げんをかき集めている。

　それで取り繕つくろえていると思うのだから、見ていて楽しくないわけがない。

「ですが、私はあなた方の監かん視し役です」

「もちろん」

　クースラもまたなんとか取り繕って、真ま面じ目めくさってそう言ったのだった。







　錬れん金きん術じゆつ師の監視という行こう為いそのものは、それほど珍めずらしいことでもない。

　傍はたから見たらなにをしているのかまったく分からないうえ、平気で自ら命を落とすような実験に手を染めているのだから、見張りをつけるのはむしろ当たり前とすら言えるだろう。

　もちろん、クースラとウェランドはたびたび蛮ばん行こうを繰くり返してきた身だ。

　監視役をつけられるのも、初めてではない。

「概おおむね、工こう房ぼうはこんな感じになっている。触ふれると危険な物や、混ぜると毒になる物があるから、みだりに入らないほうがいいのは確かだ」

　クースラ自身、初めて工房に下りるのだと断ったうえの案内にしては、なかなかすんなりいったという感じだった。

　一方、地上の部屋から階段を下った先にある工房を一回りしたフェネシスは、思案顔でうなずいていた。当初こそ、前任者が残した様々な動物の骨や、中身が窺うかがえない壺つぼや小こ瓶びんの数々に訝いぶかしげな視線を向けていたが、一つずつ説明していけば疑念も氷解していったらしい。

　それに、フェネシスも錬金術師の監視を任されるにあたって、多少の知識と手引きとなる書物は持って来ていた。権けん威いある修道士の手による書しよ籍せきの内容と照らし合わせれば、そこで異教の魔ま術じゆつが行われているかどうかは一いち目もく瞭りよう然ぜん、ということなのだろう。

「もっとも、一番危険なのはウェランドだけどな」

　クースラが声を潜ひそめて言うと、フェネシスの小さな体がすくむ。

　ウェランドはさらにもう一つ下の階の、炉ろと水車がある部屋にいる。

　だというのに、フェネシスは工房の案内の最中も、クースラから一定の距きよ離りを決して開けなかった。

　偉い大だいなる詩人が著あらわした地じ獄ごく巡めぐりの書の案内人になった気分だ。

「基本的に俺たちは、ここで鉄の質を上げたり、鉄をより少ない燃料で作り出す方法を研究したりする。神が大地のあちこちに見た目の異なる人を配置したように、地面の中に埋うまっている石も土地によって様々な特とく徴ちようを持っているからな。俺たちは、その土地で採とれる石に見合った最良の方法を探さぐり出すというわけだ」

「……」

　修道士の生活の規則には「沈ちん黙もく」があると聞いたことがある。

　フェネシスはそのとおり、クースラの話を真しん剣けんに聞きながら、決して声を出さなかった。

　あるいは、工こう房ぼうで口を開いたらよくないものが口の中に入るとか思っていたのかもしれないが、なんにせよ説明するほうとしては楽な相手だ。

「しかし、ここは本当にいい工房だな」

　フェネシスを案内しつつ、クースラもまた初めて足を踏ふみ入れたので、そんな感想をつい漏もらしていた。

　地下一階の工房には上の階以上に物が収まり、ざっと見ただけではどこになにがあるのかまったくわからない。とっさに目に入るのは壁かべに掛かけられた動物の頭ず蓋がいや、天てん秤びんやるつぼ、あるいは水すい晶しようの結晶や、真しん鍮ちゆう製の天てん球きゆう儀ぎなど、目立つものばかり。それが、一つずつ仔し細さいに見ていけば、すべて合理的に配置された小宇宙の集まりのごとくに整っているのがよくわかる。

　あらゆる物がまとめられ、分類され、初めてそれを手に取る者でも、知識さえあればどんな種類のなんであるかすぐにわかるようになっている。

　フェネシスにすらすら説明できたのは、そういう理由もある。

　ただ、クースラがそんな工房を見渡わたして少し黙だまったのは、感傷的な理由があったからだ。

「……？」

「ああ、すまない。ここの前任者は、凄すご腕うでだったろうに、と思ってね」

「……」

　トーマス・ブランケットといったらしい。

　町まち中なかで殺されたというが、どういういきさつで死んだのかもわからない。

　クースラは、フリーチェが惨ざん殺さつされ、死体を漁あさられていても冶や金きんのことにしか思い到いたらなかったのに、今はなにか湿しめった感情が胸の中に湧わき起こっていた。

　腕うでのいい錬れん金きん術じゆつ師がいなくなる。

　それは、神の衣の裾すそをめくるという大変な仕事の仲間が一人いなくなるということだ。

　できれば一度くらい会話をしたかった。

　たぶん、トーマス・ブランケットというのも借り物の名前で、彼がどこの誰だれだったかなんて誰も知らないだろう。墓もないだろうから、数年もすれば彼の名前を覚えている者は誰もいなくなるに違ちがいない。彼が残したのはこの工房と錬金術の知識だけで、その工房だって早さつ速そくクースラとウェランドに乗り込まれ、やがて似ても似つかないものになるだろう。

　そして、彼が苦心惨さん憺たんして導き出した錬金術の手法も、過去のものがそうであったように、いつかは古いものとして破は棄きされ、見向きもされなくなる。

　錬れん金きん術じゆつ師とは、そういう宿命だ。

　錬金術師は、なにも残さない。

　残るのは、マグダラに向かった人がいたという、その些さ細さいな事実一つだけなのだ。

「もっとも、凄すご腕うでの錬金術師だと、大たい抵ていウェランドみたいなことになってしまうんだけど」

　クースラが冗じよう談だんめかしてそう言うと、フェネシスは嫌いやそうな顔をしていた。

「その点、俺は錬金術師としては二流だな」

「……」

　その言葉は、取りようによっては謙けん虚きよにも自信過か剰じようにもなる。

　フェネシスはその言葉遊びに気がついているようで、呆あきれるような目を向けてくる。

　どうやら頭は悪くないらしい。

　クースラは、賢かしこい少女が嫌きらいではない。

「ウェランドの仕事ぶりはどうする？　あいつこそ、見張るべき対象だと思うが」

　しかも、その言葉には本気で困った顔をする。

　よっぽど怖こわくて嫌なのだろう。

「まあ、俺を信用してもらえれば、逐ちく一いち報告はするが？」

「……」

　フェネシスはうつむき、真しん剣けんな顔で思案してから、短く答えた。

「時々、抜ぬき打うちの検査に手を貸してください」

　あれこれそれっぽい理由を並べ立てた挙あげ句く、夜中に厠かわやに行くのについて来て、と言われるようなものだ。

　笑いはしなかったが、少しからかいたくはなる。

「かしこまりました」

　上役のポーストは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな台詞せりふを鷹おう揚ように飲み込んだが、フェネシスはからかいだとわかると、キッと睨にらんでくる。

　度量の違ちがいが圧あつ倒とう的。

　クースラは、フェネシスの視線に気がつかないふりをした。

「工こう房ぼうはこんなもんだろう。実際の作業でなにか知りたいことがあればその都度言えばいい。抜き打ちの検査にも付き合いますよ」

「……っ……」

「馬ば鹿かにはしていない。むしろ、作業を見張る際は俺を呼んだほうが身のためだと思う」

「……それは……やはり……」

　我が慢まんできず尋たずねてしまった、という感じだったが、クースラは「たぶん想像している理由とは違う」と言った。

「実験の最中に、目に見えず、鼻で嗅かげず、吸い込むといつの間にか意識を失って死んでしまう瘴しよう気きが発生する可能性がある」

「えっ」

「死神の手ってやつだな。石の炭と呼ばれるものなんかを燃やすとよく出る」

　壁かべ際ぎわに置かれた熊くまの頭ず蓋がいを指で撫なでながら、クースラは後を続けた。

「金属の抽ちゆう出しゆつの際、触ふれればそれだけで昏こん倒とうするような毒物を使うこともある。別に毒として精製したわけではなくてもな。水銀の類たぐいがそれだ。そこまで劇的な毒でなくても、触さわった後に手を洗わずになにかを食べたりすると、弱い毒が蓄ちく積せきするものもある。たとえば、鉛なまり、砒ひ素そ……」

　クースラが指折り数えていくと、フェネシスはその指が折られるたびに空を支える柱が折れていくのを見るかのような顔をしていた。

「わ、わかりました」

「ああ。監かん視し役に隠かくし立だてするより、明らかにしておくべき危険なことのほうがあまりにも多い。監視役が死ねば、疑われるのは俺たちだ。俺たちが殺す分には構わないが、勝手に死なれた挙あげ句く縛しばり首くびじゃ、俺たちだって嫌いやだからな」

「……」

　理り屈くつとしては通っているが、フェネシス自身は複雑そうな顔をしていた。

　毒物にこれだけ囲まれていれば、自分が殺される可能性以上に、勝手に死んでしまうことだって十分にある。そのことが、伝え聞いていたおどろおどろしい錬れん金きん術じゆつ師にまつわる風ふう聞ぶんよりも、もっと生々しさをもたらしたのだろう。

「それと、もう一つある」

「？」

「飯は、必ず俺たちより後に食え」

　フェネシスはよくわからない、というふうに首をかしげている。

「俺がお前を裏切らなくても、ウェランドが殺すかもしれない」

「っ」

「さもなければ、俺たちの知らない誰かが毒殺しようとするかもしれない。俺たちなら毒が入っていてもわかる。だから、つまみ食いの類たぐいもやめたほうがいい。やるなら、俺のいる場所か、度胸があればウェランドと一いつ緒しよに、奴やつの食べている皿から食べろ」

　命を賭かけてまでつまみ食いなどしたくない。

　口を引き結んだフェネシスの顔は、そう言っていた。

　ただ、クースラの言葉はあまり冗じよう談だんでもなかった。そもそもフェネシスは、ここで死ぬことでポーストへの追つい及きゆうのきっかけとする捨すて駒ごまである可能性が捨てきれない。殺したのはお前の配下の錬金術師だろう、責任を取れ、という論法だ。そうであれば、フェネシスの上役の手によって、フェネシスの食事に毒が盛られることが十分にあり得る。

　顔色や健康にも気を遣つかわないとまずそうだな、とクースラはげんなりする。

　ここでの食事は大だい丈じよう夫ぶでも、ここ以外の場所は見張りようがない。別の場所で砒ひ素そを盛られても、この工こう房ぼうで盛られたに違ちがいないと主張されれば証明のしようがないのだ。

　鎖くさりは、一番弱いところ以上に強くなることができない、という格言がある。

　つまり、フェネシスはクースラたちの敵というよりも、どちらかといえば運命共同体に近い。あまりにも弱すぎる敵は、味方のように保護しなければならなくなるらしい。

　万物は流る転てんするという錬れん金きん術じゆつ師の教えは、あちこちで利きいてくる。

　なにも確かなものなどない。気を緩ゆるめ、目を離はなした瞬しゆん間かんに、自分の居場所が地じ獄ごくになる。

　ただ、クースラはそんなことを考えながら階段を上っていたのだが、振ふり向くとフェネシスの足が止まっていた。

「ずっと……そんな生活なのですか？」

　それが先ほどの会話の続きだと気がつくのに、少しだけ時間がかかった。

　階段上からフェネシスを見下ろすと、異い邦ほうの人物に見えた。

「もちろん、これまでずっと。そして、これから先もな」

　肩かたをすくめ、一階まで戻もどる。

　後について来たフェネシスは、なにか深く考えているようだった。

　錬金術師に、呆あきれているのかもしれない。

「錬金術師の仕事としては、下の工房が半分。もう半分は、町の中だ」

「え？」

「町の職人といい関係を築けない錬金術師は三流だ。意外かもしれないが、社交的じゃないと錬金術師はやっていけないんだ」

　そんな馬ば鹿かな、とフェネシスは呆あつ気けにとられている。

　クースラは、少しだけ笑う。

「俺たちの仕事、特に金属関連は、職人が日々忙いそがしくてできないような実験を繰くり返すことだ。だが、職人の技術はやはりすごい。そして、俺たちは成果を紙に残すが、職人は残さない。残す暇ひまもない。だから、聞きに行く。教わりに行く。ウェランドの奴やつも、あれで職人のところに行くと真ま人にん間げんに見える。というか、職人には下した手てに出ないと命が危ない。職人の工房はここみたいに穏おだやかじゃないからな。へまをすれば鉄かな床とこで頭を殴なぐられ、火ひ箸ばしで烙らく印いんを押される場所だ。毒殺とか暗殺とかぬるいことも言わない。たとえば盗ぬすみをした大馬鹿者は、炉ろに放ほうり込めばいい。町の裁判を司つかさどる連中ですら、それが事故なのか故意の殺人なのかわからない。それどころか、骨も残さないほどの高温で焼いてしまえばなにもなかったことになる。つまり」

　クースラの口こう上じようと、その内容に圧あつ倒とうされていたフェネシスは、クースラが「つまり」と立てた一本の指に、猫ねこのように視線を誘ゆう導どうされる。

「つまり、世界はそこら中が危険で満ちている。修道院とは違ってな」

　そして、フェネシスは指が折りたたまれるのに合わせて、こっくりとうなずいた。

　本当にわかっているわけではないだろうが、そんなことを教えてやる義理も必要もない。

　クースラがフェネシスを見ると、気け圧おされてフェネシスの顎あごが引かれる。

　子こ猫ねこをからかう楽しさみたいなものがある。

　クースラは肩かたをすくめ、外がい套とうを手に取った。

　ただ、それにはフェネシスはやや慌あわて気味に口を開く。

　行き先はすべて把は握あくしておかなければ、ということだろう。

「あの、どちらに？」

「そろそろ夕刻の鐘かねが鳴るだろ。日が暮れる前にその職人たちに挨あい拶さつに行かないとならない。すぐに挨拶に来なかったとへそを曲げられると困るからな」

「……」

　恐おそるべき錬れん金きん術じゆつ師が頭を下げに行く相手、というのが想像できないのかもしれない。

「で、お前はどうするんだ？」

「え？」

「一人で留守番できるか？」

　その言葉に明らかにむっとしたのがわかったが、もちろんからかいのつもりで言ったので、そんな反応を見せてくれないとつまらない。

「お気き遣づかいなく」

「へえ」

　と、気楽な調子で言ってみたが、ウェランドと二人で取り残されて平気なのかとちょっと驚おどろいた。

「夕刻の鐘が鳴るなら、そろそろ迎むかえが来ますので」

　それくらいまでなら一人でも平気。

　クースラは小さく肩をすくめておいた。

「ああ、わかっていると思うが変なものには触さわるなよ」

「それは……はい」

「おとなしく本でも読んでろ」

「えっ」

　フェネシスは短く驚いて、クースラを見ている。

　クースラはその反応が気になって、扉とびらに手をかけながら、振ふり向いた。

「なんだ？」

「あ、いえ……」

　フェネシスは言いなおしつつ視線を逸そらし、それから、上うわ目め遣づかいに恐る恐るクースラを見た。

「私が、読んでも？」

「あ？」

　質問の意味がよくわからなかったが、信しん仰こう上の問題でも心配しているのだろうか。

「あー……別に、教義上やばいものはここにはない。全部お前のお仲間が点検している」

「……」

「その代わり、高価なものばかりだ。涎よだれを垂たらすなよ」

「っ」

　唇くちびるを三角にして引き結ぶフェネシスに、クースラはそれ以上相手をせず扉とびらを開けた。

　外は茜あかね色いろで、寒い。クースラは扉を閉じ際ぎわに振ふり向いたが、フェネシスは嬉うれしそうな顔をしてぎっしり詰つまる本ほん棚だなを見つめていた。そういえば、とウェランドと来た時も本を開いていたことを思い出す。さすが教養の高い修道女様といったところだろうか。

　クースラがそんなことを思いながら歩いていると、港に続く坂道のところで馬に乗った連中とすれ違ちがった。

　三頭並ぶ真ん中を行く馬の顔には、金糸と銀糸で編まれた飾かざり布ぬのが当てられ、首から下には大きく豪ごう勢せいな前まえ掛かけがはためき、馬の背中には布の塊かたまりみたいな真っ黒なローブを着た老人が背筋を伸のばして乗っていた。

　視線はかけらもぶれず、じっと前を向いている。

　それは、クースラが明らかに視界に入ってからもそうだった。

　わが道の行く先に、なんらの障害があるはずもない。

　そう信じ込んでいる目で、それが単なる妄もう想そうでないことは、両脇わきに従えた鉄仮面をかぶった修道騎き士しの存在が保証している。

　騎士団所属の聖歌隊。

　クースラは馬のために道路端ばたに避よけ、やり過ごす。向こうがクースラの顔を知らないわけはないが、ちらとも視線を向けてこない。

　悪戯いたずら心ごころとして通せんぼをしてみたくなるが、町の状じよう況きようがいまいちわからないうちからそんなことをするほど馬ば鹿かでもない。

　ただ、クースラはそのまま坂を下りずに振り向き、しばらく彼らを眺ながめていた。彼らは工こう房ぼうの前で止まり、騎士の一人が槍やりで扉を小こ突づいていた。出て来たのはフェネシスで、深々と頭を下げる様は、なにか慈じ悲ひを請こうているようにも見える。

　そして、彼らにつき従って、港とは反対側がわのほうに歩いて行った。もちろん、フェネシスだけ徒歩だ。

　その様は、厳しく上下関係が決められている修道院では当たり前のことなのだろうが、なにか人買いと奴ど隷れいのような姿にも見えた。いや、さほど外れてもいまい、とクースラは思いなおす。聖歌隊の人間がわざわざ重装備で迎むかえに来るのは、不測の事態に備えてのことだろうし、そうであれと期待しているからだろう。

　陰いん険けんな連中だ、とクースラは道に唾つばを吐はく。

　教会の夕刻の鐘かねが鳴ったのはそんな折で、町は一日の仕事を終え始めようとしていた。







　町だろうが村だろうが、教会があればその鐘の音に従って時間を刻むことになる。いくら騎き士し団が町の参事会を掌しよう握あくしても、なかなか切り崩くずせない最後の砦とりでの一つだ。

　町はそれを合図に規則正しく動き、大きな通り沿いに立ち並ぶ露ろ店てんの数々は、一日の疲つかれにため息をつくようにのろのろと片づけを始めていた。

　とはいえ町は、まだ仕事をやりかけの連中とこれから帰宅する連中とが合わさって、余計にごった返している。そんな中を、町の治安維い持じを担になう市兵が槍やりを持って練り回るせいで、押し合いへし合いの状態だ。なのに人々は互たがいにうまく間を縫ぬって、なにか粘ねん性せいの高い液体のように人の流れができていく。

　不思議なことだ、と思う。

　ほどなく辿たどり着いたのは、金かな槌づちを透すかし彫ぼりにした鉄の紋もん章しようが掲かかげられた、大きな五階建ての建物だ。クースラにこの町の土地勘かんはないが、町の構造というものはどこも似たり寄ったりだから、迷うことはない。力のある者から順に、町の一番賑にぎやかな場所の、賑やかな通り沿いを埋うめていく。

　少し視線を巡めぐらせれば、一区画離はなれた場所に、ポーストのいる騎士団の建物も見えた。

　土の下に眠ねむる石の世界に比べれば、人の世の理ことわりは簡単だ。

　クースラは三段ほどの石段を軽く上り、ノッカーも鳴らさずに、重厚な樫かしの扉とびらを開け放った。

　職人組合の会館も、どこの町でも大たい抵てい同じ造りになっている。一階は組合の重要な会議をしたり、身内の裁判をするために大きな広間になっている。普ふ段だんは早朝の仕事始めの前に親方たちが朝食を摂とり、夕方から夜にかけて仕事が終わった後には居酒屋にも早変わりする。ここで飯を食べ、酒を飲む分には、どれだけ騒さわいで喧けん嘩かになっても所しよ詮せんは身内、というわけだ。

　ただ、こんな時間だというのにまだ広間のテーブルには椅い子すが上げられ、蝋ろう燭そくに灯あかりすらともっていなかった。床ゆか板いたも綺き麗れいに磨みがき上げられているが、黒々と光っているそれがひどく寒々しかった。

「留守か？」

　クースラが靴くつのかかとでごんと床を蹴けると、奥の部屋から物音が聞こえ、やがて言葉も飛んできた。

「ディキンズ？　あなたまたこんな時間に工こう房ぼうを閉めて──」

　と、奥から腕うでまくりをして、桶おけを重そうに持った娘むすめが出て来た。

　頭に手ぬぐいを巻き、前まえ掛かけもしているので会館のお手伝いかなにかだろう。

「ん？　誰だれ？」

「頭領に会いたいんだが」

　クースラは、壁かべに飾かざられている羊皮紙を眺ながめながら言う。どれも町の参事会がこの組合に贈おくった数々の特権状の写しで、この枚数の多さが、町でのその組合の地位の高さを示している。

「なんの用で？」

　ごとん、と桶おけを置くと、その音でかなりの重さだったことがわかる。娘むすめはまだ年若そうな割に、細身ながらもなよなよした雰ふん囲い気きではなく、頭に巻く手ぬぐいにも勇ましさが感じられる。

　いかにも鍛か冶じ屋組合に相応ふさわしいといった感じで、手ぬぐいの下から伸のびる長い赤あか髪がみが、船乗りのようにばさばさと堅かたそうな音を立てている。
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　娘は頭の手ぬぐいを取って額を拭ぬぐうと、「ああ」と言った。

「あなたが」

「？」

　クースラが疑問符ふの代わりに顎あごを少し上げても、娘は言葉を続けない。腕うでまくりを戻もどしながら、守護聖人を祭る小さな祭さい壇だんのほうに歩いて行く。それからそこに置かれていた小さな壺つぼの中に細い棒を差し込むと、側そばに置いてあった蝋ろう燭そくに火をつけた。

　さすが鍛冶屋組合らしく、祭壇には常に火種があるらしい。

「新しい錬れん金きん術じゆつ師でしょ」

「話が早い。で、組合の頭領は？」

　クースラが重ねて聞くと、娘むすめは蝋ろう燭そくを持って、壁かべに掛かけられているランプに灯あかりをともしながら、視線も向けずに言う。

「私よ」

「……ほう」

　わざとらしく言ったが、驚おどろいたのは事実だ。

　娘はそれで初めて肩かた越ごしに視線を向けるが、どこか疲つかれたようなものだった。

「鍛か冶じ屋組合を預かるロバート・ブルナー代理、イリーネ・ブルナーよ」

　クースラはやっぱり顎あごをちょいと上げ、イリーネと名乗る娘を見る。

「なるほど。それは失礼した」

「いいえ。私も分不相応だと思っているもの。でも、他ほかにやりたがる人もいなくって」

「ロバート・ブルナー氏は？」

「遠くに旅に」

　死んだ、ということだろう。

　つまりは、イリーネは幼おさな妻づまの未み亡ぼう人じん。

　新しい頭領を他に決めようとしないのは、揉もめ事ごとの原因になるとわかりきっているからか。

「では、イリーネ・ブルナー女史へ改めて」

　クースラは、左肩の近くに右手を当て、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなほど丁てい寧ねいに頭を垂たれて口こう上じようを述べる。

「私は騎き士し団所属の錬れん金きん術じゆつ師。名を持たず、家を持たず、ただ技術のみを持ち、当地にやってまいりました。願わくば、神の代理として大地に正義を取り戻もどす騎士団のため、神の偉い大だいなる御み名なのために、グルベッティ鍛冶屋組合の大いなる力をお貸しいただければと」

　クースラはわざとらしい演技をかけらも崩くずしはしない。

　舐なめられてはその後の仕事に支障が出るが、かといってしきたりを破るのは市中ではご法はつ度とだ。人は気き恥はずかしいほどの仰ぎよう々ぎようしさで神に祈いのり、呆あきれるほど細かな手順に従って契けい約やくを結ぶ。

　どれほど人ひと手でが欲しい親方だって、新しい徒弟を工こう房ぼうに迎むかえ入れるためには、三日間徒弟を工房の外に立たせなければならない。むろん、食事や厠かわやの面めん倒どうは見て、夜には工房に招き入れて夜具も貸すのだが、それが伝統というものだからだ。

「お貸しいただければ、ねえ」

　ランプの火をともし終えたイリーネは、手にしていた特別長い蝋燭の火を消し祭さい壇だんに戻してから、小さく笑った。

「借りてるのは私たちでしょう」

　しかし、イリーネはそんなことを言う。

「……身も蓋ふたもなく言われると、困るのですが」

「前いた町では、錬金術師なんて鼻で笑ってましたけどねえ」

「……」

　いくら騎き士し団とはいえ、すべての町を牛耳っているわけではない。

　それに、こと冶や金きんに関してはどうしたって専門の職人のほうが経験は豊富だ。しかも、鉄は地域差がとても大きく、経験豊富な錬れん金きん術じゆつ師でもおいそれとは地元の職人に敵かなわない。組合の強い街では錬金術師が使うための材料の流通も独どく占せんしていることが多く、錬金術師の庇ひ護ご者ですらどうにもできないことが少なくない。

　なので、新しい町に来た錬金術師は、まず職人に頭を下げる伝統がある。そうして技術と知識と材料を譲ゆずり受け、今度は新しい手法を生み出して職人たちに恩返しをする。たとえ、形だけであったとしても。

　それが、少なくとも連綿と続いてきた伝統だった。

「騎士団が戦いくさを拡かく大だいしてくれたお陰かげで、仕事はひっきりなし。こんな時間になっても、会館はこのありさま」

　床ゆかも壁かべも綺き麗れいに磨みがき上げられ、蝋ろう燭そくは切りたての新品に見える。

　なのに、他ほかの組合ならそろそろ酒しゆ宴えんが始まりそうなこの時間でも、親方たちは誰だれ一人顔を見せていない。

「鍛か冶じ屋組合に格別お目こぼしをしていただけるお陰で、徒弟の人数制限も緩かん和わされて、町にやってくる移民のほとんどが我が組合に。一三〇人の親方。その五〇〇人の徒弟。家族を入れれば一〇〇〇人を超こえる人たちが飢うえずにいられるのは騎士団のおかげ。原料の仕入れや製品の販はん売ばいにも騎士団の助力があって？　増え続ける工房のために水車や炉ろを建設するための資金も出してもらって？　それで騎士団様に文句を言ったら罰ばちが当たるというものですよ」

　会館の館長を示す大きな机と椅い子すに座ると、女性にしては上うわ背ぜいのあるイリーネでも小さく見える。

　たぶん、髭ひげ面づらの岩石みたいな体つきの歴戦の鍛冶職人がそこに座っていても、騎士団の圧あつ倒とう的な資金力の前には、身を小さくして沈ちん黙もくせざるを得ないだろう。

　職人が腕うでを振ふるうにも必要なのは金だ。町に流入する人々を自分たちの工こう房ぼうに引き込むにも、他の職人組合との権力争いで勝たなければならない。それに必要なのはやっぱり金だ。

　水車や炉の建設も、とても個人でできるようなことではない。大体、町の中には限られた水車しか建設できないのだから、その使用権を巡めぐって他の職人たちと揉もめることになる。連中を黙だまらせるものはなんだ？　それもまた、金なのだ。

　懸け念ねんされるすべてのことについて、騎士団がその圧あつ倒とう的資金に物を言わせている。戦に勝つためには武器や防具、攻こう城じよう戦のための道具が必要だからだ。

「あなたへの協力を拒こばんだら、私は八やつ裂ざきにされちゃうわ」

「騎士団は陰いん険けんですが、そこまで野や蛮ばんではありませんよ」

「いえ、他の親方たちに」

　イリーネはそれで少し悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。

　日ひ頃ごろの不満のはけ口に錬れん金きん術じゆつ師を選ぶとは、なかなかの肝きもっ玉たまだとクースラは思う。

「北の町のいくつかが陥かん落らくしたら、新しく植民が始まるでしょう？　みんな、それを目当てにお金を少しでも多くためて、少しでも多く騎き士し団様の覚えをよくしておきたいんですよ。だから、錬金術師様にはすべてを差し出すようにと、組合の方針です」

　イリーネは机の下から羊皮紙の束を取り出し、どさりと置く。

　クースラが驚おどろくと、イリーネは笑っている。

　普ふ通つう、職人は自分たちの技術を文書には残さない。工こう房ぼうに独自に伝える秘術として、他ほかの工房と差異をつけるためだ。それが、羊皮紙に準備よくまとめてあるというからには、本当に親方たちは新天地のためならなんでもする覚かく悟ごなのだろう。

　たとえ、本来ならば自主独立を重んじる職人の組合が、騎士団の小間使いだと笑われても。

「私がどうしてこの身み空そらでこの椅い子すに座っているか、ご理解いただけました？」

　椅子に深く腰こし掛かけたイリーネは皮肉げな笑えみを見せながら言った。クースラ相手に余よ裕ゆう綽しやく々しやくなのは、肝きもが太いからではない。

　やさぐれているのだ。

「体ていのいいお飾かざり」

「あっさり言うんですね」

「真理を見極きわめるのが、錬金術師でして」

　クースラは羊皮紙の束に手を伸のばし、独特の匂においを鼻で吸い込んでから軽くめくり、「確かに」と言った。

　そうすればこんなところに長居は無用。

　小こ脇わきに抱かかえて踵きびすを返そうとして、はたと思い至った。

「前任のトーマス氏は、どんな人でした？」

　トーマスの死因についてはポーストや教会がとっくに調べ上げているだろうから、別に調査のような意味合いはない。そう尋たずねたのは、ほんの好こう奇き心しんだ。

　あるいは、フリーチェのことがあったせいで、少しだけ人の死に感傷的になっているのかもしれない。

「真ま面じ目めで、公平で、真理を見極める人でしたね」

　あてつけには、軽く肩かたをすくめるだけ。

　ただ、あの工房の几き帳ちよう面めんさから、あまり間ま違ちがった評価でもないのだろうと思う。

「……先せん輩ぱいに負けないようにしますよ」

「私たちの稼かせぎもかかってますから、鉄の精錬で新発見をよろしくお願いします」

　クースラはにやりと笑い、会館をあとにした。

　重くて大きな扉とびらを閉じ、少し歩いてから、扉の内側がわに何かをぶつけるような音がした。

　どこでも、大きな力の前に押し潰つぶされそうな個人がいる。

　でも。

「俺だけは……」

　泳ぎきってやる。

　そう胸に秘ひめながら、日の暮れた町中を、工こう房ぼうに向かって歩いたのだった。







　クースラが工房へ戻もどって来ると、ウェランドは地下階で天てん秤びんに金属類を載のせてなにかを量っていた。

「職人はどうだったい？」

「問題ない。職人組合は騎き士し団にべったりだ。見ろ、これ」

　作業台の上に羊皮紙を置くと、さすがにウェランドも目をぱちくりとさせていた。

「へへえ。職人の誇ほこりも捨てて、利を取るか」

「誇りは新天地に一番乗りして縄なわ張ばりを築いてからでも取り戻せるからな」

「騎士団は欲につけ込むのがうまいからねえ」

　ウェランドは言いながら羊皮紙をぱらぱらとめくり、そして、興味なさげにぐいと押した。

「まあ、前任者のトーマスが、なにかを聞き漏もらしているとも思えないけどね」

「ほう？」

　今度はクースラが聞く番だ。

「工房に残された諸もろ々もろを少し調べてみたけど、鉄てつ塊かいは恐おそろしい純度だったよお。俺が前の工房から持って来た基準鉄より純度が高い。へこむよお。しかも、この辺で採れるのは単純な砂鉄じゃない。硫黄いおうや不純物の多い質の悪い鉱石だ。もしもそこからあの鉄を取り出していたのなら、もはや魔ま法ほうだ。絶対に市し井せいの職人がどうこうできるような話じゃあない」

「魔法……」

「悪魔の御み業わざだね。神ですら、その衣を剥はがされるような。もう、あれは……」

　ウェランドは、天てん井じようを見ながら言った。

「マグダラの住人だったかもね」

「っ」

　クースラは息を飲む。錬れん金きん術じゆつ師にとって、マグダラは特別な単語であり、その誰だれもがそこを目指して突つき進む場所だ。

　ウェランドはクースラよりも錬金術らしい錬金術師だから、特にその単語には重きを置いている。そのウェランドが言うのだから、冗じよう談だんではない。

「あのデブのポーストが、聖歌隊に目をつけられているのに、ここをいったん閉へい鎖さして整理しなかった理由はたぶんこれだ。これだけの純度の鉄を生産できれば、あの男の評価は跳はね上がるだろうからねえ」

「だが、その方法がどこに残されているのか見つけられていないってわけか」

　錬れん金きん術じゆつ師の中には、自分の成果を羊皮紙にではなく、建物のどこかに残す者が少なからずいる。自分の身になにがあるかわからないし、政治的な理由で消される可能性だってある。暖だん炉ろ裏うら、屋根裏の梁はり、床ゆか石いしの裏。その上、暗号で書かれているかもしれない。

「方法さえわかってしまえば、聖歌隊の横よこ槍やりなんか無視してここの工こう房ぼうそのものを取り壊こわしたうえで別の場所に工房を作り、手厚く保護しながら鉄を大量生産できるからねえ。それをしていないということは、そういうことだ。もしかしたら、建物そのものが重要な暗号を解く鍵かぎになるかもしれないからねえ。そして、トーマスはやっぱり腕うでに見合った用心深さを持っていた」

「ふうん？」

「残された記録をざっと見たけれど、しっかり暗号で記されている」

　錬金術師にしか通じない符ふ号ごうや、占せん星せい術じゆつの知識で目くらましをかける。

「これが神への冒ぼう涜とくのものだとはちょっと思えないけれど……とにかく一つの冶や金きんの結果が、その後の文書の暗号に用いられている構造になっているみたいでさあ。一つ前進するたびに、前の結果を使って暗号を作って、成果を横取りされにくいようにしたんだなあ。だから、たぶん、あの凄すさまじい純度の鉄を作り出した直後に殺されたんだろうね。結果をきちんとまとめる間がなかったんだ」

「つまり……それは……」

　クースラが呻うめくと、ウェランドは口元に皮肉な笑みを浮かべながら、うなずいていた。

「あの純度の鉄を生み出す方法に辿たどり着くには、トーマスの辿った試し行こう錯さく誤ごの道のりを初めから辿る羽目になるねえ。並みの連中じゃ、できない。だから、俺たちも単なる捨すて駒ごまってわけではないらしいよお」

　心地ここちよい自負心。

　自分の命が懸かかっている場所で自分の力を試ためされるというのは、戦場以外ではなかなか味わえない興奮だ。

　それに、錬金術師としても、興奮する理由がある。

「魔ま法ほうの正体を知れるなら、どんな過程だろうと望むところだ」

「んっふふふ」

　ウェランドは笑い、密談をするようにテーブルの上に乗り出していた体を起こし、軽く伸のびをした。

　そして、「けど」と言う。

「あのデブ、ポーストが毒殺と暗殺の技術で身を守れと言ったのは大おお袈げ裟さではないのかもしれないねえ」

　そんな台詞せりふを、明日の天気の話でもするかのように言う。

　クースラは少し視線を巡めぐらし、肩かたをすくめた。

「どんな理由であれ、殺されるに足るほど優ゆう秀しゆうな錬れん金きん術じゆつ師だった」

「だろうね。強すぎる傭よう兵へいは、敵だけでなく雇やとい主ぬしにも殺される。寝ね返がえられたら厄やつ介かいだからねえ。教会がこの技術を手に入れたら……と思うこともあるかもしれない。鉄の生産を牛耳られたら、異教徒との戦いで教会に後おくれを取るのは必至だ」

「敵が多いな。覚えてられるかな」

　クースラは冗じよう談だんめかして指折り数えていく。

「この人選は元からきな臭くさかった。期待に違たがわぬというわけだよお」

　ウェランドは、スンと鼻を鳴らし、無ぶ精しよう髭ひげをぞりぞり撫なで、片目だけを開けて言う。

「よーく周りを見回すことだ。誰だれよりもねえ。ずっと工こう房ぼうにこもっていると、町が敵に占せん領りようされたことにも気がつかない」

「アウリピデスの故事かよ」

　古代の帝てい国こくで大発明家と呼ばれた、錬金術師の祖みたいなアウリピデスという男がいた。

　彼は実験に没ぼつ頭とうするあまり、風ふ呂ろの中でなにかを思いついたら裸はだかのまま奇き声せいを上げて町を走り抜ぬけたと言われている。その死に方も、地面で幾き何か学がくの問題を解いていたところを、雑ぞう兵ひように斬きり殺されたというものだ。町を占領した敵の雑兵に名を問われた際に、思し索さくの邪じや魔まをするなと激げき昂こうして食ってかかったというのだから、擁よう護ごのしようもない。

　千年以上前の男の話が今も残っているのは、そこに学ぶべきことが多いからだろう。

　この時代、錬金術師はそんな馬ば鹿かでは務まらない。

「あのお嬢じよう様もな、明らかに不自然だ」

　クースラがフェネシスについてのことを話せば、ウェランドの見解も概おおむね一いつ致ちした。

「クースラの懸け念ねんは正しいと思う。あの体の強こわ張ばりは、演技じゃ無理だと思うんだよねえ」

　しかし、ウェランドの言葉に、クースラは疲つかれたようにそちらを見る。

「……それがわかるほどあんなことばっかりしてんのか」

「うん？　そもそも取りつく島もない相手には、有効だよお？　しばらくはずっと俺のことばかり思い出すようになるからねえ。怒いかりでも、恐きよう怖ふでも。で、俺のことばかり考えるようになったら、こっちのものだ。あとは、誠意を見せる。簡単に転ぶ。もう、あんなふうに強張らない」

　それを誠意と言ってのけるこいつは、人としては屑くずなのだろうが、男としては尊敬すべき相手なのかもしれない。

「だが、やはり捨すて駒ごまの可能性は考えすぎではないってことだな」

「そうだねえ。なにせ男二人の工房だよお。そもそも修道女を置くことが間ま違ちがってる。力づくでどうにかされる可能性は否定できない。クースラはそういうの嫌きらいそうだけど」

「お前は獣けものだよ」

「まさか。好きな者を好きなように愛めでるだけのことさあ」

　クースラはその考えが獣けものだと思うのだが、あまり分ふん別べつくさいのも軟なん弱じやく者だと思われそうで、それ以上追つい及きゆうしなかった。

「もっとも、なんにせよあの子の担当はクースラだからね。任せたよお」

　クースラはウェランドを睨にらむが、どこ吹ふく風という顔をされる。

「誰だれかさんに押しつけられたからな。きっちりやりますよ」

「そう願うよお。明日からやることが山積みだ。工こう房ぼうをちょろちょろされちゃ邪じや魔まだからねえ」

　ウェランドは立ち上がり、腰こしに両手を当てて、辺りを睥へい睨げいした。

「ここは錬れん金きん術じゆつ師の工房だ。俺の帝てい国こくだよお」

「俺は？」

　クースラが尋たずねると、ウェランドは肩かたを揺ゆらして笑ったのだった。







　翌日、クースラが出かける準備をしていると、工房の前をうろつく人の気配を感じた。

　ただ単に前を通り過ぎただけの奴やつなのか、中を窺うかがっている奴なのかは、経験からわかる。

　完全に後者だが、それにしては手て際ぎわがお粗そ末まつすぎた。

　追い払はらうのも面めん倒どうでそのままにしていたのだが、鎧よろい戸どの隙すき間まから中を覗のぞき込んできた時に、逆に視界の端はしで誰だか確かく認にんしてやった。

　クースラはその時平静を装よそおうのがとても難しかったし、程ほどなくしてノックされた扉とびらを開けた時は、なおさら難しかった。

　扉の前にいたのは、つんとした澄すまし顔のフェネシスだ。

　中にいるのがクースラなのかウェランドなのか計はかりかね、まごまごしていたのだろう。

　全部見通されていたと知ったら、どんな顔をするだろうか。

　部屋に入れてやって、自分の顎あごの下を通る小こ柄がらなフェネシスを見下ろしながら、そんなことを思っていた。

「これは……なにを？」

　平静が装いである、とばれているなどとつゆほども思っていないらしいフェネシスだったが、ローブの上にさらに羽織っている外がい套とうを脱ぬぐ間もなく、テーブルの前で呆あつ気けにとられていた。

「この工房の前任者の手順の再現をね」

　知られてまずいこともないだろう、と思い、クースラは真実を言う。へたに誤ご魔ま化かして事実と違ちがうとばれた時のほうが厄やつ介かいだ。騙だますべきところ以外で嘘うそをつくとろくなことにならない。

「……はあ」

　ただ、フェネシスの返事は曖あい昧まいだった。目の前には、様々な色や形の石や粉が小皿に取り分けられ、広げられた羊皮紙の前にいっぱい並べられている。その羊皮紙にも器具の絵や、星の絵、それに厳いかめしい文字が書かれ、ぱっと見には魔ま術じゆつ的ななにかにも見えるだろう。

　しかし、魔術的な儀ぎ式しきにはもう少し格式というか、様式美的なものがある。

　フェネシスがなんと言っていいのかわからない顔をしていたのは、テーブルの上がなにか怪あやしげな様相を呈ていしているというよりも、これから山ほどのお客さんに向けてお菓か子しかなにかを作ろうとしているように見えたからだろう。

「くしゃみはするなよ。舞まい上がった粉を吸ったら死ぬかもしれない」

「はっ」

　フェネシスはそれで慌あわてて袖そで口ぐちで口を覆おおっているが、クースラの様子を見て、眉まゆをひそめた。

「あなたは平気なのですか？」

　くぐもった声に、クースラは返事をせず肩かたを揺ゆらして笑った。

「……そういう嘘うそはやめてください」

「くしゃみをするなというのは本当だ。一晩かけて綺き麗れいに粉にしたものが多いからな。またやりなおしになったら、ウェランドが火かき棒を持って下から上がってくるぞ」

「っ……。注意します」

　ウェランドはよい手た綱づなとして機能している。

「それで……あなたはなぜそんな恰かつ好こうを？」

　クースラの説明を聞き、物もの珍めずらしそうに机の上のものを眺ながめていたフェネシスは、外がい套とうを身にまとったクースラを見て不思議そうな顔をしている。

「これから市場に行くからな」

「え？」

「必要なものがいくつか足りないし、市場に行けば便利なものが色々手に入るかもしれない。ウェランド一人残すのはちょっと不安だったんだが、いい見張りが来てくれて助かったよ」

　クースラが笑え顔がおでフェネシスにそう言うと、フェネシスのほうは反対にどんどん顔が青くなっていく。

「あ、あの？　え？」

「事前に注意だけしておく。卵の腐くさったような匂においなら、まだ大だい丈じよう夫ぶ。だが、石を砕くだいた時のような独特の匂いがして、炉ろの煙えん突とつから黒い煙けむりが立ち上ったら息を止めろ。それから、すぐに外に出て、輜し重ちよう隊の本部に走れ。瀝れき青せいを燃やしている可能性が高い。工こう房ぼうを案内した時に説明した、死神の手が伸のびている可能性がある。吸い込むと匂いも味もないのに人が死ぬ。すぐに人を呼んでウェランドの暴挙を止めろ。つまり、この町が死の町になるかどうかは……お前次し第だいだ」

　クースラが真顔でフェネシスの肩にポンと手を載のせると、まさしくそれが死神のものであるかのように、フェネシスの目がぎこちなくそれを追う。

「じゃあ、頼たのんだ」

　クースラは言って、身を翻ひるがえして出口に向かう。

　少しは耐たえるかと思ったが、クースラが身を翻した瞬しゆん間かんに、フェネシスの手がクースラの外がい套とうを掴つかんでいた。

「……」

　クースラが足を止めて振ふり向くと、フェネシスは我に返り、慌あわてて手を離はなす。

　だが、置いて行かないでくれ、と目が言っていた。

「なんだ？」

　聞き返すと、びくりと体をすくませた。そのくせ、今にも不安と恐きよう怖ふに押し潰つぶされそうなフェネシスは、たった一言が口にできない。

　それは多分監かん視し役としての見み栄えなのだろうが、表情を取り繕つくろう余よ裕ゆうもない。この工こう房ぼうにウェランドと二人で残されるのが、それほど怖こわいのだろう。

　もちろんクースラはフェネシスが怖がると思ってそうしたのだが、その様を見ると嗜し虐ぎやく的な喜びを通り越こして、哀あわれになってきてしまった。

　断頭台に向かう恐怖におののく姿と、夜中に厠かわやに行くのを怖がっている姿は確かに違ちがう。

　しかし、厠に行くのを怖がっているのだって、驚おどろかしすぎて粗そ相そうをされては後始末に困る。

　クースラは小さくため息をついて、言った。

「それとも、俺を見張れと言われているのか？」

「っ」

　フェネシスは文字どおり藁わらにもすがるように、その言葉にうなずいた。

　クースラが精いっぱい嫌いやそうな顔をすると、フェネシスは監視役としての威い厳げんを少し取り戻もどしたらしい。溺おぼれる最中に底に足がついたような顔をして、ひねり出すように言った。

「あなたを見張れと、言われました」

　緑色の目が不自然なほどに揺ゆるぎない。

　クースラは肩かたをすくめて、「好きにしろ」と答えたのだった。







　グルベッティは、昔から続く港町だった。まだ教会と異教徒が真正面からぶつかり合うこともなく、互たがいに互いを尊重し合っていた時代からあるという。

　しかし、今やここは異教徒との戦いの最前線へと向かう橋きよう頭とう堡ほであり、神の正しさを異教徒どもに知らしめる強力な象しよう徴ちようであった。

　町を少しぶらつくだけで、傭よう兵へいや騎き士しの多さに目を見張るし、刹せつ那な的な生き方をする彼らのおこぼれに与あずかろうとする享きよう楽らく的な店が多い。その一方で、ここには教会でじっとしていられず、戦場でこそ自分の信しん仰こうを試ためすべきだと考える血の気の多い聖職者たちもいる。

　朝から楽器を奏かなで、酒を飲みながら札遊びをする連中の横で、遍へん歴れきの説教師が旅立ちの準備をしている様などなかなか見られるものではない。

　ただ、クースラはそんなごった煮にのような雰ふん囲い気きがとても好きだった。

　ここではどんな悪あく行ぎようも善ぜん行こうとなりうるし、その逆もしかりだ。

　他ほかの町では悪行と眉まゆをひそめられる金かね儲もうけだって、ここでは異教徒を討とう伐ばつするための資金稼かせぎとして正当化される。それどころか、その当の異教徒との取引だって、利益が上がることはすなわち異教徒から金をむしり取ることだとして、評価される。

　ありきたりななにかに、少しだけ違ちがう状じよう況きようをまぜ合わせると、見慣れぬ結果が飛び出してくる。それこそ錬れん金きん術じゆつ師のなすことであり、ここは町そのものが錬金の大おお窯がまのようなものだった。

　半ば罪人としてここの工こう房ぼうに送られたクースラとウェランドだって、ある種の好機の前にいるといえた。鉄火場ではすべてがひっくり返りうるのだ。

「それで、どちらに行くんですか？」

　フェネシスがそう言ったのは、荒あらくれの傭よう兵へいたちが、樽たるの上に置いた酒さか瓶びんめがけてナイフ投げをして大おお騒さわぎをしている様を眉をひそめて眺ながめた後だ。

　ついさっきまであんなに怯おびえていたのに、と指し摘てきしたら、きっと顔を真っ赤にして噛かみつくように反論するに違いない。

「市場だよ。聞いてなかったのか？」

　クースラの冷たい視線に、工房での忌いまわしい記き憶おくが蘇よみがえったのかもしれない。

　しかし、ここはお天てん道とう様が照らす往来であり、怯えるものはなにもない。

「き、聞いていました。ですが、市場にも種類があるかと思いますので」

　これくらいわかりやすく見み栄えを張ってくれていると、からかい甲が斐いがある。

「大おお市いちの類たぐいじゃない。常設の普ふ通つうの市だ」

「な、なるほど？　それで、なにを買われるんですか？　呪じゆ術じゆつの材料を？」

　幾いく分ぶん調子を取り戻もどしてきたようで、頭を撫なでてやりたいくらい生意気な口調で聞いてくる。

「タライいっぱいの牛の目玉とか、籠かごいっぱいのイモリとかな」

「っ」

　クースラの言葉にフェネシスは立ち止まる。

　クースラが振ふり向くと、急に止まったフェネシスに職人らしき男が後ろからぶつかって、小さくて白い塊かたまりが前のめりに転んでいた。

「嘘うそだよ」

「……嘘をつくのは神への冒ぼう涜とくです」

　見栄は嘘に入らないのかと言いたくなるが、依い怙こ地じな様子で膝ひざを払はらうフェネシスを見て、クースラは面めん倒どうなので黙だまっておいた。

「そんなもの買いやしないし、そもそも売ってない。とりあえず必要なのは、小麦、ライ麦、燕えん麦ばくと、鶏にわとりの卵に山や羊ぎの乳、あとは濃こい葡ぶ萄どう酒と……」

　クースラが指折り数えていくと、隣となりでフェネシスが思い切り訝いぶかしげな顔をしている。

「食事の準備ですか？」

　錬れん金きん術じゆつ師は飯など食わぬとでも言いたげな顔だ。

　クースラは肩かたをすくめ、言う。

「全部実験に使うんだよ」

「……」

「ああ、それと牛の糞ふんに馬の糞、鳩はとの糞も買っておかないとな」

「……そ、それも、実験に？」

「いかにも」

「……」

　からかわれているのかなんなのか、自分ではもう判断のしようがないとばかりに途と方ほうに暮れたフェネシスは、疲つかれたように聞いてくる。

「そんなもの、売っているんですか？」

　修道院で祈いのりに暮らすフェネシスには、牛の糞も目玉も似たようなものなのだろう。

「ああ。牛糞と馬糞は乾かわかせば燃料になるからな。その手の店が取り扱あつかっている」

「……鳩の糞は？」

「普ふ通つうは皮なめしで使う。皮なめしって知ってるか？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは答えない。答えない時は、知らない時だ。

「こうやって皮を剥はいで」

「ひぃっ」

　クースラが指でフェネシスの頬ほおを撫なでると、飛び上がらんばかりに驚おどろいている。

　空を仰あおいで声なく笑うと、頬に手を当て呆ぼう然ぜんとしていたフェネシスは、我に返って顔を真っ赤にしていた。

「とにかく皮を剥いで、その生なま皮かわが腐くさらないように加工する。それをなめしといって、その時に鳩の糞を使うんだよ。だから、皮なめしの工こう房ぼうか、染料なんかを取り扱う店に置いてある」

　だったらそう言えと涙なみだ目めで睨にらみつけてくる。

「そして、これら全部は鉄の精せい錬れんで使う」

「どうせそれも嘘うそでしょう」

　フェネシスは吐はき捨てるように言って、なんで自分はこんなところにいるんだとばかりにそっぽを向いた。

　からかいすぎたかもしれない。

「牛糞や馬糞は、鉄のしなやかさを増す時に使う」

　クースラはまず、そう言った。

「鳩はとの糞ふんは、牛糞や馬糞がそういう効果をもたらすのなら、ついでに試ためしてみようということだ」

「……」

　フェネシスはそっぽを向いたまま。

　クースラは構わずに続ける。

「鶏にわとりの卵は、卵白と殻からを使う。殻は粉にして炉ろに放ほうり込むと、鉄の不純物を取り除くことができる。卵白は、葡ぶ萄どう酒の濁にごりを取り除くために使う」

「……葡萄酒、の？」

　クースラが一人続ける説明に、相あい槌づちを打たずに無視し続けることもできなかったらしい。

　元々、人を気き遣づかう性格なのかもしれない。

「綺き麗れいにした濃こい葡萄酒は、腐くさらせて酢すに変える。酢は金属類を溶とかすからな。試薬として使う」

「……む、麦は？」

「ああ。卵の殻は白いだろ？　卵の殻で精せい錬れんの結果が変わるなら、同じ白い粉なら麦粉はどうだろうってことで使うんだよ。割と効果があるが、卵の殻には劣おとる」

　クースラの説明に、フェネシスはなんと言っていいのかわからないような顔をしている。

　からかわれすぎて、疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているのだろう。

「鉄の精錬過程を知ってるか？」

「え？　……そ、それくらい、知っています」

「へえ」

　ちょっと嘲あざけり気味に言ってやると、フェネシスはクースラを睨にらむ。

「石を焼き、溶けたものを集めて、鉄にします」

　正解だろう？　とフェネシスは背筋を伸のばし、小さな胸を張って澄すましている。

「概おおむね間ま違ちがっちゃいないが、世の中はもう少し複雑だ」

「う……」

「砂鉄なら、そんな感じでもまあまあの鉄が作れる。焼いた木炭の上に砂鉄を振ふりかけていって、溶けるのを待つ。純度を上げるには、表面に浮いた不純物を捨てればいいだけだ」

「……そ、それで？」

「複雑になるのは、鉄が鉄以外の物をやたら含ふくんでいる場合だ。その時は、過程が面めん倒どうになる。たとえば鉛なまりが多い場合、ひとまず塊かたまりを熱すると、先に溶けやすい鉛が溶け出して、ごつい綿みたいな鉄の塊が残る。それを取り出して冷やし、ハンマーで均きん等とうに砕くだいてから、水の流れに晒さらす。水に晒すと、そこに含まれる鉱物の重さによって、早く沈しずんだりゆっくり沈んだりして、層を成す。そうして鉄だけを可能な限り選び出し、また炉に入れて溶かす。その時に、木炭を一いつ緒しよに入れたり、葉の付いた生の木を入れたり、また鉛を入れたりする。鉛なまりを入れるのは、鉛のほうが先に溶けるから、まだ含まれている不純物を一緒に溶とかして出すためだ。木炭や木を入れるのは、そうすると純度が上がるからだ。卵の殻からや、石灰を入れる場合もある。石灰は……やっぱり白い石だ」

　クースラが肩かたをすくめると、フェネシスは曖あい昧まいにうなずく。

「加熱は大体日の出から夕方まで続ける。その際の木炭の種類、加熱の仕方、時間でも結果が左右される。待っている間、時折表面に浮いた不純物をかき出して捨てる。最後に、溶けたものを取り出して、冷ます。ここから剣けんや防具を作るにはさらに鍛たん造ぞうや火入れという工程が必要で、硫黄いおうやその他の不純物があるとまたさらに温度や添てん加か物ぶつの内容が変わるが、概おおむねこんなところだ」

　こんなところだ、と言われて、聞き入っていたフェネシスははっと我に返ったらしい。

「た、多少、複雑ですね」

「そう。種がわかってもなお、複雑だ」

　クースラが言うと、フェネシスはまたしても曖昧にうなずく。

「なにか質問が？」

　尋たずねると、フェネシスは顔を上げるが、すぐに困ったように顔を背そむけてしまう。

「お前は俺の監かん視し役だからな。監視役との間には、情報の交こう換かんと、信しん頼らいが必要だ」

「……」

　横目にクースラのことを見るフェネシスの瞳ひとみには、どの口で信頼と言うんだという猜さい疑ぎと怒いかりの光があったが、視線を戻もどしたフェネシスの横顔はやっぱり迷っていた。

　そして、フェネシスは疑問を胸に留とどめていられるほどおとなしい娘むすめでもないらしい。

「どうせ嘘うそをつかれると思って質問します」

「ひどい偏へん見けんだな」

「神への冒ぼう涜とくは、どの段階で行うのですか」

　クースラの軽口を無視するかのように言ったフェネシスの言葉は、クースラの口をつぐませるのに十分だった。

「あなた方錬れん金きん術じゆつ師は外げ道どうの輩やから。神に唾つばし、世の秩ちつ序じよを乱し、悪徳に耽ふけっている。そう聞きました」

「それで？」

「そ、それで、私が監視役として来たわけですが……」

　フェネシスが喋しやべっている間に二人は市場に辿たどり着き、活気にあふれるそこはそれ以上に物であふれていた。クースラは今晩の夕食の材料を買いに来たわけでもないし、転売目当ての行商人でもない。

　目についた必要なものを買っていき、あっという間にちょっとした荷物になる。

　フェネシスに麻あさ袋ぶくろを向けたら反射的に受け取っていたが、途と端たんに顔をしかめたのは馬ば糞ふん牛糞の詰つめ合あわせだったからだろう。

「あ、あなたという人は本当にっ……！」

　フェネシスは怒おこったようにそう言ったが、どこかほっとしているようでもあった。

　というのも、質問を買い物で遮さえぎられ、言葉を続ける間もなく次々店を移動する間中、フェネシスは少し不安そうにしていたからだ。率そつ直ちよくすぎる質問に、クースラが怒ったのではないか、と気にしていたらしい。

　自らが外げ道どうと呼ぶ、錬れん金きん術じゆつ師に対し。

「さすが戦場の近くだな。こんな店があるのか」

　そして、クースラは差し掛かかりざま、露ろ店てんの前で足を止めた。

　フェネシスは手元の糞の詰まった麻袋も嫌いやだし、クースラのことも気になるし、といった顔でついて来ていたが、その露店を見ると驚おどろくように目を丸くしていた。

「ただ、こんなふうに並んでるとありがたみがないな」

　苦笑するクースラの言葉に、フェネシスはぎこちなく口元を歪ゆがめている。

　大量の聖具が並ぶ露店の前で立ち止まったクースラに気がつき、奥から店主が出て来た。

「やあやあなにかご用かな？　どれも南の大司教区で聖別された逸いつ品ぴんだ。おや、食材の買い出しかね？　だったら、この陶器の壺つぼをお勧すすめしよう。ここに水を注げばどんな汚よごれた水でも清めてくれる。その水で洗えば、どんな食べ物でも異教徒が触ふれた食べ物なのではないか、なんて心配しないでいい。今なら一つで二〇キュール。二つなら三六キュールでどうだ」

「だとさ」

　クースラが嘲あざけるような調子で後ろのフェネシスに話を向けると、店主がうっと唸うなる声が聞こえた。当のフェネシスは怪あやしげな効能を謳うたう罪を咎とがめる気力すらないようで、むしろどうしたら乾かん燥そうさせた糞の詰まった麻袋から体を離はなせるのかに真しん剣けんだった。

「あ、いや、騎き士し団の修道女の方がいらっしゃるとは……へへ」

　この町にいる者なら、ローブの縁ふち取どりの模様を見ただけで、騎士団所属とすぐにわかる。

　クースラは店主のごますりなど無視し、ざっと店に並ぶ物を眺ながめていた。

　真しん鍮ちゆう製の燭しよく台だいや、錫すずで作った水差し。鉄の杯さかずきに、純銅の聖せい櫃ひつもある。

　錬金術師にはなかなか見ていて飽あきない品しな揃ぞろえだが、その中でも目を引くものがあった。

「それは？」

「は？　あ、こ、これですか」

　店主が慌あわてて手に取ったのは、店の奥の棚たなに置かれていた、手のひらに収まりそうな聖母像。

「こちらは、グルベッティにて騎士団が特別にあつらえられた聖母像でして……」

「純銀だろう、これ」

　くすんでいて、一見すると化け粧しよう石かなにかを削けずっただけの粗そ悪あくな代しろ物ものに見える。

　しかし、店主の手から奪うばうように手に取れば、石とは違ちがう手て応ごたえだった。

「いくらだ？」

　クースラが尋たずねると、店主は一いつ瞬しゆん言葉が理解できなかったように間を置いた。

「あ、あの、実はこれは売り物ではありませんで」

「ん？」

「あのう、ちょっと前に、一度売り出されていたこれを回収するとお達たつしがありまして。教会との兼かね合あいだとか……」

　クースラは手元の聖母像を見て、店主を見る。

「騎き士し団が右の乳ち房ぶさ、教会が左の乳房とはよく言ったもんだ」

「へへえ」

　店主は修道女を前に笑っていいものかと困っている。

　教会も騎士団も神を頭上に仰あおぐのに違いはないが、その仰ぎ方には少なからぬ違いがある。

　崇あがめる各聖人ともなればてんでんばらばらで、本当に同じ教えの下もとに生きているのかと真ま面じ目めに問うのが馬ば鹿からしくなる。

　そんな中、互たがいに揃そろって崇めたてまつるのが、この聖母という存在だ。

　二つの勢力が「聖母の愛」を取り合うその様を、市し井せいの人間は乳房を取り合う双ふた子ごの赤あか子ごの争いと嘲ちよう笑しようする。

「それで？　どうして、回収されたはずのものがここに」

「え、ええ、倉庫に紛まぎれ込んでいたのを見つけたんですが……返しに行こう行こうと思いつつ、忙いそがしくて……」

「ふうん」

　クースラが話を聞きながら造りを眺ながめていると、ふとフェネシスの視線に気がついた。

「まだお人形さんが恋しい年とし頃ごろか？」

　意地悪げに言うと、たちまちむっと口を引き結んで、頬ほおをぷっくり膨ふくらませている。

「あなたのような者に聖母様を抱だかせるのは──」

「ならやるよ」

「あ、え、え？」

　放ほうられた聖母像をフェネシスは慌あわてて受け止める。

　ただ、慌てたのは店主も同じだ。

「あの、それは売り物では──」

「手付金だ」

　言って、クースラは金貨を置いた。

　慌てていた店主は、商人の性さがか、どうしても金貨に目を奪うばわれる。

「それに、騎士団に返すんだろう？　俺たちは騎士団の者だ」

　その言葉で我に返った店主は、ようやく顔を上げる。

「いや、でも……」

「俺の名はクースラという。錬れん金きん術じゆつ師だ」

　店主は顔を強こわ張ばらせ、黙だまりこくった。

「その名を出せば、向こうもなにも言いやしないよ。足りない分も払はらってくれるだろうさ」

　店主は困り果てた後、救いを求めるようにフェネシスを見たが、フェネシスにもどうしようもない。それに、聖母像はしっかり胸に抱だき留められている。

　クースラが「そういうことで」と歩き出すと店主はなにかを言いかけるものの、頭を掻かくだけで追いかけてはこなかった。フェネシスは戸と惑まどってしばらくまごまごしていたが、結局店主に頭を下げた後、クースラを追いかけてきた。

「あ、あの、本当に？」

「構わんだろ。それに、お人形さんはよく似合ってる」

「っ……」
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　フェネシスはやっぱり馬ば鹿かにされていると憤ふん慨がいをあらわにするが、聖母像を返しに行こうとは言い出さない。

　しばらく黙ってついて来た後、結局こう言った。

「お人形ではなく、聖母様です」

　慈いつくしむように胸むな元もとの聖母像を見ながら言うフェネシスに、クースラはなんでもいいとばかりに肩かたをすくめていた。

　仮にあの店主がポーストの元に行き事情を訴うつたえ、ポーストが足りない分の代金を立て替かえたとしよう。ポーストはクースラに文句と一いつ緒しよに聖母像を返せと言うだろうが、そうしたらクースラはフェネシスにあげたと言うつもりだった。フェネシスは祈いのりの集団に属するから、ポーストは返へん還かんの請せい求きゆうをその上役に向けざるを得ない。

　馬ば鹿からしい権力機構の手続きに従っているその間に、こっそりフェネシスからくすねて鋳い潰つぶしてしまえば、いくらでもうやむやにできる。まさか聖母像一つで上役たちが揉もめ事ごとを起こすわけもない。

　錬れん金きん術じゆつ師の蓄ちく財ざい法の、初歩の初歩だ。

「で、さっきの続きだが、俺たちは、別に道から外れたくて外れているわけじゃないよ」

　クースラが静かに話し始めると、自分のローブが銀のくすみで汚よごれるのも構わずに像を磨みがいていたフェネシスが顔を上げる。喧けん噪そうのなかでもすっとフェネシスの耳に届いたらしい。

　それくらい、唐とう突とつだが真しん剣けんな言葉だった。

「でも、外げ道どうの輩やからというのも間ま違ちがいない」

　呆あつ気けにとられ足を止めたフェネシスを置いてきぼりにすると、フェネシスは慌あわてて追いかけてくる。

「騎き士し団の連中でも多くが誤解しているところなんだが、永遠の命を得るための薬だとか、この世のすべての病を治す薬だとか、その手のものを追いかけている奴やつがいないとは言わない。俺だって……まあ、馬鹿げたものを追い求めているしな」

「え？」

「いや」

　クースラはかぶりを振ふり、続けた。

「とにかく、錬金術師のほとんどは職人と変わらない。だが、職人と違ってろくでもない連中の集まりだ。その原因は、ここにある」

　クースラは隣となりのフェネシスを見て、手でこつんと自分の頭を小こ突づく。

　フェネシスは、訝いぶかしそうにその様子を見る。

「頭がおかしいんだよ」

「……私が、と言いたいんですか？」

　そして、フェネシスのその言葉に思わず笑ってしまった。

「はっは。違う違う。何度かからかって悪かったよ。そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きにならないでくれ」

「……」

「本当のことだ。やめられないんだよ」

「……やめられない？」

「そう。やめられない。なにか目的を見つけると、それを突き詰つめないと気がすまない。冶や金きんに魅みせられた奴やつは、完かん璧ぺきな冶金方法を見つけないと気がすまない。この方法はどうだ、こっちはどうだ、あれならどうか。あれこれ試ためす。なんでも試す。うまくいくまでやる。すると、どうなると思う？」

「……」

　フェネシスは顎あごを引いて、窺うかがうようにクースラを見ている。

　クースラは、短く言った。

「道を踏ふみ外すようになる」

　木炭を足して鉄の純度が上がるなら、他ほかの炭ではどうだろうか。それであれこれ燃やして炭にして、どんどん足し合わせたりする。結果はきっとまちまちだろう。すると、なにか別の原因があるのではないかと考える。一人は、それを木の種類によると言う。一人は、その日の湿しつ気けによると言う。もう一人は、いいや前日の星の配置ではないかと言い出し始め、もう一人は教会で懺ざん悔げしてきた日はうまくいったぞと叫さけび出す。

　そして、神に盾たてつくのも時間の問題だ。

　精せい霊れいや呪じゆ術じゆつの技法を試したり、イモリやガマガエルといった不気味な生き物の炭を用いたりもするだろう。正気を保って、木炭にする木の種類をあれこれ試していた奴も、やがて行ゆき詰づまり、突とつ飛ぴな考えをし出すはずだ。

　あの聖人が磔はりつけにされたという、伝説の十じゆう字じ架かの木を使ったらどうだろう？

　あるいは、こう考えるかもしれない。

　石灰や卵の殻からで結果が変わり、犬の骨でも結果が変わるのなら、聖人の骨を炉ろにくべたらどうだろう？

「職人は、製品を作り、その質の良し悪しで儲もうけを得る連中だが、俺たちは違ちがう。自分たちの趣しゆ味み嗜し好こうと、権力者の思おも惑わくがたまたま一いつ致ちしているにすぎない。だから、余人から見たら、馬ば鹿かげていると思うよ。俺だってそう思う。でも、好きなことは好きだし、追いかけたいものはどうしても追いかけたい。問題は、周りがそうは思わないこと。彼らはなにか企たくらんでいると思う。あるいは、なにかしでかそうとしていると思う。あいつは錬れん金きん術じゆつ師だから……外げ道どうの輩やからだから……」

　クースラに言い寄ってきたあのフリーチェが、教会からどんな密命を受けていたのかはわからない。たぶん、教会の誤解と思い込みによるもので、騎き士し団側がわもまた同じように誤解と思い込みから、過か剰じような反応を示したのだろう。

　本当は、物ぶつ騒そうな話を持ち出すようなことではないのだ。

　たかが、精錬の良し悪しを決める技術じゃないか、とクースラは思う。

「まあ、俺たちも研究のためにはそういう周りの評判を逆手に取ることがあるし、そうしないと身を守れないこともある。それで余計にこじれていく。挙あげ句くの果てに、信しん仰こう心しんに篤あつい修道女が見張りに来たりする」

「っ」

　クースラの皮肉にフェネシスは唇くちびるを引き結んだが、その強こわ張ばりはあまり長続きしなかった。

　クースラはその理由がもちろんわかる。

　笑い話の類たぐいではない。

　賢かしこそうなフェネシスには、そのことがよくわかっているのだ。

「それでもやめられない。だから、馬ば鹿かなんだよ」

　皮肉げに笑って、隣となりのフェネシスを見下ろす。

　フェネシスはなにかに抵てい抗こうするように顎あごを引いたものの、気まずそうに目を逸そらしていた。

　人の本音に触ふれることに慣れていないのだろう。

　その無む垢くな横顔を見つめていると、狩人かりうどが逆に狩かられてしまいそうだ。

　ただ、不意にフェネシスはクースラに向きなおり、言った。

「……疲つかれませんか？」

　そして、フェネシスの短い言葉に、クースラは呆あつ気けにとられる。

「は？」

「疲れませんか？　そのような生き方は」

　クースラが苦笑してしまったのは、フェネシスの目が同情するようなものだったからだ。

　その目は、クースラが工こう房ぼうを案内した時にも見せたものと同じだった。毒に囲まれ、毒殺に気を配り、過去も、この先もずっとそのように生活をしていく。フェネシスはそのことになにか深く感じるものがあるようだったが、あれは同情だったらしい。

　世間知らずで見み栄えっ張ぱりの修道女に同情されるようでは、錬れん金きん術じゆつ師としておしまいだ。

「さあね。俺は、俺以外であったことがない。《利子クースラ》が、ゆっくり眠ねむることの楽しさを想像できると思うか？」

「……」

「今となっては少し恥はずかしい名前だが、人はあれこれ勘かん繰ぐるらしい」

「え？」

「昼も夜もなく、目的地に向かう。その程度の意味だ」

　こんな話、フリーチェにもしなかった。

　なぜ、と自分に問うてもよくわからない。

「錬金術師の実際は、こんなもんだ。それ以上でもそれ以下でもない」

　手の内をさらけ出しすぎた、と思わなくもない。

　もしかしたら、誰だれかに聞いてもらいたかったのかもしれない。

　あの工房のトーマス・ブランケットは、唐とう突とつに死んだ。フリーチェもまた同じ運命の一つに数えられる。

　そういうことを当然のことだと割り切らなければやっていけない稼か業ぎようだが、なぜ興味の赴おもむくままにやることがこんな大おお袈げ裟さな扱あつかわれ方をするのだという疑問は常にある。錬れん金きん術じゆつ師が錬金術師をやる動機など、本当に矮わい小しようなものであって、大袈裟なことなどないのだ。

　そう思う一方で、フェネシスは身にまとっているローブのように白かった。

　そんな白さを前に、つい、自分の手形を付けてみたくなったのかもしれない。

「だから、ひとつお願いがある」

　ただ、べらべら喋しやべるだけでは本当に錬金術師失格だ。

　クースラはフェネシスを見て、こう言った。

「なにかひどい誤解に基づいてここに来ていたら、教えて欲しいんだけどな」

「……誤解？」

「密命、と言ったほうが正しいか」

　クースラの言葉に、フェネシスは一いつ瞬しゆん緊きん張ちようしたような顔を見せたが、それが隠かくし事ごとゆえのものかどうかはよくわからない。

　わからないが、楔くさびは打ち込んでおくべきだ。

「皆みな、疑うから話がややこしくなる。壁かべに映った巨きよ大だいな影かげは、大たい抵ていが小さな莵うさぎなんだ」

「自分が、莵だと？」

「見てのとおりだ」

　おどけると、フェネシスは失笑していた。

　しかし、フェネシスは失笑をゆっくり消していき、残ざん滓しを顔に残したまま、自分の手元を見つめていた。

「皆、同じ……」

「あ？」

「え？」

　フェネシスは顔を上げて、目をぱちくりとさせていた。

　無意識に呟つぶやいていたらしい。

「い、いえ、なんでもありません……。なんにせよ、私はあなた方の監かん視し役であり、その務めを果たすまでです」

　その言葉にはこれまでにないなにか別の雰ふん囲い気きがあるような気がしたのだが、胸むな元もとに聖母像を抱だき、祈いのるように言うフェネシスを見ていたら、問いただすのも野や暮ぼに思えた。

　こんな若さで騎き士し団の修道院に入るからには、フェネシスも単調な人生を送ってきたということではないのかもしれない。

「まあ、互たがいに楽しくやれたらと思うよ」

　クースラが言うと、市場にはちょうど、教会の午後の祈りの時間を告げる鐘かねの音が高らかに響ひびき渡わたったのだった。
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　それから数日は、何事もなく過ぎていった。

　クースラとウェランドはトーマスの冶や金きん記録を再現するのに忙いそがしかったし、トーマスの技術を受け継つぐ工こう房ぼうを狙ねらう黒い影かげ、などというものも見当たらなかった。

　フェネシスもおとなしいもので、毎朝工房にやってきては、結局クースラの仕事を眺ながめるだけだった。仲間から毒を盛られて、それをクースラたちのせいにされるのでは、という懸け念ねんもあったが、健康にも問題がなさそうで、今のところ緊きん急きゆうの懸念はない。水銀を盛られれば歯ぐきが黒くなり、砒ひ素そを盛られると指先が腫はれてくるので、見慣れていればすぐにそれとわかる。

　それに、監かん視し役と気負っているからにはもっと口うるさくあれこれ言うかと思ったが、本当にただ眺めるだけ。

　市場で話したことが少しは功を奏し、錬れん金きん術じゆつ師に対する偏へん見けんが薄うすれたのかもしれない。

　クースラはそんなことを思っていたのだが、偏見や警けい戒かい心しんが薄れれば、それはそのまま緊きん張ちよう感がなくなるということだ。

　クースラの作業を眺めるのに飽あきを見せ始めるのも、すぐだった。

「眠ねむいなら、そっちで寝ねてたらどうだ」

　寒い曇くもりがちの天気が続いた後の、久しぶりに綺き麗れいに晴れた日。

　連日炉ろに火が入っているせいで、工房の中はそれでなくても暖かい。

　フェネシスが椅い子すの上で欠伸あくびを繰り返し、ついにうとうとし始めて、クースラは言った。

「はっ、あっ……いえ……大だい丈じよう夫ぶです」

「お前が大丈夫でも、こっちが困るんだよ。欠伸あくびは伝染するからな」

「で、も……っ……くぁ……」

　裾すそも袖そでも長いゆったりとしたローブを着て、椅い子すの上にちょこんと座ったまま欠伸をしている様は本当にまっ白い猫ねこのようだ。

　クースラがため息をつくと、フェネシスははっとしてばつが悪そうにしていたが、おもむろに立ち上がって大きく深呼吸をした。

「監かん視し役が寝ねているわけにはいかないでしょう」

「どの口が言うんだ？　今寝てただろ」

「寝ていません」

　クースラは肩かたをすくめて、金かな槌づちで釘くぎを打ち、羊皮紙を伸のばして張り付ける作業に戻もどった。

「今日は、どんな作業なのですか？」

「面めん倒どうな作業」

　クースラがぶっきらぼうに言うと、フェネシスはうたた寝していた負い目もあってか顎あごを引いて黙だまった。が、それも数すう瞬しゆんだった。

「説明になっていません」

「蒸留だよ蒸留」

「……」

　フェネシスは無言でじっとクースラを見つめ、それから、気まずそうに目を逸そらした。

「知らないなら知らないと言え」

「知りません」

「水を熱すると？」

「は？」

　クースラの唐とう突とつな言葉に、フェネシスは目を丸くして聞き返す。

「水を熱するとどうなる？」

「え……あ……えっと、熱く、なります」

「そうだな。天才だ」

　クースラが言うと、フェネシスはしばらく呆あつ気けにとられ、それからようやく馬ば鹿かにされたと気がついて睨にらみつけてきた。

「欠伸をしていたことは謝ります」

　決してうたた寝とは認めないし、顔つきはとても謝っているようには見えない。

　それでもクースラはため息をついてから、手招きをする。フェネシスは警けい戒かいするように身をすくめたが、「手伝え」と言うと、渋しぶ々しぶテーブルに寄って来た。

「そっちを押さえてろ」

　クースラは丸まった羊皮紙の片方を押さえ、反対側がわを示す。立派な羊だったのだろう、分厚く巨きよ大だいな皮に文字が書かれている羊皮紙は、どうしても端はしっこがたわんで縮れてしまう。

　トーマスが部屋の様子に相応ふさわしい神経質な細かい字でびっしり書いていたせいで、きちんと羊皮紙を開かないと読めないのだ。

「お、押さえる？　これを、ですか？」

　干ひからびた老人の皮ひ膚ふのようなでこぼこの羊皮紙を前に、身をすくませている。

「そうだ。びびるな。羊皮紙は毒じゃない」

「……お、怯おびえていません」

　とはいえ、初めて皮に触さわるのか、おっかなびっくりだ。独特の柔やわらかい感かん触しよくは、確かに硬かための芋いも虫むしに似ていると言えなくもない。

「動かすなよ。引っ張りすぎるとひびが入るからな」

　クースラは左手の側面で羊皮紙を押さえながら、指で釘くぎをつまんで羊皮紙に開いた穴に通し、右手に持った金かな槌づちで打つ。

　羊皮紙に文字を書く際に、四よ隅すみを釘で打ちつけながら書く者もいる。トーマスもそうだったようで、すでに小さな穴が開いている。ただ、だからといっていい加減に何度も穴に釘を打ち込んでいると、そこからどんどん破れていってしまうので注意が必要だ。

「よし……次、こっち」

「は、はい」

　クースラに言われ、フェネシスはあっちからこっちにと移動を繰くり返し、羊皮紙を押さえていく。背が低いので、椅い子すに乗って身を乗り出さないと押さえられないこともあった。

　そんなことをしながら、結局五枚の羊皮紙をテーブルいっぱいに張り付け終わる。

　トーマスの試し行こう錯さく誤ごの冶や金きん過程が、見事にさらけ出された。

　暗号を解いていないのでまだ具体的なところがわからないが、最初の記録の再現の時点で、トーマスのすごさは身にしみて理解した。手て際ぎわが良いとか、実験が斬ざん新しんとか、そういうことではない。そこには、トーマスという人間の宇宙があったのだ。

　クースラは、同じ錬れん金きん術じゆつ師として、敬意を持ってその羊皮紙に描えがかれた宇宙を眺ながめていた。

　ただ、隣となりではフェネシスがクンクンと自分の手の匂においを嗅かいでいる。

　どこか敬けい虔けんな気分だったクースラは、ため息まじりに言った。

「気になるなら洗ってこい」

「あ、いえ……」

　フェネシスは口くち癖ぐせのように言ったが、「すみません、洗ってきます……」と、水場のほうに歩いて行く。

「お前、羊皮紙も触さわったことないのか？」

　手を濡ぬらしたまま辺りをきょろきょろして、自分のローブを見下ろしていたフェネシスに、手ぬぐいと一いつ緒しよに言葉も投げる。

「えっと……でも、名前は知っています」

　そこで見み栄えを張ってしまうあたり、フェネシスが理想とする修道女には程ほど遠とおいだろう。

「修道院から来たんだろう？　写字生とかいなかったか？」

「いましたけど……」

「けど？」

「見たことはありません。階位が足りないので」

　神の定めた秩ちつ序じよは修道院にて完成される、と言わしめるほど、階級制度が厳しいと聞いたことがある。羊皮紙は高価な代しろ物ものだから、下しも々じもの者の目に触ふれさせて汚よごすわけにもいかないのだろう。フェネシスに本を読んでもいいと言った時の喜びようはこれか、と思う。

　クースラは、フェネシスが工こう房ぼうに迎むかえに来る上役の聖職者につき従い、ねぐらに帰る時のことを思い出す。フェネシスは、騎き士し団の権力構造の中では本当に末まつ端たんの道具程度の扱あつかいなのだろう。

「そういう息苦しい場所に入りたがる理由がわからんね」

「神の教えに近づくためです。それに、私からすればあなたたちの情熱のほうがわかりません」

「ふん。どっちもどっちなのは、確かだな」

　クースラがうなずくと、フェネシスはまた馬ば鹿かにされているのではないかと訝いぶかしんでいたが、結局肩の力を抜ぬいていた。

「で、さっきの質問の続きだが」

「え？」

「水は熱すると熱くなる。その次は？」

「え……」

　てっきり、馬鹿にされて終わり、だと思っていたのだろう。

　フェネシスは目をぱちくりとさせていたが、クースラはトーマスの小宇宙を見ながら言う。

「なにをしているか知りたいんだろう？」

「あ……え、あ、はい。でも」

「水を熱すると熱くなる。それで？」

　クースラが重ねて問うと、フェネシスは口ごもった後に、答えた。

「蒸……発、します」

「そう。では、酒の場合はどうか」

「え？　同じなのでは？」

「まあな。だが、実は酒には二種類の液体がまざっていることがわかっている。しかも、この二種類のうち、片方だけが先に蒸発する」

「……」

　フェネシスは綺き麗れいな形の緑色の瞳ひとみをぱちくりとさせて、はあ、と言っている。

「そして、そのどちらであっても、蒸発した後の空気を冷やすと、また液体に戻もどることが知られている。そうやって、酒から二種類の液体を分ぶん離りさせて濃のう縮しゆくさせる方法がある。これを蒸留という」

　クースラは棚たなから酒さか瓶びんを手に取って、揺ゆらす。

　フェネシスが顔をしかめたのは、クースラが仕事をしながら昼間からたびたび酒を飲んでいることが気に食わないらしい。

「蒸留酒を作る方法の一つがそれだ。その場合は、銅で作った蒸留器を使うがな。今ではそっちの技術は醸じよう造ぞう職人のほうが上手だが、元々は錬れん金きん術じゆつ師の作り出した技術だと言われている」

「え？」

「亜あ鉛えんというものがある。銅とまぜることで真しん鍮ちゆうを作ることができる。えーっと……ああ、これだな」

　棚には見本の鉱物や金属が並べられている。クースラは鈍にぶい金色の金属をフェネシスに向かって放った。

「大昔は貨か幣へいに使われていたりしたらしいんだがな、当時は製造方法が秘密で、ほとんどが偶ぐう然ぜん作られていたと聞く。その上、何百年と製法が失われていた。東方に旅をした者が技術を持ち帰り、今に至る」

「……これを、作るんですか？」

「これの、原料である亜鉛を作る。亜鉛は元々、鉛なまりを作り出す過程で見つかった。炉ろの天てん井じように白い物がくっつくことがあってな。昔の錬金術師が頭を悩なやませた末、ついにその正体を見つけ出し、もっともよく亜鉛を含ふくむ鉱石を見つけ、最良の採取方法を確立した。それが、熱した空気をうまく冷やすことだった」

　フェネシスは真鍮とクースラを見比べて、ぼんやりしている。うまく想像がつかないのかもしれない。

「その技術が蒸留の走りであり、巡めぐり巡ってきつい酒を生み出した、と聞いた。まあ、本当のところは誰だれにもわからんから、適当に言っているだけかもしれないがな。なんにせよ、錬金術というものは一つの技術が別の技術と密接に関係していることが多い。些さ細さいな発見が、想像もしなかったような結果を招くことがある。であればこそ」

　クースラは言葉を切り、ぐっと息をためた。

「想像ができることならば……いつか実現だってできるだろう、と思うんだ」

　胸を張り、外がい套とうをまとっていればばさりと払はらって語りそうなほど雄ゆう弁べんだったクースラを前に、フェネシスは短く言った。

「……はあ」

　手にしていた真しん鍮ちゆうも、あまり興味がなさそうに返してくる。

　クースラは、ほとんど戸と惑まどいがちに受け取って、訝いぶかるように聞いた。

「……お前、今の説明を聞いてなんとも思わないのか？」

「え？」

　クースラが尋たずねても、フェネシスはきょとんとしている。

　そして、またなにか馬ば鹿かにされているのかとクースラを睨にらんでくるが、クースラはそれで逆に落らく胆たんしてしまう。

「いや、からかったわけじゃない。まあ、そうだよな……」

「な、なんなんですか？」

「ああ？」

　クースラは言って、片かた眉まゆをつり上げた。

「一つの発見が新たなる技術の開発につながり、その技術が思いもよらぬ場所で応用されて、素す晴ばらしい物が作り出される。すごいことだと思わないか？」

　クースラは酒さか瓶びんを振ふり、ちゃぷちゃぷ鳴らしてから、中身を呷あおった。

　フェネシスの反応は鈍にぶい。

「すごいことなんだよ。世界中の錬れん金きん術じゆつ師たちが、そうやってこの世の神秘を次々に暴あばいていく。いわゆる、神の衣をめくるってやつだ」

　クースラが視線をフェネシスに向けると、フェネシスはほとんど反射的にローブの前を押さえている。ウェランドにされたことがよほど応こたえているらしいが、フェネシスにとっては世の神秘を解き明かすことよりも、自分のローブがめくられないことのほうが重要なのだ。

「もっとも、錬金術師が途と方ほうもない目標を追いかけるのは、たぶん、この万能感も原因なんだろうが……」

　錬金術師が教会から忌いみ嫌きらわれるのは、なにもその不気味さだけが原因ではない。

　教会の教えというのは、今の汚けがれた世でいつか最後の審しん判ぱんが行われ、その際に善ぜん行こうを積んでいた者だけが天の国へ行けるというものだ。

　世界は悪くなり続け、いつか終わりを迎むかえるという考えだ。

　だが、錬金術師の考える未来はまったく逆。近い将来、自分の研究は実を結び、それまではできなかったことができるようになり、わからなかったことが明らかになると信じているからこそ、研究を続けるのだから。

　フェネシスにはやはりなじみのない考え方のようで、きょとんとしていた。

　教会の教義と対立する、とか、そういうことで怒おこり出しもしない。

　そもそもそんなことを考えたことすらないといった体ていだ。

「ここの工こう房ぼうにいたトーマスは、そんな錬金術師の見本みたいな奴やつだったようだ。縦じゆう横おう無む尽じんに知ち恵えを巡めぐらせ、諦あきらめるということを知らないんだろうなというのが、単なる記録からですらひしひしわかる。俺はこの羊皮紙に書かれていることすべてを早く翻ほん訳やくしたくてうずうずするし、ウェランドも同じだ。こんなに楽しいことは……」

　クースラは言葉を切り、呟つぶやくように言った。

「他ほかにないと思うんだがなあ」

　酒が思いのほかきつかったのかもしれない。

　クースラはテーブルいっぱいに広げられたトーマスの才能を前にすると、それがいかに素す晴ばらしいものであるかを人に教えたくなる。

　だが、理解できない奴やつはできないし、しようとも思わないのが大半だ。

　そんな中で、理解できないけどあなたは子供みたいに楽しそう、と言って笑ってくれたフリーチェは、教会からの密みつ偵ていだった。

　クースラは器具を手に取る。

　所しよ詮せん、錬れん金きん術じゆつ師は錬金術師。忌いみ嫌きらわれる、外げ道どうの輩やからなのだ。

「そんなに、面おも白しろいんですか？」

　だから、不意の言葉に感じたのは、怒いかりだった。

　ただ、肩かた越ごしに振ふり向くと、そこにあったのは嘲あざけるような顔ではなく、クースラの剣けん幕まくに驚おどろいた顔だった。

「……言ったろ、俺らは頭がおかしいんだよ」

　吐はき捨てるように言って、前に向きなおる。

　こんなに依い怙こ地じになるなんて、工こう房ぼうを出たての、錬金術師という肩かた書がきが誇ほこらしくて仕方がなかった時みたいだなと思った。

　どうしてこんなことに命を賭かけられるのか。どうしてこんなことのためにどこでも村八分にされることに耐たえられるのか。どうして嫁よめも子供も期待できない人生で絶望しないのか。どうして、恋人だと嘘うそ偽いつわりなく言える相手が目の前で殺されていたのに、冶や金きんのことばかり考えていられたのか。

　わからない。

　もちろん目標といえるものがあり、それを目指すための努力といえばそうだが、そのことを除いたって、ただただ、楽しいのだ。

　クースラは前日の冶金結果の覚おぼえ書がきと、その結果から割り出される暗号文の意味や数字を、広げられた羊皮紙に書かれたものに当て嵌はめていく。

　この楽しさは、やったことのある者でなければわかるまい。

　クースラは胸中で呟き、ふと、顔を上げた。

　そして、もう一度後ろを振り向くと、フェネシスが気弱そうに体をすくませていた。

「あ、あの……私は、そういう意味で言ったのでは──」

「やってみるか？」

「……え？」

　呆あつ気けにとられるフェネシスに、クースラは言った。

「やってみないとわからんことがある。お前だって、修道院に入ろうと思ったからには、それくらいの経験があった。違ちがうか？」

　クースラの言葉にフェネシスはぽかんとし、それから、ゆっくりとうなずいた。

「今日の作業は面めん倒どうなだけで難しくない。時間もあまりかからん。やってみるか」

　フェネシスはしばらく、自分がなにを言われているのかわからないといった顔をしていたが、ゆっくりと言葉が頭に染しみ込んでいったらしい。少し迷うように視線をさまよわせてから、なにも知らない乙女おとめそのままに、不安そうに聞いた。

「……神の教えに反するようなことは……しません、よね？」

　無む垢くな乙女のその台詞せりふに、世の男がどれだけ笑え顔がおでもちろんと請うけ合ったことか。

　だが、クースラがめくりたいのは神の衣であって、乙女の衣ではない。

「それも自分の目で確かめたらいい」

　クースラはなんの約束もしなかったが、フェネシスはそれをクースラの誠意だと受け取ったようだ。硬かたいなにかを飲み込むようにうなずいた。

「自分の目で確かめる。大事なことですよね」

　その言葉が思いのほか力強く、クースラは少し驚おどろいたが、顔に浮かんできたのは自然な笑みだ。

「そう。自分の目で確かめればいい」

「はい」

「だから、これから階下に行ってウェランドと作業するが」

「え──！」

　フェネシスは顔を青くして後ずさったが、クースラは顔を上げて笑った。

「あいつが狂きよう人じんかどうか、自分の目で確かめろ」

「……」

　笑って階段に向かうクースラに、フェネシスは疑念を顔に浮かべている。

　そして、言葉の意味に気がついた時、大おお股またで追いかけて来た。

「あの、あなたは私に対してまた嘘うそを──」

「でも必要とあらば人も殺すし、女好きはさらに本当だからな。身をもって確かめる羽目になる前に、そこだけは注意しろよ」

　振ふり向きざまに言うと、フェネシスは足を止める。

　身をもって確かめた時には遅おそすぎることというのが世の中にはある。

　疑念と不安が入りまじった顔をしていたが、見み栄えっ張ぱりは時として良く作用する。

「もちろんですっ」

　怒おこったように言って、クースラの後に続いたのだった。







　冶や金きん職人は女に人気がある。これは事実だ。

　長時間、高温の炉ろの前に立ち、燃料を運び、ふいごを動かし、巨きよ大だいなハンマーで鉱石を砕くだいたり、溶とけ出した金属の塊かたまりを運んだりもする。その結果肉体は鋼はがねのように引き締しまり、余分なものは一いつ切さいない。それでいて傭よう兵へいたちのような刹せつ那な的な生き方をせず、炉をじっと眺ながめる目つきはどこか詩的ですらある。

　工こう房ぼうの地下二階にあたる、炉の口や水車の動力部がある階まで下りると、もろ肌はだを脱ぬいだウェランドがいた。

　グルベッティに来る前は修道院の修道女相手に浮うき名なを流していたらしいが、あまり大おお袈げ裟さなことではないのかもしれない。階段を下りながら、ほとんどクースラの服の裾すそを掴つかまんばかりに怖こわがっていたフェネシスは、ウェランドの姿を見るなり足を止めていた。

　ウェランドももちろんすぐに気がついて、肩かたに担かつぎ、脇わきに抱かかえたたくさんの木材を運びながらちらりと一いち瞥べつしたが、特に興味もなさそうに自分の作業に戻もどっていた。

　演技と疑うことすら失礼にあたるような真しん剣けんな様子は、求ぐ道どう者しやを彷ほう彿ふつとさせる。

　ぼさぼさでくくっただけの長い髪かみの毛や、いかにも不ふ審しんさを強調する無ぶ精しよう髭ひげも、作業場では働く男の証あかしに見える。

　精せい悍かん。

　フェネシスはほとんど陶とう酔すいしているようですらあった。

　それに反して、すぐにクースラに視線を向けてくると、その目にあるのは恨うらみに近いほどの非難の色だった。

「あなたの言葉は、金こん輪りん際ざい信用いたしません」

「あいつは初対面で胸を揉もみしだいたのに？」

　フェネシスはうっと言葉に詰つまったが、すぐに気を取りなおして言ってくる。

「少し、粗そ野やなところはあるかもしれませんが……」

　少し粗野、ときた。

　クースラが呆あきれるのをよそに、フェネシスはウェランドのてきぱきとした手て際ぎわに魅み入いられるように目を奪うばわれている。

　クースラは、ウェランドの言葉を思い出す。

　悪印象を与あたえ、それから誠意を見せれば、ころりといく。

　屑くず野や郎ろう、と胸中で呟つぶやきつつ、次は俺もこの手を使おう、とクースラは思った。
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「ウェランド、ちょっといいか！」

　クースラが声をかけると、ウェランドはすぐには振ふり向かない。

　巨きよ大だいな牛の一枚皮で作られたふいごを担かつぎ、炉ろの脇わきに置く。火かき棒、熊くま手で、ハンマー、やっとこ、鉄の柄ひ杓しやくと、道具を次々炉の周りに配置していく。それらが怪あやしげな骨や生いけ贄にえだとしたら、確かに魔ま術じゆつ師にも見えることだろう。

　だが、ウェランドの様子は仕込み抜ぬかれた一流の職人にしか見えなかった。

「なんだよ」

　ようやく振ふり向いた時、語尾も延ばさない。

　フェネシスのこともやはり一いち瞥べつするだけで、にこりともしない。

「お客さんに、俺たちがなにをしているか教えたい」

「……」

　ウェランドはそれでようやくフェネシスにまともに視線を止めた。フェネシスはクースラの横で、緊きん張ちように体を固くしている。

　ウェランドの視線は思い切り嫌いやそうなもので、その感情を隠かくしもしない。

　乙女おとめの体から材料を採とる？

　そんな馬ば鹿かな考えが紛まぎれ込む余地のなさそうな、真しん剣けんな顔だ。

「俺は遊んでいるわけじゃないんだがね」

　ウェランドが言うと、さすがにフェネシスも口を開いた。

「わ、私も遊びでここに来ているわけでは、あ、あり……ません……」

　最後が尻しりつぼみになったのは、ウェランドの視線に気け圧おされたからだろう。

　服を着ているとただの痩やせぎすにしか見えない体は、その実じつ、脂し肪ぼうが一いつ切さいない彫ちよう刻こくのようだ。

　手は肘ひじまで炭で汚よごれ、この寒いのに汗あせだくだった。

　毎日やってきては、椅子に座って暇ひまそうに作業を眺ながめていたフェネシスとしては、遊びと言われても反論できないだろう。

　ただ、ウェランドは駆かけ引ひきの天才だ。

　不意に顔から不ふ機き嫌げんさを消して、肩かたをすくめると炉ろに向きなおった。

「勝手にすればいい。邪じや魔まだけはするな」

「あ……」

　フェネシスはなにかを言おうとして口ごもり、それから、改めて言いなおした。

「ありがとうございます……」

　強い男に引っ張られる、か弱い娘むすめ。

　クースラは、ちょっとそれが面おも白しろくない。

　どこか尊敬するような眼まな差ざしすらしてウェランドを見ていたフェネシスが、くりっとその視線をクースラに向けた時、軽けい蔑べつするようなものだったのも原因の一つだ。

「それで？　私はどうすればいいのですか？」

　早く案内しなさい。口だけの錬れん金きん術じゆつ師。

　そう言われているような気がして、舌打ちを堪こらえるのも大変だった。

「ウェランド、上の通風口はもう作ってあるのか？」

　クースラが声をかけると、ウェランドは振ふり向き、首を横に振った。

「作ってない。だが……あー、俺がやる。任せられない」

「手順わかるか？」

　クースラが尋たずねると、ウェランドは他ほかにどんな悪口を言ったってそうしないような凶きよう悪あくな顔をして睨にらみ返す。

「るつぼで飯を食いたいか？」

　誰だれが最初に切った啖たん呵かで、元々どういう意味だったのかはもうよくわからない。

　それでも、錬金術師や冶や金きん職人が、喧けん嘩かの寸前に持ち出す啖呵だ。

　クースラが肩をすくめると、ウェランドは大おお股またに歩いて上の階に上がって行った。

「両極きよく端たんだよな」

　クースラが呆あきれ呟つぶやいていると、階段をほとんど駆け上がるようにしていったウェランドを目で追いかけていたフェネシスが、非難がましく言う。

「言葉に裏表があるよりましだと思いますが？」

「……」

　いつの間にかクースラが悪役で、ウェランドが善役になっている。

　万物は流る転てんし、些さ細さいなきっかけで入れ替かわる。錬れん金きん術じゆつ師が最初に学ぶことそのものだ。

「それより、私はなにをすればいいんでしょうか」

「……一番難しいのは回収の部分で、ウェランドがそっちに行った。俺たちは、下の火の部分をやろう」

「わかりました」

「ただ……」

「？」

　と、クースラはフェネシスの恰かつ好こうを上から下まで見て、ため息をつく。

「そんな真っ白な服着てると、あっという間に汚よごれるぞ」

　ヴェールをかぶり、丈たけも袖そでも長いローブは布がたっぷり使われている。

　清貧、従順、純潔をまさしく体で示すように真っ白な布で、煤すすと油の工こう房ぼうの中では見ているほうが不安になる。

「着き替がえたほうがいいが、合うのがあるかな」

　クースラは工房の倉庫を漁あさっていくつか見み繕つくろってみたが、結果は案の定だった。

「まあ、逆に可か愛わいいんじゃないか？」

「馬ば鹿かにしないでください」

　寝しん室しつで着替えてきたフェネシスが、布の塊かたまりの中から睨にらむような目つきで言う。

　折れるところは二重にも三重にも折ったせいで、服を着ているというより、布の甲かつ冑ちゆうに身を包んでいるようだった。

　ただ、ヴェールだけは中に長い髪かみの毛をしまい込んでいるらしく、取ると一人では戻もどせないと言って、頑かたくなに取りたがらなかった。

　結局上から麻あさ布ぬので覆おおってやったが、なんとも妙みような感じに仕上がった。

「まあ、いいか。さっさと作業しないとどやされるしな」

　クースラの言葉に、フェネシスはぐっとうなずいた。

　ただ、もうそれはウェランドそのものに対する恐きよう怖ふというより、ウェランドの仕事の邪じや魔まをしてはならないという感じだったのだが。

「炉ろは後でいい。まず、鉱石を砕くだこう」

　フェネシスは工房を説明した時のように、押し黙だまってうなずく。

　やはり、なにかを聞く時は沈ちん黙もくするのが修道院の規則なのかもしれない。

「純じゆん粋すいな亜あ鉛えんの鉱石というものには滅めつ多たにお目にかかれない。騎き士し団の最高位の錬金術師が、ほのかな褐かつ色しよくで透とう明めいな琥こ珀はくのような鉱石について記述を残しているが……俺たちが使えるような物は不純物の塊だ」

　ウェランドとは同じ工房で仕込まれたから、作業の際にどこになにを置くかは大体わかっている。すぐに鉱石を見つけ出すと、砕く前の大きな塊だった。

「この鉱石は……まあ、ましなほうだな。もっと黒いと、鉄ばかり多くて、亜あ鉛えんを採っているのか鉄を採っているのかわからなくなる。硫黄いおうも出る。不純物のほとんどは鉛なまりで、時折銀も採れる」

　鉱石から顔を出しているのは、蜜みつ蝋ろうに似た光こう沢たくのある黒い結けつ晶しようだ。サイコロ同士をたくさんまとめて少し溶とかしたような形をしている。クースラはハンマーを見やったが、それからフェネシスを見ると、多分ハンマーのほうが重いだろうと結論づける。

　近くの棚たなから鑿のみと槌つちを取り出して、渡わたしてやった。

「これで砕くだけ。小石くらいの大きさになればあとは適当でいい」

「……」

「それと、目に気をつけろ。破片が目に入ることがあるからな」

　クースラが言うと、目をぱちくりとさせてうなずいていた。

　そして、細ほそ腕うでではそれですら重いかのように、鑿と槌に引っ張られるような変な歩き方で床ゆかに置かれた鉱石の前に立つ。ちらりとクースラを見た顔は、羊皮紙を前にした時と同じような顔。

　クースラが顎あごで示すと、フェネシスはおずおずと腰こしを下ろした。花を摘つんで冠かんむりでも作り出しそうないかにも女の子らしい座り方で、炉ろの前にいるとなんとも奇き妙みような気がする。

　ただ、おっかなびっくり背中を丸めながら、かつん、こつん、と鑿を打ち始めるのを見ると、微ほほ笑えましく見えなくもない。

　女弟子も悪くないかもしれない、と馬ば鹿かな考えが脳裏をよぎり、頭を掻かいて他ほかの準備をすることにした。

　亜鉛の取り出しは工程としてはそんなに難しくない。空気をうまく冷やすのが難しく、送風量と火の温度に注意しなければならないことくらいだろうか。

　トーマスの残した記録から、使った鉱石の重量と、同時に焼く木炭の量も決まっている。

　その鉱石から採れた亜鉛の量と、色、形、それに不純物の分量が、次の小宇宙の言葉を翻ほん訳やくする鍵かぎになる。

　師し匠しようの技術は目で盗ぬすめとよく言われるが、トーマスは自分の冶や金きんの成果を結果だけ先取られるのがよほど嫌いやだったのだろう。

「砕けたか？」

　クースラが諸もろ々もろの準備をして炉の前に行くと、フェネシスが不安げな顔で振ふり向いた。

　覗のぞき込めば、些さ細さいなかけらとも呼べないようなものがいくつか転がっているだけ。

　クースラはため息をつき、しゃがみ込むとフェネシスに覆おおいかぶさるように後ろから両腕を出した。

「そんなちまちまやってんなよ。こうだ」

「え、あ──」

　戸と惑まどうフェネシスを無視して、フェネシスの手の上から鑿のみを掴つかみ、槌つちの柄えを握にぎる。

　手だけでなく、小こ柄がらなフェネシスは体もすっぽりクースラの腕うでの中に収まってしまう。

「力を抜ぬいてると逆に危ないぞ。思い切り握れ」

「っ」

　怯おびえて体をすくめるように手に力を込めたのを見計らい、クースラは鉱石に鑿を当て、ガンと一いち撃げき槌で打つ。

「あれ、意外に良い鉱石だな。良いやつは割れ方が綺き麗れいで、割れた面がよく光る」

「っ……」

「ほら、次いくぞ」

　割れた面を覗のぞき込もうとしたのか、体をもぞもぞさせたフェネシスに言って、さらに二度、三度と鉱石を砕くだく。

　がん、ごん、と良い音がしてそのたびに体をすくませていたが、やがて慣れたらしい。

　力み方のコツも掴んだようで、クースラは槌のほうの手を先に離はなした。

「こっちは持っててやるから、思い切り打ってみろ」

　鑿の柄を持つフェネシスの小さな手は、クースラの手にすっぽり覆おおわれているので自分の手を打ってしまう心配もないだろう。

「いきなり打つのが怖こわければ、軽く当てて、それから少しずつ力を強くしていけ」

「……」

　フェネシスは無言のまま固かた唾ずを飲んで、言われたとおりに鑿の頭をこんこんと叩たたく。

「もう少し強く」

　コン、ゴン。

「もっと」

　ゴン、ゴン。

「もっと強く」

　ゴンッ、ゴンッ。

「嫌いやな奴やつの頭を叩き潰つぶすくらい」

　ガンッ！

　左手に持った鑿が急に抵てい抗こうを失い、虚こ空くうに浮く。

　傍かたわらには叩き割られた鉱石が、綺麗な光こう沢たくを見せながら転がっていた。

「そんな感じでやれ」

　クースラは鑿から手を離し、フェネシスの肩かたをポンと叩く。

　手元の道具をしげしげと見ている目は、なにか不思議なものを見ているようだった。

「最後はいい一撃だったな」

　クースラが言うと、フェネシスはそのままの顔で振ふり向いた。

「ちなみに、思い浮かべた嫌いやな奴やつって誰だれだ？」

　フェネシスは律りち義ぎに考えを巡めぐらせるように視線を逸そらしたが、すぐにクースラに戻もどして、いつもの澄すまし顔に戻って言った。

「お心当たりがあるのでは」

「はっ」

　鼻で笑うと、フェネシスは前に向きなおって鉱石を砕くだき始めた。思い切りよくやれているようで、さっきまでとは音からして違ちがう。クースラは使えそうな塊かたまりを横で拾い上げていたが、フェネシスの目は真しん剣けんそのものだ。見た目に反して、こういう作業が好きなのかもしれない。

　クースラは拾い集めた鉱石を、今度は大きめのハンマーでさらに細かく砕いていく。

　鉄や他ほかの鉱石ではこの段階でも不純物を取り除いていくのだが、亜あ鉛えんの場合はそうはしない。他の不純物が温度の指標になるからだ。

　さらにクースラは砕いたそれを天てん秤びんに載のせ、足りない分をまた拾い集め、砕いて載せる。

「おい、もういいぞ」

　調子が出てきたのか、槌つちを振ふるう音に迷いがなくなって、砕けた鉱石が山になっていた。

　振り向いたフェネシスははっと我に返ったように無表情だったが、肩かたで息をしながらも、すっきりした顔に見えた。

「ずいぶん力がこもってたが、普ふ段だんから嫌なことでもあるのか」

　天秤の側そばに寄って来たフェネシスから、槌と鑿のみを受け取りながらそう言うと、フェネシスは綺き麗れいな緑色の瞳ひとみをクースラに向ける。

　鼻の下に浮いた汗あせを手の甲こうで拭ぬぐったフェネシスは、やっぱり澄まし顔で言う。

「すぐ私に嘘うそをつく人がいますので」

「悪い奴がいるもんだ」

　その言葉に、フェネシスは呆あきれるような視線を向けながらも、どことなく笑っていた。

「で、砕いたこれの分量を量り、あらかじめ砕いておいた木炭とまぜる」

「木炭がよく出てくるんですね」

「ああ。ほとんどの冶や金きんに使うんじゃないか？　火力も出るし、明らかに木炭そのものも作用している。これは橅ぶなの木だな。製鉄には南の地方の松がいいとか、樫かしがいいとか、色々ある。ただ、なんにせよ木炭を作るにはたくさんの木が必要だ。だから、効率のいい冶金の方法を見つけられれば、それだけで莫ばく大だいな費用が節約できる」

　フェネシスはまだ息を切らしながらも、真剣にうなずいている。きちんと話を聞いてくれる相手はそれだけで嬉うれしいものだ。

　クースラはそう思いながら、まるっきり自分たちが使う人じん心しん掌しよう握あく法と一いつ緒しよだな、と思う。

「で、あとはこれを火の中に突つっ込んで、焼く。すると、蒸発した亜鉛が上に向かい」

　と、クースラが天てん井じようを指差すと、フェネシスは素す直なおに天井を見る。

「ウェランドがその空気を冷やし、回収する」

「……」

　視線を戻もどしたフェネシスは、納なつ得とくがいかないような顔で、こう言った。

「ずいぶん簡単なんですね……」

「種がわかっていればな。けれど、最初は手て探さぐりだ。大変だったろうさ」

「……」

　その大変さは、さすがにすぐにはわからないだろう。クースラだって、見習いだった工こう房ぼうから出て、いざ自分の力で新しいことをやろうと思ってから、初めてその大変さに気がついた。

「それに、わかりやすい大変さなら、たっぷりこの後に残っている」

「え？」

　聞き返すフェネシスに、クースラはふいごを指差して、にやりと笑ったのだった。







「温度が足りてない！」

　ウェランドの怒ど鳴なり声が上から降ってくる。

　そのたびにフェネシスは目を閉じ、歯を食い縛しばり、体を縮めてしゃがみ込む。

　ただ、それは怒おこられてすくんでいるのではなく、力よりも体重が足りないので、そうしないとふいごから風を送れないのだ。

「うぅ～……」

　顔を真っ赤にし、唸うなるように体全体でふいごを押し潰つぶし、持ち上げ、また押し潰すフェネシスの横で、クースラはのんびり作業を眺ながめていた。

「ふいごがでかすぎるな。製鉄用じゃないのかこれ」

　製鉄は金属精せい錬れんの中でも最も高温を保たないとならない。そのためには大量の風を巨きよ大だいなふいごで送り込む必要があるが、亜あ鉛えんならそこまで高温は必要ない。

「っ～……、……っ」

「あ？　小さいのが欲しい？　ないんじゃないかな。あったら出してるだろ。あとは水車を使ったもっとでかいやつしかない。亜鉛は空気を送り込みすぎると冷やすのが追いつかなくて全部飛んでしまうんだよ」

「っ……、っ～～～～……」

「聖職者は祈いのるだけで信しん仰こうを純化させられるらしいが、俺たちは汗あせ水みず垂たらさないとならない」

「……っ……」

　フェネシスは今そんな話をするなとばかりにクースラを睨にらんでくるが、真っ赤になっていた顔がだんだん白くなってきた。

　貧血だろう。

「クースラ！」

　上からしびれを切らしたウェランドの声もあったので、ふいごを体で押し潰つぶしたまま立ち上がれなくなってしまったフェネシスの体を抱かかえ上げ、涼すずしい窓まど際ぎわに置いてやる。

　肩かたで息をすることもできないようで、高熱に浮かされているみたいに浅くて速い呼吸を繰くり返している。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　そんな言葉にも、うっすら目を開けるだけで、焦しよう点てんすら合っていない。

　クースラは頬ほおをぺちぺちと軽く叩たたいてから、立ち上がって腕うでまくりをした。

「よいしょっと」

　そして、でかいふいごを開き、力任せに閉じる。

　空気がいっぺんに送り出され、炉ろの中で火ひの粉こが舞まい上がる。

「あっちぃ！」

　上から悲鳴が聞こえてきたが、クースラはにやにや笑って、さらに空気を送る。

　大きな炉だと、地じ獄ごくのような音を立てて、大量の空気が送り込まれる。舞い上がる火の粉は山の高さを超こえ、炉の中は赤から黄色を通り越こしてまっ白な炎ほのおになる。冶や金きん職人には迷信深い者たちが多く、その様は怪あやしげな錬れん金きん術じゆつ師さえ眉まゆをひそめることがある。

　けれど、それはあの現場を見たことがあれば、誰だれしも納なつ得とくのいくことだろう。

　文字どおりに、神こう々ごうしい。

　神がその後ご光こうをあらわにしたら、きっとそれはあの鉄をも溶とかす高温の炉の中の光と同じはずだと、クースラも思っている。

「鉛なまりはとっくに溶とけてるなあ。まだか？」

　覗のぞき穴あなをふさぐ鉄の窓を外し中を見ると、るつぼの中はちょっとしたシチューのようになっている。溶け残っているのは、鉄やその他の不純物だろう。

「だいぶできてきてる！　春節の祈いのりの歌で、半分までやれ！」

「了りよう解かいっ」

　クースラは答え、さっきより幾いく分ぶんゆっくり空気を送り込む。

　製鉄炉でもどこでも歌を歌うのは、空気を送り込む間かん隔かくと長さを調整するためだ。

　水時計や砂時計を使ってもいいが、力仕事をしている時にそんな細かいものは見ている余よ裕ゆうがない。その点、歌となれば楽しく作業もできるというものだ。

　呪じゆ文もんを唱えながら炉の前で怪しげな祈りを捧ささげていると教会に告発される錬れん金きん術じゆつ師が時折いるが、それは単に小さな炉で小さな火を扱あつかっている時には、小声で歌うのがちょうどいいからだ。

　それから何度か上のウェランドとやり取りをし、るつぼの中に灰が出始めたのを見計らって、送風を止めた。トーマスの残した記録は恐おそろしく正確で、多少の誤差はありながらも、薪まきや炭の燃え尽つきる速度はほぼ一いつ緒しよだった。あとは炉ろ全体が多少冷えるのを待って、炉の天てん井じようや特別にしつらえた送風口にできているはずの亜あ鉛えんの結けつ晶しようを取ればいい。

　とはいうものの、クースラもなんだかんだで汗あせだくになっている。

　やれやれとため息をついていると、フェネシスはようやく意識を取り戻もどしていた。

「お前は聖人アルカニクスにはなれないな」

「……？」

「冶や金きん職人たちの守護聖人だよ」

「……」

　フェネシスは嫌いやそうな顔をしたものの、すぐにその目はクースラを越こえて炉のほうに向けられる。

「終わったんですか？」

「あらかたな」

「……」

　フェネシスはふうっと息を吐はくと、力を抜ぬいて壁かべにもたれかかる。

「立てるか？」

「……まだなにか作業が？」

　修道女らしく、疲つかれ果てていようと仕事が残っていれば従うまで、とばかりに立ち上がる。だいぶよたよたしていたが、立派なものだとそこだけは感心する。

「苦労の後には必ずご褒ほう美びが待っている。上に行こう」

「へ？」

　クースラが歩き出すと、フェネシスは布の甲かつ冑ちゆうに歩きづらそうにしながらついて来る。

　階段を上り、物であふれる工こう房ぼうを突つっ切ると、奥の扉とびらが開いている。そこから先は壁がなく、剥むき出だしの炉と、水車に水を落とすための樋といがある。

　クースラは工房の中を通る途と中ちゆうで酒さか瓶びんを手に取って外に出る。すると、さすがに上着を着込んだウェランドが、炉の前に座り込んでいた。

「どうだ？」

　クースラが尋たずねると、ようやく気がついたとばかりに胡う乱ろんな目を向ける。作業の際は風が肌はだに触ふれるだけで逆上しそうなほどぴりぴりしている反動か、作業が終わると腑ふ抜けになってしまう。

　顎あごでしゃくられたので、普ふ段だんは覗のぞき穴あな兼けん通風口として機能している箇か所しよに増設された、空気を取り出して冷やすための鉄の箱のようなものを覗き込む。

　クースラは肩かたをすくめ、フェネシスを見た。

「見てみろ」

「……」

「くしゃみはするな」

「……」

　またそのからかいかと軽けい蔑べつするような目を向けてくるが、クースラは笑わない。

「空気に浮くくらい軽いんだよ」

「……注意します」

　フェネシスは言って、かがみ込んでその箱の中を覗のぞく。

　その瞬しゆん間かん、箱の中から鼻をつままれたようにびくりと体がすくんだ。

　すぐに顔を上げ、クースラとウェランドを振ふり向く。

「綺き麗れいだろ？」

　フェネシスが返事もなく、ごくりと唾つばを飲み込んで、また箱の中を覗き込んでいる。その後ろで、クースラが酒さか瓶びんをウェランドに渡わたすと、ウェランドは水のように呷あおっている。

　効率よく回収するためには箱を水で冷やし続ける必要がある。辺りが水みず浸びたしなのは、まさしく戦いの後というわけだ。

「立派な結けつ晶しようじゃないか。錬れん金きん術じゆつ師、ライズ・ミッテンベルク曰いわく。亜あ鉛えん、すなわちラーマ・フィロソニクとは茎くきのようであり、針はりのようであり、雪のように白く綿毛のような質感を呈ていす」

「……綺麗に回収して……計量と……灰の分ぶん析せきもあるよお……」

「それは任せろ。これだけ綺麗に出れば、翻ほん訳やくもすぐだろ」

「トーマスは……魔ま法ほう使いだなあ」

　ウェランドは言って、ごろりと横になる。

　魔法、という言葉にフェネシスが反応して振り向いたが、その顔には、不思議な戸と惑まどいがあった。なにか、今にも泣き出しそうな、あるいは笑い出しそうな、不安定な感情がある。

　多分それを、感動、というのだろう。

「土から掘ほり出した鉱石が、正しい手順に従えば、こういうものに変わる」

　クースラの話を聞きながら、フェネシスはまたふらふらと引き寄せられるように箱の中を覗き込んでいる。自分の中の驚おどろきを、処理しきれないのだろう。

「鉛なまりから金きんを取り出した時なんて、もっと感動するぞ」

「えっ、でも、それは──」

　フェネシスが弾はじかれたように振り向く。

　だが、クースラはようやく笑って、言った。

「鉛を金に変える錬金術？　はは。鉛を金に変えることはできないが、鉛の鉱石から金を採ることはできる。意地の悪い錬金術師が、そのことを大おお袈げ裟さに言ったんだろ」

「こーんないっぱいの鉛の鉱石から、これくらいだけどねえ」

　寝ねっ転がったままのウェランドがいっぱいに腕うでを広げ、最後に指でちょっとだけつまむ。

「俺たちは、こんなことや、そんなことを、ずっと続けてきて」

「これから先も続けるんだよお」

　そういうわけだ、とフェネシスを見下ろすと、なにか糸が切れてしまったようなフェネシスは、「はあ」と言った。

「上に行こう。すぐに冷える。お前は？」

「俺は、これを見ながら一いつ杯ぱいやるさあ」

　ウェランドは寝ねっ転がったまま箱の中に視線を向けて、酒さか瓶びんを揺ゆらした。

　クースラは肩かたをすくめ、フェネシスの背中を押すように叩たたくと、立つように促うながした。

　外に比べるとやはり工こう房ぼうの中は暖かい。扉とびらを閉じると、水が水車に落ちる音も遠ざかり、急に静かになる。フェネシスは今まさに奇き跡せきを目まの当あたりにした信徒のように、呆ほうけたような顔つきでずっと唇くちびるを引き結んでいる。居間へと続く階段を上ろうとして、足がもつれたのを見て、クースラは仕方なく手を差し出してやった。

「そんなに感動的だったか？」

　嘲あざけるように聞いたのに、フェネシスはクースラのことをじっと見て、ゆっくりと、深くうなずいた。クースラとウェランドが見習いの時に毒殺を企くわだてた、くそったれの師し匠しようでも、一度だけ良い笑え顔がおを見せ、良い台詞せりふを吐はいたことがある。

　それは、実験の成功に感動して、クースラとウェランドの二人が言葉を失っていた時のこと。

「錬れん金きん術じゆつ師の世界へようこそ」
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　フェネシスは、クースラの手と顔を見比べる。呆ほうけたような顔とは、まさしくこういう顔を言うのだろう、という感じだった。

　そして、フェネシスはおずおずと、おっかなびっくりにその手を取って、ゆっくりとだが確実に、力を込めて握にぎり締しめた。

「けれど、あれだな」

　クースラは居間のテーブルでぼんやりとトーマスの小宇宙を眺ながめていたフェネシスに言った。今とついさっきまでとは、その目に映る羊皮紙の文字や絵も、まったく意味合いが異なっていることだろう。

「残念だったな？　魔ま術じゆつ的ななにかが行われていなくて」

「っ……」

　フェネシスはその言葉になにかを言おうとしたが、結局言葉が出ず、口をつぐむ。

「報告することもなくて、上役はおかんむりじゃないか」

　ウェランドがうまそうに酒を飲んでいたので、クースラもまた喉のどの渇かわきを覚えた。

　棚たなから酒を出して、ふと、フェネシスも飲むかと酒さか瓶びんを振ふった。お堅かたいフェネシスは眉まゆをひそめて首を横に振ったが、それから少しだけ脱だつ力りよくするように笑う。

「昼間から酒を飲んでいる、という報告はしています」

「教会だって昼から酒を飲むだろ」

「聖せい餐さん式の葡ぶ萄どう酒しゆと一いつ緒しよにするのは神への冒ぼう涜とくですよ」

　クースラはやれやれと首をかしげるだけだが、フェネシスも本気で怒おこっているようには見えない。

「だが、これまでの監かん視し役の奴やつらより、お前は百倍ましだよ」

「……え？」

「あいつらは、俺たちがしていることなんて最初から理解しようとしない。それでも、お前は嫌けん悪お感丸出しながら、きちんと手引きの書と多少の知識を持って来ていた。そして、そんな恰かつ好こうで、汗あせだくになりながらふいごまで動かした」

　フェネシスは自分の恰好を見下ろして、恥はずかしそうに顔をうつむかせる。

「でも、楽しくなかったか？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは顔を上げる。

　そして、嫌いやそうに笑った。

「感動はしました」

「いいことだ。感動がすべてを洗い流すこともある。丘おかの上に立ち、夕日を見た瞬しゆん間かん、何十年と共に闘たたかってきた仲間がすべて死んだ激戦の後でも、その騎き士しはその日一日が幸せな終わりを迎むかえた、と思ったらしいからな」

「……クーザー王の伝説……」

「そう。真実は、至るところにある。願わくば」

　クースラは酒を器に注つぎ、目の高さに持ち上げて、言う。

「錬れん金きん術じゆつ師にも、真実の光を」

　それから飲もうとしたら、フェネシスはわざとらしくため息をついて、半目になってクースラを見ていた。

「嘘うそをつくからいけないんですよ」

「……散々からかわれたお前が言うと、説得力があるね」

　フェネシスは顎あごを引いて唇くちびるを引き結んだが、結局、最後は苦笑していた。

「今日のことも、報告しておきます」

「ご自由に」

　クースラが言うと、フェネシスはそんなクースラのことをじっと見つめていた。

　笑っているような、呆あきれているような不思議な顔で、クースラは「ん？」と聞き返す。

　フェネシスは少しためらったが、小さく言った。

「あなたは……いえ、あなたたちは、本当に自由なんですね」

　神の定めた秩ちつ序じよの世界の中で、自由であることを許されるのは、すべてを手に入れた王か、なにも手に入れることのできなかったはみ出し者だけだ。

　クースラたちは王ではあり得ない。

　なのに、フェネシスはひどく羨うらやましそうな、疲つかれたような笑えみを浮かべてそう言った。

「お前は自由じゃないのか？」

　もちろん修道院、しかも騎き士し団付きの修道院の中にいれば、自由などという言葉はあり得ない。それでも、進んで修道院に入る自由はあるだろう。

　クースラは聞き返したが、フェネシスは視線も合わせず、なにも答えないままに立ち上がった。

「着き替がえてきます」

「……どうぞ」

　クースラはそう言って、隣となりの部屋に行くフェネシスを見送りながら、自分の頬ほおを撫なでて首を捻ひねっていた。







　その日の夜。フェネシスは帰り、ウェランドは昼間の疲れから眠ねむりこけているような時刻。

　クースラはガラスの器に水を張り、そこに蝋ろう燭そくを浮かべて灯あかりとして、トーマスの残した暗号文を解いていた。

　残す羊皮紙は数枚になっており、亜あ鉛えんの冶や金きん結果とこれまでの結果を用いれば、あの凄すさまじい純度の鉄の精錬方法が書かれている箇か所しよまで行けるはずだった。

　草木も眠ねむるような時間になっても眠気はまったくこず、クースラの名に相応ふさわしいといえばそうだった。

　羊皮紙には無味乾かん燥そうな冶や金きんの結果だけではなく、トーマスの感想や思想のようなものもまじり始めている。試し行こう錯さく誤ごの結果から、なにか突とつ破ぱ口こうを見つけた興奮が感じられた。

　羊皮紙にはその結果しか書かれていないが、間ま違ちがいなくトーマスはこの工こう房ぼうで悩なやみ、苦しみ、それでも折れず、曲がらず、実直に自分の目標に向かって突つき進んだはずだ。

　トーマスがなぜ死んだのかはクースラにはもちろんわからない。

　しかし、勝手な推すい測そくが許されるのなら、あの純度の鉄を作り出したうえでのことならば、もしかしたら嬉うれしさのあまり酒に酔よい、つまらない騒さわぎに巻き込まれた、ということなのかもしれない。

　羊皮紙には、それほどの興奮が詰つまっていた。筆ひつ致ちは落ち着き、文法は岩のように固いのに、なおわかる。クースラは大きく息を吸い、羊皮紙独特の匂においを胸いっぱいに吸う。

　トーマス自身の興奮に当てられたということもある。

　だがそれ以上に、その最大の理由はあの凄すさまじい純度の鉄の精錬方法がわかれば、マグダラの地へ近づく方法がわかるかもしれないと思ったからだ。クースラがすべてを賭かけるのはマグダラのため、いや、すべての錬金術師が錬金術師であり続けるのは、マグダラのためだけだった。これで興奮しないわけがない。

　ただ、間違いがあってはならない。

　クースラは何度も数字や記号を確かめて、過去の書物を紐ひも解とき、トーマスがこの工房に残した他ほかの書物とも見比べながら進めていく。

　だから、その一文が現れた時、クースラはしばらく頭が空白になっていた。

　数行戻もどり、文を解き、さらに元になった結果などを見返して、なお確かめた。

　それなのに、結果は変わらない。

　それは、間違いではないし、見間違いでもなかった。

　残すところあと二枚の羊皮紙になった時、最後の行には、こうあったのだ。

「神の……お赦ゆるしを？」

　些さ細さいなことで、すべてが入れ替かわる。

　クースラはペンを置き、椅い子すから立ち上がる。

　酔よっ払ぱらいのようにむずかるウェランドが飛び起きたのは、それから間もなくのことだった。
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「それで、まっすぐに私のところに来たというわけか」

　ポーストが執しつ務む室の机の上に、件くだんの羊皮紙を置きながら言った。

　一晩かけてウェランドと共に再解読した結果を持って、クースラは騎き士し団の輜し重ちよう隊本部に来ていた。

　出てきた文章はやはり、神のお赦ゆるしを、というものだった。

　その後に続く羊皮紙は二枚。なにが書かれているのかは、現時点ではまったくわからない。

　ただ、その手前までに解読できたものが、黄おう鉄てつ鉱こうの精せい錬れんについてだった。本来ならば硫黄いおう分が多すぎるために捨て置かれる金属で、使い道は特とく殊しゆな用よう途としかない。その精錬についての結果を用いると、おそらくはあの恐おそろしいまでの純度の鉄に至ることができる。

　だが、錬金術とは前がよく見えないほどの暗くら闇やみの中、穴だらけの場所を歩くことに似ている。

　これまで誰だれも知らなかった毒物に出くわすこともあるし、突とつ然ぜん試薬が燃え上がることだって少なくない。

　それは錬金術師たちが進める実験そのものについても言えることだ。

　それまでは神の教えに沿っていたのに、突然道が逸それることがある。

　行き先は、天国か地じ獄ごくか。

　なんにせよ、先が見えない時、多くの人間は、安全策を取る。

「もう一人は？」

「ウェランドなら、倒たおれて寝ねてます」

　ポーストがため息をつくと、大きなふいごがしぼんだように見える。

　それが癖くせなのだろう、目め頭がしらを揉もんで、顔のでかさの割に小さな目をクースラに向けた。

「で、こっちがその続きの羊皮紙と」

「そうです。なにが書かれているかは、暗号を解かない限り我々でもまったくわかりません」

「ふん……そして、そこにはなにか恐おそろしいことが書かれている可能性がある」

「少なくとも、神の赦ゆるしを得たくなるほどのことが」

　クースラの繰くり返かえしの説明に、ポーストは顔をしかめる。

　何度も聞くのは、ポースト自身、確かめたかったのだろう。

「……よく知らせてくれた」

　そして、そう言った。

「え？」

「トーマスの死の原因だよ」

「それは……」

　クースラが聞き返すと、ポーストは悲しげな顔をする。

　──最後まで信じていたかったが、結局奴やつは裏切り者だった。

　錬れん金きん術じゆつ師をやっているなら、必ず何度か見ることになる顔だ。

「トーマスは死の直前、聖歌隊から探さぐりを入れられていた」

　クースラは驚おどろくこともできない。

「我々はもちろんその事実を掴つかんでいたが、連中の目的がわからなかった。それは、我々から見ればトーマスを異い端たんだと疑う理由がなかったからだ」

　クースラは、そこだけははっきりとうなずく。

　錬金術師は、よそから思われるほど狂くるった所業に手を染めているわけではない。狂っているのは、生き方そのもののほうだ。

「だが、トーマスの冶や金きんは神がかっていた。なにかある、と祈いのりの連中が思うのは無理からぬことだろうとその時は思っていた。そんな中での、トーマスの死だ。私はもちろん聖歌隊を疑って調べたがね、証しよう拠こは見つからなかった。あるいは、単なる偶ぐう然ぜんだったのか……私はそう思っていた。だが」

　ポーストは言って、目頭を揉む。

「正しかったのは連中の鼻、ということだ……」

「それで、これが原因というのは？」

　クースラももちろん、首の上に載のっけているのは中身のない頭ではない。

　ただ、それについての考えを、はっきりとポーストの口から聞いておきたかった。

「お前もまた用心深いな。はっきり言おう。表には出せないような方法だったんだろう」

　ポーストは、羊皮紙を見下ろしている。

　その目つきは、優ゆう秀しゆうで頼たよりにしていたのに、つまらない失敗で命を落とした部下を見るようなものだ。

「トーマスを殺した犯人は騎き士し団内部、聖歌隊の連中と見て間ま違ちがいないだろう」

「……あの見張りも、そういうことですか」

「そうだろう。ここは私の管かん轄かつだ。少なくとも騎士団に属する人や物の管理権限は私にある。それが、聖歌隊の連中は、私との軋あつ轢れきを覚かく悟ごで人を寄よ越こしている。それだけのなにかがここにはあった。それが、これだ」

　世に出せないまま封ふう印いんされる技術というものは、決して少なくない。教会の教義とあまりにも真っ向から対立するものや、敵対する勢力を利する技術などがそれだ。クースラが知る限りでも、その手のものがいくつかある。

　それらに共通するのは、世の中の秩ちつ序じよを管理する立場の人間にとってはどんな災さい厄やくよりも恐おそろしいものだというところである。騎士団所属の錬れん金きん術じゆつ師を監かん督とくする立場からすれば、あえて研究するのはもちろん、隠かくし立だてすることすら許されない類たぐいのものだろう。

　トーマスは故意か否いなかはともかくその手の技術を手に入れてしまい、あろうことか先に聖歌隊に勘かんづかれた。まさかいきなり殺すということはないだろうからなんらかの交こう渉しようが持たれたはずだが、結局は殺された。聖歌隊の思想は極きよく端たんであり、どこよりも戦場流だ。

　すなわち、疑わしきは、殺せ。

　従わないのなら、なおのこと殺せ。

　トーマスに後あと知ぢ恵えで忠告するのなら、百人が百人とも、ポーストにその技術のことを真っ先に話せ、と言うだろう。

　錬金術師は一人で生きていくことはできない。

　誰だれが自分の庇ひ護ご者かを見誤った時、彼らは錬金の大おお窯がまの中に沈しずむのだ。

「だが、本人を消しても、トーマスがどこになにを残したのか、向こうも掴つかみきれなかったのだろうな。そのために工こう房ぼうに人を送り込む必要があった。私は私で、工房を片づけるわけにはいかなかった。犯人は特定しきれてないし、なによりトーマスが残したはずの技術は誰かが引き継つぐ必要があったからだ。そういうわけで、あの監かん視し役の小こ娘むすめも、よく練られた人選だと敵ながら感心した」

「よく練られた？」

「ああ。低い階位しか持たない、年とし端はもいかない修道女。本当に危険な工房の見張りにつかせる前の手始めという言い分だった。私の側がわにやましいことがないのなら、受け入れてもなんの問題もないだろう、という論法だ。だが、あのくらいの年とし頃ごろの娘は、変なところで狂きよう信しん的だ。なにかを取ってこいと言われたら、訓練された犬よりも忠実に命令に従うだろう」

　初対面の時は、確かにそんな雰ふん囲い気きだった。

　それに、フェネシスは時折、その横顔に陰かげを見せることがある。

「私は、騎き士し団の財産たるトーマスの死の責任を取らされることについてはなんの恐おそれも不満も抱いだかない。たとえそれが身内の犯行だったとしても、だ。それからすら守ることが私の使命。そう思っていた」

　ポーストは言って、目を閉じる。

「しかし、錬れん金きん術じゆつ師の重要さを理解せず、ただ神の教えに馬ば鹿か正直に従う視野の狭せまい連中が、トーマスの生み出した技術をむやみに問題視して貴重な人材を殺したことには怒いかりを覚える。しかも、どうせ連中の目的はそれだけではない。おそらくその技術の記された証しよう拠こを手に入れ、錬金術師の締しめつけを行おうとしていることは間ま違ちがいない」

　騎士団の騎士が飢うえず、祈いのりの連中が静かな修道の生活を送れるのは、ポーストのように町の中で金を稼かせぐ輜し重ちよう隊がいるからこそだ。

　そして、騎士団を騎士団たらしめている戦いくさの鍵かぎを握にぎるのは錬金術師であり、多くの革新的な技術で莫ばく大だいな費用の節約を可能にするのも錬金術師の技術だった。

　ただ、騎士団内部でもその重要性を理解している人間は少ない。

　特に、調子の良い時期はそうだ。

　あいつらなどいなくてもうまくやれるのではないか。

　上層部の人間はすぐにそういう短たん絡らく的な思考を取りたがるうえ、聖歌隊の考えとも相性がいい。

「それゆえに、私は難しい決断をしなければならない」

　目を開けたポーストは、クースラをまっすぐに見つめてくる。

　必要に迫せまられて人を騙だまし、脅おどし、恐きよう怖ふと秘密のヴェールに身を包まなければ生きていけない錬金術師とは違い、商あきないの世界に身を置く連中は骨の髄ずいから人を出し抜ぬくことに喜びを見み出いだしている。

　そんな世界で莫大な富を築き上げているポーストが、真しん剣けんにクースラの目を射抜いている。

　クースラは、小手先の技術で対たい抗こうできる相手ではない、と背筋が勝手に伸のびていた。

「この最後の二枚は、しばらく伏ふせておこうかと思う」

「っ、それは──」

「ああ、もしかしたらこの先も日の目を見ないかもしれない。だが」

　ポーストは顔をしかめている。本来は天てん秤びんにかけられない重さのものを、必死に比べなければならない立場の人間だけが浮かべる表情だ。

「だが、それで多くの錬金術師たちの立場が救われるのであれば、私はあえて君に恨うらまれよう」

「……」

「騎士団はあまりにも大きくなりすぎ、戦では強くなりすぎた。手段を問わず、という時代は過ぎ去った。もちろん、戦はそれほど生ぬるいものではないが、その生ぬるくない戦は騎士団本部からあまりにも遠くなってしまった。もう、その喧けん噪そうは届かないのだ。残念なことにな」

　誕たん生じよう、成長、拡かく大だい、保身。

　お決まりの流れは、どんな組織だろうと、抗あらがえない。

「血なまぐさい話や、世間に顔向けできない類たぐいの話は、この先ますます忌き避ひされることになるだろう。だが、君たちは生き延びなければならない。騎き士し団のためにも、君たち自身のためにも」

　クースラは反論のかけらも手に入れることができず、ずっと黙だまっていた。

　ポーストはそれを、首しゆ肯こうの代わりと取ったようだ。

「このことを真っ先に私に知らせてくれた君の誠意には敬意を表する。私はできる限り君たちを厚こう遇ぐうしよう。札つきという話だが、この町の後のことについては、期待していてくれ。私が全力で後押ししよう。忠義には、恩賞をもって応こたえなければな」

　言葉遣づかいこそ立派なものだが、要するに口止め料ということだ。

　しかし、クースラには、この場でポーストに抗こうする術すべがない。

　トーマスの研究のすべてが詰つまった羊皮紙は、ポーストの机の上にある。

　今や海かい峡きようを挟はさんだ島以上に遠い場所に行ってしまったそれを、クースラは目を細めて見つめている。

「ご苦労だった」

　その言葉は、会話の終わりを意味している。

　クースラは一礼をして、部屋をあとにした。

　部屋を出れば、ため息が思わずついて出る。

　こういう可能性は十分にあった。そのことは、最初からわかっていたことだ。

　だからだろう。

　ポーストの執務室を出て、長い廊ろう下かの角を曲がったところにいたのは、怒おこっているでも呆あきれているわけでもない、ただ表情を消している、ウェランドだった。

「手ぶらだねえ」

　寝ね不ぶ足そくのせいでいつも以上に汚きたない恰かつ好こうのウェランドは、物もの乞ごいと言われたっておかしくない。

「取り上げられた」

「ふん」

　クースラは足を止めることなく、ウェランドもすぐに壁かべから体を起こし、隣となりにつく。

「トーマスを殺したのは、聖歌隊の連中だろうと」

　それだけ言えば、ウェランドにはすぐに通じるはずだ。

「どうするんだよお……？」

　静かな屋や敷しき内でなくても、錬れん金きん術じゆつ師の喋しやべり方はどうしてもぼそぼそとしたものになりがちだ。

　どこで誰だれが聞き耳を立てているかわからない。

「どうするもこうするもない。俺たちは錬れん金きん術じゆつ師だ」

　騎き士し団から工こう房ぼうをあてがわれ、豊富な資材と資金を与あたえられ、教会の異い端たん審しん問もんからは守られる。町の職人たちは、自分たちの仕事のための金を借りているせいで、代々の工房の秘密を錬金術師に召めし上げられる。

　だとすれば、職人たちの比ではない恩おん恵けいを騎士団から被こうむっている錬金術師は、どれほど頭を低くするべきか。

「……クースラ？」

「俺たちのするべきことは、決まっている」

　屋や敷しきの立派な中庭には、この寒さの中でも青々と葉を生い茂しげらせる木が植わっている。

　クースラは、ガラスの窓の向こうにある木を眺ながめ、それからウェランドを見た。

「俺たちがするべきことは、いつだって覚かく悟ごだ」

「っ」

「あれの写し、作ってあるんだろう？」

　ウェランドの手はインクで真っ黒で、その目の下はクマで真っ黒だ。

「俺たちは錬金術師だからな。マグダラへの道は、何ものも妨さまたげることなどできない」

「そうこなくっちゃあ」

　ウェランドは笑いながら言って、「ただ」と続けた。

「ん？」

「懸け念ねんはあるねえ」

　ウェランドは視線を中庭に向けて言う。

「懸念？」

　クースラは聞き返し、ウェランドの視線の先を追う。

「あれをどうするか、だよお」

　そして、ウェランドは静かに肩かたをすくめた。

「見張りの目的は、あの羊皮紙の中にこそあるからねえ」

「当然、誤ご魔ま化かすさ」

　誤魔化す以外に選せん択たく肢しはあり得ない。

　クースラが当然だろうとばかりにウェランドを見ると、ウェランドは口元に皮肉げな笑えみを浮かべて、クースラの背中をポンと叩たたくと歩き出す。

「先に工房に帰ってるよお」

　振ふり向きもせずに言って、手をひらひらと振っている。

　置いて行かれたクースラは、その背中に文句を向けようとして、やめた。

　自分の仕事をきっちりやれ、ということだからだ。

　クースラの視線は再び中庭の隅すみへ。

　そこには、この寒い中、庇ひさしの下に座り込んでいる、フェネシスがいたのだった。







　クースラが側そばに立つと、ようやくフェネシスは顔を上げた。

　ちょうど午前中の太陽が逆光になっていたようで、眩まぶしそうに目を細めていた。

「あ……」

　そして、クースラとわかると、慌あわてて目元をぬぐって、鼻をすすり上げた。

「こんなところでなにしてるんだ？」

「あ、あなたには関係のないことです」

　騎き士し団本部の中庭、つい今しがたクースラがポーストと話をしていた部屋の近くの庇の下で、フェネシスは座り込んでいた。村から奉公に出て来て、仕事の辛つらさにめげそうになっている小こ娘むすめのように。

　急に立ち上がり途と端たんにふらついたのは、立ちくらみだろう。

　クースラは慌あわてて支えたが、体は驚おどろくほど冷えきっていた。

　長い間ここにいたらしい。

「てっきり工こう房ぼうに行ってるもんだと思ったが」

「……あ、あなたこそどうしてここに」

「ご主人さまへの挨あい拶さつを欠かさないのは、僕しもべとして最低限求められることだろう？」

　クースラが言うと、フェネシスは苦しそうな顔をする。

「まあ、お前ほどじゃなさそうだが」

　そして、顔をうつむかせる。

「昨日のことは、冗じよう談だんでもなかったみたいだな」

「……」

「錬れん金きん術じゆつ師と遊んでないで、お前の使命を思い出せ、てところか？」

　フェネシスのことだから、きっと昨日の出来事をそのまま馬ば鹿か正直に伝えたのだろう。錬金術師と作業をして、思いのほか楽しかったです。とかなんとか。

　当然、フェネシスに期待されている任務ではない。

　しかも、フェネシスが手伝っていたのは、まさしく彼らが懸け念ねんを抱いだくトーマスの冶や金きん記録の再現作業なのだから、上役の呆あきれと怒いかりは想像するまでもない。

「わかっているなら……聞かないでください」

「ふん？　けど、そうだったらこんなところで油を売っているのを見つかったほうがまずいだろ。それに、風か邪ぜもひくぞ」

「……」

　クースラが背中を軽く押すと、フェネシスは少しだけためらった後、歩き出した。

「油を売るといえば、確かに油と一いつ緒しよだな」

「……え？」

　中庭から廊ろう下かに入り、そのまま誰だれとも会わずに外に出た。

　屋や敷しきの中には毎日忙いそがしく立ち回る人員が山といるはずだが、広すぎるせいか、いつ来ても静かだった。

　クースラは、その静けさの中で頭を切り替かえる。

　フェネシスを誤ご魔ま化かし、うまく誘ゆう導どうしなければならない。

　トーマスの冶や金きん記録は、決して政治的な理由などで暗がりにしまわれるべきものではない。

「上は、押し潰つぶして絞しぼれば、必ずなんらかの成果が出ると信じている」

「……」

　フェネシスはクースラを眩まぶしそうに見上げ、それから、悔くやしそうに口元を歪ゆがめた。

「あなたの言葉にほっとしている自分が情けないです」

「どうせまたいい加減な嘘うそだから？」

「違ちがいますか？」

　挑ちよう戦せん的な目つきなのに、クースラは思わず笑ってしまう。

　それは、フェネシスの見た目にそぐわない、という意味ではない。

　ずいぶん距きよ離りが近くなっていたんだな、と気がついたのだ。

「嘘ではないが、俺たちはそういう上役をいつも出し抜ぬいて、虚こ仮けにしてきた。だから、それができずにめそめそしている奴やつを見ると、呆あきれて苛いら立だちすら覚える」

「……」

「上役の期待に応こたえられないことがそんなに辛つらいか」

　フェネシスはクースラのことを睨にらみつけようとして、失敗していた。

　屋敷を出て、活気に満ちた町に出る。

　権けん謀ぼう術じゆつ数すうなどとは縁えんの遠い世界がそこにはあるのに、どうしてこんな生き方をしているのだろう、とふと思うことはある。

　そんな町の道みち端ばたでは、串くし刺ざしになって焼かれた豚ぶた肉にくの香こうばしい匂においが漂ただよっている。クースラはそちらに視線を向けながら、言った。

「適当にあしらっておけばいいんだよ、そんなもん」

　短く言いおいて、結局我が慢まんができず屋台に寄って、串を二本買う。油の滴したたる良い豚肉で、寒い中食べるには最高の代しろ物ものだ。フェネシスは先ほどの場所で立ち止まっていて、肉を頬ほお張ばるクースラを見ると、蔑さげすむように言った。

「あなたとは立場が違います」

「ふん？」

　クースラはそんな疑問符ふを、串と共に向けた。

　フェネシスは苛いら立だたしげな顔を隠かくしもしなかったし、肉は食べません、ときっぱり拒きよ絶ぜつした。

「あなたとは、違ちがいます」

　胸のあたりのローブをギュッと掴つかみ、心臓の痛みを堪こらえるように繰くり返す。

　クースラは肉を食はみ、食い終わった串くしは野の良ら犬いぬに向かって放ほうり投げた。

「ある人物が奴ど隷れいであるかどうかは、そいつが自分のことを奴隷だと信じているかどうかにかかっている、と聞いたことがある」

「……」

「俺には、そこまで思い詰つめる理由がわからんがね」

　そして、思い詰められると困る。これまでのように、椅い子すの上でうたた寝ねして、見過ごしてもらわないとならない。

　クースラは二本目の串も食べ終えて、今度は喉のどが渇かわいてしまう。寒さの中、白い湯気をたゆたわせる大おお鍋なべの中では、取っ手付きの壺つぼに入れられた葡ぶ萄どう酒しゆが温められている。クースラは立ち止まり、フェネシスを見ながらそちらを指差した。

　フェネシスは眉まゆ根ねにしわを寄せたが、すぐに首を横に振ふらなかった。

　迷うということは、弱さがあるということだ。フェネシスは結局、小さくうなずいた。

「神へ感謝して」

　軽く木の器をぶつけながら、クースラは言った。フェネシスは一口すすったまま、湯気の立つ葡萄酒をうつろな目で覗のぞき込んでいる。その様子を見れば、フェネシスがどれだけ怒おこられ、どれだけ自分の不ふ甲が斐いなさに落ち込んでいるかわかるというものだ。

　ポーストが言ったとおり、真ま面じ目めだけが取とり柄えで、取ってこいと言われたら忠実な犬よりも忠実にどこまでも行く、愚ぐ直ちよくで哀あわれな信徒の見本みたいなものだった。

　なにがそんなにフェネシスを駆かり立てるのか、正直クースラにはわからない。

　わからないが、自分のすべきことはわかっている。

　上役に叱しかられ落ち込んでいるフェネシスを丸め込んで、連中のことなど無視しておけばいいと誘ゆう導どうすることだ。どうせ世間知らずゆえに視野が狭せまくなっているだけなのだ。

　クースラは酒をすすり、ひとまずフェネシスが落ち着くまで道行く人を眺ながめていた。

　ただ、そうしていると不思議な気がしないでもない。

　それは、あの羊皮紙に書かれていたたった一言を伝えれば、フェネシスは自分の役目を果たすことができる、という事実があるからだ。そのことを考えると、クースラは世の中の出来事の脆もろさや危あやうさというものを改めて認にん識しきする。

　たった一つの事実を知るか知らないかで、その人物の立場が天と地ほどにも変わる。その事実を知らないがゆえに、上役に叱られたフェネシスは、寒空の下、中庭の隅すみで落ち込んでいた。

　しかも、事実を知る者と知らない者との間にあるのは、手を伸のばせば届いてしまうような距きよ離りだけなのだ。それが、とても不思議な気がした。

　錬れん金きん術じゆつ師の性さがなのか、クースラは自分が知っていることをひょいと伝えてみたくなる。するわけのないことを夢想して、少しだけ意地悪な笑えみを口元に浮かべる。フェネシスがぽつりと口を開いたのは、クースラがそんな笑みを酒で洗い流そうとした時だった。

「あなたは自由ですね」

　短い一言だった。

「ん？」

「自由ですね、と言いました」

「……」

　クースラは止まっていた手を動かし酒を飲み、この場にフェネシスを置いて行こうかどうしようか真しん剣けんに考えた。

「人それぞれ、制約はあると思うんだがね」

　その中でどうすべきかだろう。

　クースラは自分の運命を自分で切り開いてきた自信から、そう思う。

　他人の庭を羨うらやんでいるばかりの相手とは、話したくない。

　ただ、クースラの言葉に、フェネシスは疲つかれたように笑った。

「そういう意味ではありません」

　ではどういう意味だ。クースラが質問の代わりに視線を向けると、フェネシスはもう少しだけ葡ぶ萄どう酒しゆを飲み、言った。

「聞きましたよ、マグダラのこと」

「……は？」

「錬金術師が追いかけるマグダラの地。それって」

　フェネシスは呆あきれ笑うように、小さく微ほほ笑えんでいる。

「夢のことだって」

　その笑みは、ぞっとするくらいフリーチェの笑顔と似通っていた。

　一言で言ってしまえばただの夢を、あえてマグダラの地と呼ぶ錬金術師の習慣を、フリーチェは可か愛わいいと笑っていた。

「マグダラの地を追いかけるあなたたちは、本当に自由だと思います」

「馬ば鹿かにされているようにしか聞こえんね」

「そのためには神を冒ぼう涜とくすることすら恐おそれない姿勢は、確かに理解しがたいものがあります」

　フェネシスは楽しそうに喋しやべっている。

　けれど、それはひどく不安定なものに見えた。酒で少し頬ほおが赤くなっているからだろうか。

「でも、やっぱり自由です」

「なぜそう思う？」

「なぜって……それは……」

　フェネシスは喋しやべりながら目を閉じて、自分の頬ほおに右手を当てている。

　その様子はすっかり酔よいが回っているようにも見える。

　ただ、その口から出た言葉は、酔っているとはとても思えないものだった。

「夢が叶かなったかどうかを判断するのは……自分、だからでしょうか」

「……難しそうな話だな」

「茶化さないでください。本気なんです」

　フェネシスはクースラを睨にらんでくるが、それも長続きしない。すぐに顔が崩くずれて、へらへらとした笑えみになってしまう。クースラではなく、フェネシスの顔が、だ。

　クースラは少しだけ不安になった。

　酔いすぎなのではないか、という不安ではない。そうではなくて、フェネシスは予想していたよりも深く思い詰つめていたのではないか、と思ったからだ。

　その不安定で不似合いな笑みは、捨すて鉢ばちになった笑みに見えた。

「私は、この仕事で失敗したら、今の修道院を追い出されるんです」

　こくり、と小さく喉のどを鳴らして酒を飲む。クースラが言葉を見つけられなかったのは、フェネシスの様子の深刻さと、その口調の軽さが、うまく釣つり合あわなかったからだ。

「そんなことで錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうに？　と思ったでしょう？」

　隙すきだらけでからかいの対象以外の何ものでもなかったのに、図星を指されてクースラは少し戸と惑まどう。

「私もそう思うんです。でも、また新しい修道院に入れたとして、きっとそこもまた追い出されるんです。これまでもずっとそうでしたし、あなたたちが言うように……これからもずっとそうでしょうね」

　クースラは言葉を挟はさめない。

　そして、フェネシスも言葉を止めるつもりはないようだ。

「私は、こちらの人たちが約束の地と呼ぶ場所の近くから来ました」

　クースラは素す直なおに驚おどろく。フェネシスの横顔を見ても、フェネシスは微ほほ笑えんだまま通りの雑ざつ踏とうを眺ながめている。

「確かに……フェネシスなんて名前は、こっちでは聞かないな」

「遠い、遠い東方の地です」

　フェネシスは目を細め、懐なつかしそうにしている。

　ただ、クースラはそのたった一言で、フェネシスという少女のローブが一枚剥はがれたような気がした。

「お前、改宗者か」

　フェネシスは小さく体をすくめ、それから、にへら、としまらない笑みと共にクースラを見た。

「信用のならない元異教徒の小こ娘むすめ。どこに行っても、そう見られます」

　そういうことかと、今度はクースラが目を逸そらす番だった。

「でも、私は異教徒ですらなかったんです。もう何十年も戦いくさの嵐あらしが吹ふき荒あれるあの地で、私の一族は流る浪ろうの民たみでした。忌いみ嫌きらわれる呪のろわれた血筋。平時ですら謂いわれのない罪と共に処しよ刑けいされることがあったみたいです。それがあの信しん仰こう戦争で加速し、逃にげる先々で一人減り、二人減り、私が最後の町に辿たどり着いた時には、私が唯ゆい一いつの生き残りでした」

　どこの国、どこの地方、どこの集落でも、必ずそういう奴やつらはいる。過去になにかをしでかしたとか、たまたま忌き避ひされるような職に就ついていたとか、理由はいくらだってある。

　その上、ここでは東方から連れて来られた人間は十じつ把ぱ一ひと絡からげに元異教徒だ。疑われる理由は十分すぎるほどにある。

　フェネシスが修道院に入れられている理由は、またぞろ騎き士し団の損得勘かん定じようの結果だろう。そういう輩やからは捨すて駒ごまとして使いやすい。

　ただ、だとすればこの手の話には基本的な形がある。クースラがしかめっ面つらで酒を飲んだのは、話の流れが見えてしまったからだ。

「そして、最後に辿り着いたその町で、また私も殺されそうになりました。これまで誰だれ一人私たちのことを助けてくれませんでしたから、私はもう逃げようとすら思ってなかったんです。でも」

「騎士団が、助けた」

「……」

　フェネシスは少しだけ驚おどろく。

　それでもすぐに柔やわらかな笑えみになったのは、クースラを理解者だと見なしたのかもしれない。

　同じ、世間から爪つま弾はじきにされる者として。

「はい」

　フェネシスは憧あこがれの誰かのことを肯こう定ていする少女のように、しっかりと返事をした。

　そして、その表現はきっと間ま違ちがってはいない。

「私の呪のろわれた血筋を知っても、彼らは態度を変えませんでした。とても大事にしてくれて、私が無事に逃げられるようにあれこれ手を尽つくしてくれました。あんなに大事にされたことは、後にも先にもありませんでした」

　英えい雄ゆう譚たんに出てくる高潔な騎士の話を聞いているようだ。

　ただ、クースラは騎士団の騎士連中がどういうものかをよく知っている。

　騎士団の連中はフェネシスをある種の戦利品として扱あつかったのだろう。

　丁重に扱うはずだ。綺き麗れいなものであればあるほど、傷がなければ高値で売れる。

「それで、生まれて初めて、仲間に入れてもらえたと思ったんです」

　しかし、フェネシスの認にん識しきと現実はおそらく違う。

　それでも、クースラには真実を告げる勇気などなかった。

「それから、私は騎き士し団付属の修道院に引き取られ、素す晴ばらしい人たちの仲間になれたと喜んでいました。なにもかもが初めてのことでした。嬉うれしくって、楽しくって……」

　フェネシスは思い出に沈しずみ込むように、視線も徐じよ々じよに下げていく。

　クースラがそれに反してどんどん無表情になっていったのは、フェネシスがおめでたい勘かん違ちがいに浸ひたっているからではない。

　不幸なことに、それすらできなかったのだと、よくわかったからだ。

「でも、現実はそんなことはなくて、私は体ていよく監かん視しされているだけでした」

　そう言った後の笑え顔がおのほうが、さばさばして健全に見えた。

　それ以上に不健全なことがあるだろうか？

「でも、この仕事で成果を出せれば……もしかしたら……なんて」

「逃にげようとは思わないのか」

　クースラの問いに、フェネシスは悲しそうに笑う。

　自分がどうして馬ば鹿かなのか、知り抜ぬいている顔だった。

「私が錬れん金きん術じゆつ師のことを理解しがたいと言ったように、たぶんあなたも私のことを理解してくれないと思います。私は、仲間に入れてもらいたいんです。仲間だと認めて欲しいんです。自分には、もうここしかないんです。助けてくれたのは騎士団だけでした。私はここを追い出されたら、本当に一人になってしまいます」

　声こそ大きくなかったものの、両手で包むように持つ木の器うつわは揺ゆれ、中身が少し跳はねてこぼれていた。酔よっているし、顔も赤い。フェネシスが伏ふせていた視線を上げると、目つきは胡う乱ろんといえるほどに怪あやしかった。

　ただ、それゆえに喋しやべることができた、ということもあるだろう。

　クースラはフェネシスの手から器を取り上げ、中身を道に捨てた。

　フェネシスは泣き疲つかれたようなぼんやりとした顔でその様子を見て、クースラを見た。

「聞いて悪かったよ」

　クースラが言うと、フェネシスは物がよく見えないかのように眉まゆをひそめた。

「どうにもできないことは、聞くべきではない」

「……」

　フェネシスはクースラにすがるような目を向けていた。

　だから、その小さな唇くちびるからうわごとのように出てきた言葉にも、驚おどろかなかった。

「鉛なまりを金きんに変える錬金術師でも、どうにもできませんか」

　自分などよりもよほど世せ知ちに長たけた錬金術師ならば、うまい立ち回り方を知っているのではないか。

　もしかしたら、危険だとわかりきっている錬金術師の工こう房ぼうにやってきたのは、そんな淡あわい期待を持っていたからなのかもしれない。

　だが、そんな期待は、世間知らずの乙女おとめだからこそ抱いだけるものなのだ。

「鉛なまりを金きんに変えるのは伝説だ。真実は、鉛には元々金が含ふくまれているということだ」

　注意深く選より分け、その隙すき間まを縫ぬうように泳ぐ。

　クースラたちはそうしてきたし、これから先もそうしていく。縫うように泳ぐことに失敗した瞬しゆん間かん、心臓が止まるという意味で死ぬか、マグダラの地に向かう自由を失うという意味で、死ぬだろう。

　この世に黄金の地は存在せず、ただ、マグダラの地のみが存在するだけだ。

「工こう房ぼうに行こう。少なくとも、あそこには楽しいことがある」

　クースラはフェネシスの背中をポンと叩たたき、難しい話などなにもなかったかのように立ち上がる。フェネシスはそんなクースラを、自分を置いて行こうとする薄はく情じよう者のように見上げていた。

　しかし、一度うつむくと、よろよろと立ち上がった。何度も裏切られ、嵌はめられ、一族の人間が殺されるたびに、そうやって町から町へと渡わたり歩いていたのだろう。真に不幸なのは、そのようなことを経てきてもなお、フェネシスは蛇へびのように狡こう猾かつになれず、その純じゆん粋すいさを保ったままだったということだ。

「鉛を金に変えるのは、伝説なんですね」

「そう。錬れん金きん術じゆつ師なら皆みな、その種も知っている。だから、伝説というよりほとんど「嘘うそ」だな」

　酔よいが足まで来ているのか、フェネシスはうまくまっすぐに歩けていない。

　クースラが手を貸すと、不安になるほどあっさりと、しがみついてきた。

　人に疑われ、忌き避ひされることに慣れてきた身には、怖こわいほど無防備なしがみつき方だった。

　フェネシスが手練手管を使えるような娘むすめではない、というのはわかっている。酒と、不安と、先の見えない苦しさで、今にも押し潰つぶされそうなのだろう。

　それなのに、あるいはだからこそ、じゃれつくような軽口が、残ざん酷こくにも真実を射抜ぬくことがある。

「……嘘つきは、あなただけでしょう？」

　そのとおりだ。

　クースラは、フェネシスのどこか熱っぽくて柔やわらかい体を、片手で抱かかえるように支えながら道を歩く。ふわふわして、柔らかくて、そのくせ、力を入れればぽきんと折れてしまいそうな硬かたさが残っている。

　トーマスの冶や金きん記録に残っていた一言を告げれば、フェネシスは見事仕事を成し遂とげる。

　それで騎き士し団がフェネシスの見方を変えるだろうか？

　変えるだろう。

　騎き士し団はどこよりも功利主義的で現実的な集団だ。役に立つとわかれば、錬れん金きん術じゆつ師ですら厚こう遇ぐうする。フェネシスが首まで浸つかる鉛なまりの泉を、金きんの玉座に変える呪じゆ文もんをクースラは持っている。

　だが、クースラは口を開かない。トーマスの冶や金きん記録とフェネシスの事情を天てん秤びんにかければ、どちらに傾かたむくかは明らかだった。フェネシスがまだ幼く、保護欲をかき立てるような弱さと背せ伸のびを見せていても、天秤は冶金記録に傾いてピクリとも動かない。

　理性としてもそうだし、クースラの心としても、そうだった。

　きっと、助ければフェネシスは簡単に腕うでの中に落ちてくるだろう。凍こごえるような寂さびしさを紛まぎらわせたいという感情で、クースラの腕の中に潜もぐり込んでくるだろう。それを好意に変えるのはものすごく簡単なことだろう。

　そして、フェネシスは悪い娘むすめではない。子供じみたからかいにすぐ反応するくせに、きっと真しん摯しに向き合えばたとえ錬金術師だろうと真ま面じ目めに取り合ってくれる。まだ少し歳としが若すぎるが、人の一生が短い今の世の中、それはあまり大きな問題ではない。

　助けてやって、手元に置いておきたいと思わなくもない。

　しかし、そのことを考えると、クースラの脳裏をよぎるのはフリーチェの無残な死体を漁あさる騎士団の人間たちの姿だった。あの時、彼らの醜しゆう悪あくな背中の向こうに見えていたのは、フリーチェのあばら骨だった。人の骨は白く、フリーチェのものは特に白かった。

　クースラがその時に覚えたのは、悲しみではない。怒いかりでもない。「これほどまでに色が違ちがうのだとすれば、人の骨はやはり犬の骨とは違う効果を精錬にもたらすだろうか」ということだった。そんなことを思っている自分に気がついた時、クースラは自分は駄だ目めだと心底実感した。こんなことはまともではないと思った。

　なのに、誇ほこらしさも同時に感じていたのだ。自分は一流の錬金術師だと、ほっとしている自分もいたのだ。自分はどんな時にでも冶金のことしか考えられないのだと、言い換かえれば、たとえ恋人が目の前で殺されていても冶金のことを考え続けられるのだと、神に誓ちかえるだけの確たる証しよう拠こを手に入れられたと感じていた。

　だから、フェネシスを助けようとは思わなかった。

　助けてはならないとすら思っていた。

　そうしたら、おそらく自分は、いつかなにかの拍ひよう子しにフェネシスをどうにかしてしまうだろう、という確信があった。ウェランドは女おんな癖ぐせが悪くても、修道院の院長を殺した理由は、修道女たちを助けるためだった。それに対して、クースラはどこまでも自分のために、聖人の骨を炉ろにくべた。

　誰だれかを大事にしたいと思えない。すべてを、冶金の材料、道具にしか見なせない。

　ただ、昼も夜もなく、マグダラの地に向かうのみ。

　クースラのそんな振ふる舞まいを見て、クースラと名づけたのは、あの人でなしの師し匠しようだった。

　──お前はまるで《利子クースラ》のようだな。借金に苦しむ無む辜この民たみの横で、非情に時を刻み、生き血を吸って増え続ける高利のようだ……だが、錬れん金きん術じゆつ師には向いているだろう。

　フェネシスの相手で善役と悪役に分かれた時、クースラはフェネシスがえずくほどの醜しゆう悪あくな話を作って、ウェランドを貶おとしめた。だが、ウェランドに怯おびえるフェネシスが頼たよりにしているクースラ自身こそ、母親の腹から胎たい児じを引きずり出して実験に使える外げ道どうだった。

　鉛なまりは金きんに、金は鉛に。

　たゆたう世の中で、確たるものなどなにもない。そこで人がまっすぐに進むには、なにかが必要なのだ。フェネシスが寂さびしさを紛まぎらわせるために騎き士し団社会に執しゆう着ちやくするように、クースラはマグダラの地に執着する。似た者同士といえばそうかもしれない。だから助けてやりたいと思いながら、そうすることは絶対にできなかった。

　なにせ、まだ自分のことすら救えていないのだ。

　それでどうして、他人を気にかけている暇ひまがあるだろう？

　工こう房ぼうに戻もどる頃ころには、フェネシスには酒が回りきっていて、ほとんどクースラが抱かかえるようにして歩いていた。工房のベッドに横たえ、毛布を掛かけてやる。苦しそうな顔をしているのは、酒のせいだけではないかもしれない。

　綺き麗れいな寝ね顔がおだ、と思う。正直に言えば、可か愛わいらしいとも思う。

　それでも、フリーチェだってそうだった。ならばフェネシスだけ特別大事にできるという理由はない。

　道みち端ばたで見かけた傷ついた子こ猫ねこみたいなもの。

　助けられるのなら助けてやりたいが、現実的ではない。

　フェネシスの頬ほおを指の背で軽く撫なで、クースラは居間に戻もどる。すると、ウェランドが椅い子すに膝ひざを立てて座り、紙を眺ながめていた。

「俺がクースラを気に入っているのはさあ」

「あ？」

「見ていて飽あきないからだよお」

　振ふり向くその笑えみは、決して友情を示すようなものではない。

　この鉱物は面おも白しろい反応を示す。そういう顔だ。

「面白みとは、利用価値のこと」

「そして利用価値とは、存在意義のことだよお」

　ウェランドは、あのポーストに取り上げられた羊皮紙と寸すん分ぶん違たがわぬものを睨にらみつつ、笑いながらそう言った。クースラもまったく同意見だ。

「あれを御ぎよせるかい？」

「やるさ」

「だろうね。あの娘むすめにどんな事情があろうとも、クースラは人を人と見ない」

　ウェランドの目には、どこか羨うらやましそうな色すらある。

「歯車に殺される、と聖職者は言ったものさ。すべてが、論理と、歯車に解体されてしまう」

「人も材料の組み合わせだ。複雑な水車にすぎない」

「俺は南の工こう房ぼうで、機械仕じ掛かけの時計を見た。あれは本当に」

　ウェランドは、言う。

「クースラだった」

《利子クースラ》の名を持つ錬れん金きん術じゆつ師は肩かたをすくめ、まだインクの乾かわききらない紙を見下ろした。

「さっさと結果を得てしまおう。勘かんづかれる恐おそれがある」

「そうだねえ。ここにある奇き跡せきは、失うには惜おしい」

「それが前任者トーマスへの手た向むけになるしな」

　クースラが言うと、ウェランドはにやにやと笑いながら見上げてくる。

　クースラにはその理由がわかる。

　わかるから、怒おこらなかった。

「神学者、聖リッツィオは言ったよ。罪人は苦しんでいる。だが、人の心がないから苦しんでいるのではない──」

「わずかに残るからこそ苦しむのだ」

　ウェランドは、玩具おもちやの最高の遊び方を見つけた子供のように目を輝かがやかせている。

　苦しむクースラを見て楽しんでいる。

　ウェランドが修道女に手を出していたのも、信しん仰こうと肉欲の狭はざ間まで苦しむ修道女を見るのが堪たまらなく楽しかったからだろう。

「お前は純鉄だよ」

「硬かたくて綺き麗れいだけど、使い道は少ないよお」

　ウェランドは椅い子すから立ち上がり、伸のびをして背骨をばきばきと鳴らす。

　ここは徒弟が交代して寝ねずの番ばんをしてくれる職人の工房ではない。

　それでもウェランドはかけらの疲つかれも見せずに、むしろうきうきとしてさえいた。

「鉄を剣けんなり斧おのなりにするには、不純物を入れないとねえ。ただ、それなら不純物の残るクースラはなにになるかな？」

「決まったら、真っ先にお前で試ためし斬ぎりするよ」

「ふふ。楽しみにしているよお」

　ウェランドは言って、写しを抱かかえて階下の工房に下りて行く。

　クースラもまた一つため息をつき、階下に下りて行ったのだった。







　フェネシスは昼過ぎに起きてきた。

　まだどこかふらふらとしていたが、口数の少なさはばつの悪さかもしれない。

　昼飯用に雑ざつ穀こくの粥かゆとチーズを出したら、もそもそと食べていた。

　クースラも特に声をかけるわけではなく、淡たん々たんと作業を進めていた。作業は当然、あの冶や金きん記録の再現の続きだった。

　それをフェネシスに隠かくさないのは、フェネシスたちが追いかけているのがトーマスの冶金記録だとしても、当のフェネシスたちはそのことに気がついていないはずだからだ。

　もしもトーマスの冶金記録に自分たちの追いかける情報があるとわかっているのなら、フェネシスたちが今の今までこの記録を放置している理由がない。むしろ、クースラたちがその重要性に気がつく前に盗ぬすむなりなんなりしてしかるべきだった。

　つまり、フェネシスたちは未いまだにトーマスがどこに情報を隠したのかを掴つかみきれていないということになる。

　だとすれば、クースラとウェランドがなすべきことは、フェネシスたちが勘かんづく前に、ポーストを差し置いても記録を復元し、その内容を明らかにすることだ。

　一度頭の中に入れてしまったら、あとはすべて灰にしてしまえばいい。証しよう拠こは残らない。

　ポーストの邪じや魔まにならず、トーマスの偉い業ぎようは残り、クースラやウェランドは自分のマグダラの地へと一歩近づくことになるだろう。

　ただ、懸け念ねんはあった。フェネシスの話を聞いた後では、隠し事に良心が咎とがめるかと思ったのだ。しかし、そんなことはなかった。所在なげに椅い子すに座るフェネシスを前にしても、クースラはなにも感じなかった。

　安心感と、苦笑いが胸中に満ちる。

　これまでやってこられた。これからも、やっていけるだろう、と。

「あの」

　そんなことを考えていると、フェネシスが口を開く。

　クースラが振ふり向くと、苦しそうな顔で、フェネシスは自分のローブをきゅっと掴んでいた。

「すみませんでした……」

　クースラはフェネシスをじっと見て、それから天てん秤びんに向きなおりおもりを外しながら言った。

「酒乱の気けがあるな」

「っ」

　息を飲む音がする。

　クースラが再び振り向くと、苦しそうな顔は泣きそうな顔になっていた。

「色々我が慢まんしてたんだろう？　一度目は仕方ない」

「……」

「だが、次も飲んでまたあれこれ吐はきたくてしょうがなくなったら……酒を飲むのをやめるか、生き方を変えることをお勧すすめするね」

　外したおもりを替かえ、反対側がわの量り皿には鈍にぶい金色の鉱石を載のせる。

「まあ、こんな世の中だから、それもまた難しいだろうがな」

　クースラが三たび振ふり向くと、フェネシスはうつむいていた。

　監かん視し対象の前で酒を飲み、自分の過去をべらべら喋しやべってしまうなど、最悪だ。

　もちろん、なにかの効果を狙ねらってそうしたのならその限りにないが、あの時のフェネシスは本気だった。クースラだって、あれが演技なら、騙だまされてもいいとすら思う。

「気に病やむな。俺はいちいち上に報告しないから」

「っ」

　クースラがにやにや笑いながら言うと、フェネシスは舌でも噛かみ切ったかのように体を固くしてうつむいていた。

　相手の所業に悪徳がないかと目を見張る立場の者が、自分の失敗を監視対象に見逃のがしてもらう。まともな聖職者なら耐たえがたきことだろうし、フェネシスはまたそういう意味でまともだったらしい。

　わなわな体を震ふるわせていたが、悪いのは自分なのでどうしようもない。

「まあ、それに悪いことばかりじゃないと思う」

「……？」

　自責の念に今にも押し潰つぶされそうなフェネシスが、光のない瞳ひとみを向ける。

　クースラは小首をかしげ、言う。

「苦しむ乙女おとめは嫌きらいじゃないからな。俺の心証は良くなった」

「……」

　フェネシスはなんと言っていいのか、どんな顔をすればいいのか計りかねていた。

　結局、堪こらえきれないように唇くちびるが勝手に笑えみの形になり、負まけ惜おしみのように言う。

「あ、あなたの言葉は、金こん輪りん際ざい信用しないと言いました」

「ああ、俺は嘘うそつきだからな、嘘しか言わない」

「自分でそれがわかっているのなら、どうしていつも嘘ばかりつくのですか」

「それはおかしい」

「なにがですか」

「どうして俺は嘘つきなのに、嘘しか言わないという言葉を信じるんだ？」

　フェネシスはそこまで言われて、ふと、きょとんとした。

「あ、れ？」

　嘘つきだから、嘘しか言わない。全体としてその言葉が正しければ、クースラは嘘つきなのに、真実を言っていることになる。それはおかしい。なのにこの言葉そのものが嘘だとしたら、クースラは嘘つきではないことになる。

　フェネシスは「あー」とか「うー」と唸うなって、なにがおかしいのか気持ち悪そうに顔を歪ゆがめている。クースラがそんな様子を見てくつくつ笑っていると、フェネシスは馬ば鹿かにされていると気がついたらしい。頬ほおを赤くして、椅い子すから立ち上がっていた。

「わ、私になにをしたんですか。なんなんですかこれは」

「鉛なまりは金きんに、金は鉛に。嘘うそは真実に、真実は嘘に」

「う～……」

　唸うなるフェネシスに、クースラは量り皿から砕くだいた黄おう鉄てつ鉱こうを外しながら、言ってやる。

「どうだ？」

「…………………………なにがですか」

　たっぷりの間を開けて、フェネシスはクースラに挑いどむように問いかける。

「まだ、自分の失敗を思い悩なやんでるか？」

「……」

　寝ね起おきに鼻を爪つま弾はじかれた猫ねこみたいな顔をして、フェネシスは呆あつ気けにとられていた。

「人の悩なやみなんていうのは大たい抵ていがその程度のものだ。自分が思っているほど、特別な問題というのは少ない」

　フェネシスはそのことを認めたくないような顔をしているが、それはたぶん、どちらかというとクースラにそんなことを言われるのが嫌いやだ、ということなのだろう。

「もっとも、だからといって」

　クースラが言葉を続けると、フェネシスはまだなにかあるのかと身を引いていたが、クースラは構わずに続ける。

「深刻な問題が軽くなるわけではない。この世に仲間と思える者がいないのは辛つらいことだ」

「……え」

「祈いのりの世界にいづらくなったら、こっちに来ればいい。楽しさは体験ずみだろ？」

　自分が笑え顔がおを浮かべている、とわかるくらいの作った笑顔をフェネシスに向けた。

　フェネシスにはそれが嘘か真まことかなどわかりはしない。

　ただ、そんなことは関係なかったのかもしれない。

　しばらくもぞもぞとした後、自分自身を呆あきれるように、言っていた。

「嘘だとわかっていても……優やさしくされると、駄だ目めですね」

　それは嘘なのか。嘘だとしたら、全体としての真しん偽ぎはどうなるのか。またその逆は？

　クースラは、考えたくもない。

　世の中で確たるものなどない。

　だからこそ、その確たるものを得たくて、マグダラの地を目指すのだ。







　真しん鍮ちゆうと黄鉄鉱を二つ並べ、見分けがつくような輩やからはほとんどいない。

　金と並べたって難しいかもしれない。

　なのに、加工をした時の振ふる舞まいというものは極きよく端たんに違ちがう。

　その点、黄おう鉄てつ鉱こうの気難しさは真しん鍮ちゆうの比ではない。

　夜の到とう来らいを告げる教会の鐘かねが鳴る頃ころにいつもの迎むかえがやってきて、フェネシスは幾いく分ぶん元気を取り戻もどした顔で工こう房ぼうをあとにした。

　クースラはそんなフェネシスを見送って、ウェランドと本格的に協議を開始した。

「夜にやるしかないねえ」

　とはいっても、互たがいに知識は同程度なのだ。

　結論らしきものが、真っ先にきた。

「送風口をいじくっても駄だ目めか」

「水車の水の中に全部煙けむりをくぐらせればあるいは、とも思うけど……たぶん、そんなことをすれば排はい気きが悪くなって炉ろの中の様子が変わる」

「けど、硫黄いおう臭しゆうだけは隠かくしようがないからな……」

「夜の間にやって、人が起き出す前に終えるしかない。それに、昼間はあの子の目もあるよお」

　やはり夜しかない。

　ただ、問題がある。

　黄鉄鉱は腐くさっても鉄で、鉄を精せい錬れんするには長い時間がかかる。その間もずっと、不純物の除去や炉の温度の調整のためにつきっきりで見ていなければならない。

　夜中の間ずっとそんなことをして、体が保もつのはせいぜい二日か三日だ。

　昼間は昼間で別の作業をして誤ご魔ま化かさなければ、フェネシスはともかくポーストに怪あやしまれる。ポーストとしては本当に錬金術師のことも考えているのだろうが、結局のところは自分の首を絞しめかねない知識として封ふう印いんしておきたいのだろう。当然、クースラたちにだって知られたくないという十分な動機があるから、勘かんづかれるとまずいことになる。

　ただ、作業の都度炉の中を綺き麗れいにしたりふいごを片づけたりしていれば、正味の作業時間などどんどん減っていく。

「残された方法は、二つかねえ」

「ぶっ倒たおれるまでやるか……開きなおって昼間にやるか、か？」

　クースラが目を向けると、ウェランドは目を合わせないままにうなずいた。

「昼間もぶっ通しでやれば、多分二日で終わる分量かなあ……と思う」

「だが、昼間は人の目、あるいは鼻がある」

　フェネシスはなんとでもなる。問題は立ち上る硫黄臭で、その手の話は間違いなくポーストの耳に届く。そうすれば、トーマスの冶や金きん記録の続きをやっている、と即そく座ざにばれる。

「まあ、夜にするしかないかあ」

　ウェランドは言いながら、晩飯の燕えん麦ばくパンをばきりと噛かみ割った。腹もちがいいと言って、安くてまずく、岩のように固いそのパンを好んで食べる。

「手順を再構成して、工程表を作ったほうがいいな。加熱が終わらないうちに朝がくればすべてが無む駄だになる」

「うん」

　ウェランドはうなずき、クースラは羊皮紙ではなく紙を用意し、必要な工程を書き込んでいく。トーマスの冶や金きん記録が不気味なほどに正確なので、時間の見積もりに関してはかなり信しん頼らいが置ける。

　しかし同時に、まじり気のない鉄に仕上げるまでにはいくつも工程があり、作業を長く続けていればそれだけ見つかる可能性も高くなるわけだが、焦あせりすぎても冶金の結果をうまく出せるかがどうか怪あやしくなる。

　二つのうまい釣つり合あいの点を見つけ出すにはどうすればいいか。

　クースラが書き出した工程を眺ながめていると、ふと、ウェランドが言った。

「なんか、懐なつかしいね」

「あ？」

「あの糞くそ師し匠しようを毒殺しようとした時のことを思い出すよお」

　クースラはウェランドを見つめ返し、苦笑した。

「あれは、最後にばれて捕つかまっただろう。縁えん起ぎでもない」

「いやいや、あそこまでうまくいきかけても水すい泡ほうに帰すことがある、と学べたと思うべきさあ」

「前向きだな」

「過去の経験を生かす、と言って欲しいねえ」

　クースラは肩かたをすくめ、「同じ轍てつを踏ふまないようにお前も考えろ」と言った瞬しゆん間かんだった。

　二人揃そろって、野山の小鳥のように首を伸のばした。

「っ？」

　クースラがウェランドを見れば、ウェランドは天てん井じようを見ていた。

　軽い、こんこんとなにかを叩たたくような音。

　鳥か、ネズミか。

　そう思っていると、また、木を叩く音。

「上……扉とびらじゃないかよお」

「来客？　こんな時間に？」

　市場はだいぶ前に閉まり、外はすっかり暗くなって人が出歩くような時間ではない。

　しかし、またしても音がして、今度ははっきりとノックだとわかった。

「俺が行こう」

　クースラは立ち上がり、目くばせするとウェランドもうなずいて立ち上がる。灯あかりを消して、水車のほうに中ちゆう腰ごしで歩いて行った。

　トーマスはこの町で殺された。そして、ポーストは二人に言った。

　暗殺と毒殺の技術で身を守れ。

　クースラは腰に提さげている短たん剣けんの柄つかを握にぎり、ゆっくりと階段を上っていく。控ひかえめだったノックは苛いら立だたしげに強くなり、間かん隔かくも不規則だった。

「？」

　襲しゆう撃げき者にしては妙みようだ。クースラがそう思うのと、ノックがやむのは同時だった。不意に静けさが訪おとずれ、クースラは息を飲む。

　だが、その直後に聞こえたのは、こんな音だった。

「ひっ……くしゅ……」

　襲撃者なら、大した演技だ。クースラは短剣の柄から手を離はなし、大おお股またに歩いて扉とびらに向かい、内側がわの鍵かぎを外して扉を開けた。すると、外そと壁かべに背を預けて座り込もうとしていたフェネシスが、変な姿勢のまま固まっていた。

「忘れ物か？」

　そう尋たずねるのだが、フェネシスは忘れ物を取りに来たどころか、荷物を抱かかえている。

「えっと、あの……」

　夜の帳とばりが下りてから、荷物を抱えた娘むすめが戸口の前でうつむいている。

　フェネシスがなぜ来たのか、その意図がどれほど透すけて見えていようと、追い返すことはクースラにはできなかった。

　扉を閉じると、椅い子すに座ろうともせず、フェネシスは言った。

「私がなにも見つけられないのは、あなた方が夜に悪徳をなしているからだ……と」

「だから、泊とまり込めって？」

「……はい」

　クースラがため息をつくと、フェネシスはおどおどする。

　ため息の理由は、いくつかが錯さく綜そうしている。

　しかし、その最大のものは、フェネシスが上役に、男しかいない工こう房ぼうに泊まり込めと命じられるままにのこのこ来たことだ。クースラはフェネシスに、信用されていないのが嫌いやなら逃にげろと言った。フェネシスは、それでも認められたいのだと言った。

　自分でも、ここまで身を挺ていすのは馬ば鹿かだとわかっているのだ。

「なにが起きても知らんぞ」

「っ……」

　フェネシスは一いつ瞬しゆん息を詰つまらせたが、クースラを上うわ目め遣づかいに見て、言う。

「あなたなら……信用できるかと……」

「そういうところだけ信用するのかよ」

　苦笑まじりに言ってやったが、実際のところフェネシスがクースラの言葉を疑ったことなどほとんどないだろう。疑っているつもりなのに、言われるままに信じてしまうあどけなさ。

　自分の手元であれば、それは御ぎよしやすくていじると楽しい玩具おもちやだが、他人に操あやつられているとこれほどまでに腹が立つのは不思議なことだ。

「でも、追い返せば、行くところなんてないよな」

　質問に、フェネシスは目を伏ふせて、うなずく。上役のところに戻もどれば叱しつ責せきが待っているだろうし、かといって町に知り合いなどいないだろう。

　クースラはもう一度ため息をついて、階下に向かって声を張り上げた。

「ウェランド！」

　なんだよー、と間の抜ぬけた声が聞こえて、クースラはさらに言った。

「無む垢くな乙女おとめがご宿しゆく泊はくだ！　絶対に上には来るなよ！」

　クースラが言うと、しばらく間を開けて、ひどいよー、と聞こえてきた。

　ただ、これはあまり冗じよう談だんでもない。好きな者を好きなように愛めでるだけ、のウェランドは、本人にそんなつもりがなくても手が勝手に伸のびるということが本当にあり得る。

　クースラはそれを考えると、不思議なほどに心配になる。

　多分、妙みような保護欲が湧わいてしまっているのだろうが、どことなく独どく占せん欲にも似ている。

　そのことに気がつき、そんな感情を抱いだく自分自身に呆あきれてしまう。

「これで、二人がかりで無理やり、という状じよう況きようはなくなったな」

　わざわざ脅おどかす必要もない。投げやりな言い方ですら、フェネシスは目を白黒させている。

　悪い事態、というのを想定できていないわけではないのだ。

　それでもなお命令に従って工こう房ぼうに来るほどに、フェネシスは上役に気に入られたがっている。単に、彼らに認められ、その仲間として生きていくために。

「俺たち並みに馬ば鹿かだよ、お前は」

　クースラが言うと、フェネシスは顔をうつむかせたまま、反論しなかった。
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　少し酒の回った足を引きずり、クースラが階段を上って居間に戻もどって来たのは、草木も眠ねむる時刻だった。フェネシスを一階の寝しん室しつで寝ねかせた後、工こう房ぼうの一番下の炉ろの前で、ウェランドと話し合っていたのだ。

　最悪の頃ころ合あいで最悪の横よこ槍やりを入れられた。まさかポーストが対立する祈いのりの連中に情報を流すわけがないから、本当に偶ぐう然ぜんと考えていいだろう。

　ただ、だからこそ困るということもある。相手が悪意を持って来ていれば、まだ取引の余地があるからだ。祈りの連中は、トーマスがどこに記録を残したのか掴つかみきれず、やきもきしているに違ちがいない。かといって手て荒あらな手段に出るにはポーストという瘤こぶが大きすぎるし、そんな手段を取るに足るほど決定的な情報もないのだろう。もしも力任せに工房を襲しゆう撃げきしてなにも出なかったら、どんな報復を受けるかわからないからだ。

　とはいえ、クースラたちだって、トーマスの残した羊皮紙の最後の二枚の写しを持っているだけだった。黄おう鉄てつ鉱こうの精せい錬れん実験を行えなければ暗号を解くことはできないから、一体トーマスがどんな悪あく行ぎようをなしたのかは見当もつかない。

　そのために夜に実験をしようと決めた矢先に、フェネシスがやってきた。

　夜中に水車でふいごを動かせば、いくらなんでも気づかれる。

　誤ご魔ま化かすにしたって限度があるだろうし、亜あ鉛えんの蒸留の時に馬ば鹿か正直に楽しかったことを報告して怒おこられたフェネシスのことだから、ありのままを報告するだろう。

　もちろん、トーマスの実験の続きをするのは、ほとぼりが冷めてから、という選せん択たく肢しもある。

　しかし、ポーストとしては自分の失しつ脚きやくの原因になりかねない事実を知るクースラたちは、目の上のたんこぶだろう。聖歌隊がそうしたように、クースラたちを暗殺するということはないだろうが、この工こう房ぼうから遠ざけることはあるかもしれない。

　そうなれば、冶や金きん記録の写しをうまく運び出せるかわからない。ポーストほどの抜ぬけ目めなさなら、その可能性は必ず危き惧ぐしている。

　そして、それは今まさにこの瞬しゆん間かんであっても変わらない。

　だからこそ、クースラとウェランドは焦あせっているのだ。

　トーマスの偉い大だいな功績は、信しん仰こうに反するからなどという理由で闇やみに葬ほうむられていいものではない。

　ましてや、他ほかの錬れん金きん術じゆつ師たちのことを考えて、という優等生的な判断で葬られていいものでもない。

　あの純鉄がもしもトーマスのマグダラだとしたら。

　そのことを考えるだけで、クースラには絶対にそんなことを看過することはできなかった。

　誰だれかを大事に想おもうことはできなくても、錬金術師としての誇ほこりだけは違ちがう。

　だとすれば、残される道は限られてくる。

　トーマスの冶金記録を再現しないという道はなく、かといってポーストは懐かい柔じゆうのしようがない。でも、フェネシスならば。

　ウェランドはその限られた道を一いち瞥べつして、ためらうクースラにひょいと言ってのけた。

　──手を出しちゃえばいいんだよお。口を封じるには良い手段だあね。

　遠からずそういう結論になるだろうとわかっていたからこそ、クースラは酒を手にしていた。

　──そんなに寂さびしがってるなら、むしろそうしてあげたほうがいいような気もするけどねえ。

　いつもの飄ひよう々ひようとした感じで、ウェランドは言っていた。

　俺が代わりにやろうか？　と言わなかったのは、ウェランドなりの気の回し方だったのかもしれない。ウェランドは目ざとい。クースラがフェネシスのことを妙みように気にかけているのを、すぐに感じ取ったのだろう。

　だが、クースラは居間を抜け、寝しん室しつの扉とびらを開けて、少しだけ眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

　ベッドで寝ねろと言ったのに、フェネシスは壁かべ際ぎわで丸まっていた。いつもそうしているから、自分にはこれが相応ふさわしいのだというように。

　それでもこの寒さだ。旅慣れた輩やからならともかく、そう簡単に底冷えする床ゆかの上で眠ねむれるわけがない。実際に、フェネシスが体を震ふるわせているのは暗くら闇やみの中でもわかった。

　クースラはいったん居間に戻もどり、湯を沸わかしてから蝋ろう燭そくと共に寝室に入った。

「風か邪ぜひくぞ」

　その言葉に、フェネシスは寒さでうまく体が動かないといった感じに、顔を上げたのだった。







　寝しん室しつの壁かべに背をつけ、二人で一枚の毛布に入っていた。

　壁に背をつけていたのは、炉ろの煙えん突とつとつながっていて暖かいため。一枚の毛布に入っていたのは、フェネシスが雪山で遭そう難なんしたみたいに震ふるえていたからだ。

　酒を飲ますとまたろくなことにならなそうだったので、茶を煮に出だしてやった。

　しばらくすると、毛布と壁の暖と茶で、氷が溶とけるように鼻をぐずぐずいわせ始めていた。

「落ち着いたか？」

　こくりとうなずく様に、クースラは呆あきれてため息をつく。

「もう少し自分を大切にしたらどうだ」

　いくつもの意味を重ねて言ったが、フェネシスはすぐに返事をしない。

　ようやく返ってきた言葉も、こんなものだった。

「あなたに、言われたくありません」

　確かに、マグダラのためにすべてを投げ出している錬れん金きん術じゆつ師には言われたくない一言だろう。

「で、落ち着いたんなら、今度こそそっちで寝ねてくれないか」

　クースラがベッドを指差しながら言うと、フェネシスはそちらを見てから、顔を曇くもらせてうつむく。

「安心しろ。俺は下で寝る」

「えっ」

「炉の余熱があるからな。ウェランドのいびきさえ我慢すれば下のほうが暖かい」

　嘘うそではない。

　ただ、クースラの顔を見上げていたフェネシスは、それでもやがて目を逸そらして、うつむいてしまう。クースラは、冗じよう談だん気味に言った。

「それとも、一いつ緒しよに寝て欲しいか？」

　肩かたに手を回すとその小さな体がさらにすくむ。

　どんな食べ物も、温めると柔やわらかくなってよい香かおりがする。フェネシスの体も、冷えきってがちがちになっていた時よりも、柔らかく、それにどことなく甘い香りがした。たぶん、聖職者が祈いのりの際に焚たく乳にゆう香こうの香りが染しみついているのだろう。

「……」

　フェネシスは、うつむいたまま返事をしない。

　クースラは、思わず笑ってしまった。

「肯こう定ていと取っていいのか？」

　そして、フェネシスの小さな顎あごをつまんで自分のほうに向かせて、その笑えみも固まった。

　戸と惑まどい？

　違ちがう、とクースラは思う。

　諦あきらめ、迷い、その他の色々な感情をまぜた、無表情に近い、表情とはいえない表情だった。

　クースラが迷っていたのとは裏腹に、フェネシスはとっくに覚かく悟ごを決めていた。

　クースラが反射的に顎あごから手を離はなすと、ゆっくりと顎は下がっていく。

　それから、こつん、と頬ほお骨ぼねのあたりが、クースラの肩かたに当たった。

「どうして……そこまでする？」

「……その理由は、言いました」

　恋人のように体を寄り添そわせながら、フェネシスは答える。

　だが、その答え方も、息いき遣づかいも、体の脱だつ力りよくの仕方さえ、心臓の動きを止めたばかりの死体のようだった。

「らちが明かないから、体を差し出してでも罪を作ってこいって言われたのか？」

「……」

　そこまで言われたかどうかはわからない。

　ただ、業を煮にやした上役が、そういうことになっても構わない、と思うだろうことは想像できる。美人局つつもたせのようなものだ。修道女に手を出せば、世間的にはそれだけで罪になる。それをきっかけに工こう房ぼうを洗いざらい調べて、目的のものを手に入れる。そんな計画なのだろう。

　それにしても、錬れん金きん術じゆつ師の二人いる深夜の工房に、少女を一人だけ送り込むとは。

　クースラの言葉に、フェネシスはやはり反応を示さない。こんな小さい体と頭では、自分がどこでなにをしようとしているのか、本当のところを理解できていないのかもしれない。

　行けと言われたから、来た。やれと言われたから、やった。

　クースラはフェネシスの肩に回していた腕うでを戻もどそうとした。

　フェネシスの手がその腕を掴つかんだのは、その瞬しゆん間かんのことだった。

「あなたこそ、恋人を騎き士し団に殺されたと話に聞きました」

　墓場で死体を埋うめている最中に、墓穴から声が聞こえてきた。

　クースラは、いっそ口元が笑ってしまう。

「どうして、それで平気なのですか」

「……言っただろ」

「マグダラの地へ？」

「そう」

「でも」

　フェネシスは言って、顔を上げる。

　暗くら闇やみに彩いろどられたその顔は、墓の土で汚よごれた死体のようだった。

「私には、どうして平気なのか想像もつきません」

　手た向むけを欲しがっているような目を、クースラは見つめ返す。クースラは、そっと視線を逸そらしていた。こういうことは、少なくない。これから死ぬ人間を目まの当あたりにするのは、初めてではない。生死とは、心臓の鼓こ動どうの有う無むだけをいうのではない。もっと別の死に方だって、この世にはたくさんある。

　たとえば、錬れん金きん術じゆつ師がマグダラの地を諦あきらめるとか、たとえば、修道女が自分の体を売りに来るとか。

　だから、クースラは手向けとして、言った。

「鉄だよ」

「……鉄？」

「ただ、普ふ通つうの鉄じゃない。心底、馬ば鹿かげた話さ」

「……」

　つい苦笑してしまったクースラの肩かたが揺ゆれ、フェネシスはそこをじっと見る。

　再びそっと頬ほおのあたりを肩に載のせてきたのは、寝ね物もの語がたりを聞こうとする恋人のようだ。

　もっとも、クースラがフェネシスの聖歌隊への依い存ぞん心しんを見て親近感を抱いだいたように、向こうもまた同じことを思ったのかもしれない。

「笑うなよ？」

　だから、クースラは努めて軽い口調で冗じよう談だんめかして言った。

　フェネシスはクースラの肩に頬を載せて、視線は前に向けたまま、静かに言う。

「内容によります」

「オリカルクム」

　ためらわずに、むしろ早口で言ったのは、本当に大事な言葉ほど、口から出すのが難しいからだ。

「幻まぼろしの金属。あるいは神の金属。今は失われた大陸と共に沈しずんだと言われる伝説の鉄。オリハルコンとも呼ばれる、小こ僧ぞうが夢見る、竜りゆうを倒たおす騎き士しの話の類たぐいだ」

　クースラは、フェネシスがどんな返事をしてきても、そのまま口をつぐんだだろうと思う。

　錬金術師ですら、いや、錬金術師だからこそ、憚はばかるような与よ太た話ばなし。

　こんなことに命を賭かけるのか？

　すべての賢かしこい大人が目を剥むいて首を横に振ふる、そんな話なのだ。

「純じゆん粋すいなそれは、叩たたくと金より良い音がするらしい。純金の音色も、いつまでも余よ韻いんの消えない不思議な音だがな。オリハルコンの音色はその震ふるえで水すい晶しようを溶とかすとも聞く。色は希き薄はくで、大きな塊かたまりになってようやく、ほのかな青だとわかるらしい」

　フェネシスは黙って聞いている。身じろぎすらしない。

「オリハルコンは不思議なことにそのしなやかさが柳やなぎのようでいて、そのくせ、どんな金属よりも硬かたい。絶対に折れず、曲がらず、古代の軍神アルディギュロスがオリハルコンの剣で大地を割った際にも、傷一つつかずに、元の鞘さやにぴたりと収まったという。俺は……」

　フェネシスに掴つかまれていたほうの腕うでを少し動かし、その手を逆に握にぎった。

　ものすごく馬ば鹿かげたことなのだが、この話だけは嘘うそや誤ご魔ま化かしを言っていると、ほんの少しも疑われたくなかったのだ。これだけは信じて欲しい。手を握れば、少しでも誠実になれる。なぜかそんなことを、思っていた。

「俺はオリハルコンを作り出したい」

「なぜ？」

　そして、フェネシスは初めて口を開く。

　クースラが体をすくめたのは、ここから先は嘘偽いつわりのない本音の世界だからだ。

　だが、フェネシスと手をつないでいるのは、フェネシスが握ってきたからではない。

　自分が、この手でなにかを伝えたがっていたのだ。

「それで、剣けんを作る」

　フェネシスは、顔を上げて、クースラを見た。

「なんのために？」

　月夜を歩く、猫ねこのような綺き麗れいな目。

　魔ま女じよの使いと称しようされる猫になら、言ってもいいかと妙みような言い訳を考えた。

「子供の頃ころに聞いた英えい雄ゆう譚たんが忘れられないんだよ」

「……」

「オリハルコンで作られた伝説の剣を手に戦うって、ありきたりな話さ」

　無言のフェネシスは、口元にほんの少しだけ笑えみを浮かべた。

　同類を見つけたような、そんなささやかな笑み。

　人がすべてを賭かけるなにかなど、余人にしてみれば呆あつ気けにとられるほど馬鹿げている。

　フェネシスはゆっくりとまばたきをして、小さく言った。

「それは、やはり、伝説の怪物を倒たおす冒ぼう険けんの話ですか？」

「だったら、まだましなんだがね。それですらない。昔、見習いだった頃ころにウェランドに言ったら笑われてな、殴なぐり合あいの喧けん嘩かになった」

　フェネシスは少し視線を逸そらし、言う。

「どんなものなのか……想像もできません……」

　クースラはもう一度肩かたを揺ゆらして笑ってから、ため息と共に言った。

「お姫ひめ様を守るために戦ってみたいんだよ。伝説の剣と勇ゆう敢かんな騎き士しといったら、その後ろにいるのは姫だろう？」

　笑うべきなのか感心すべきなのか、どうしたらいいのかわからなくなった時の人の顔というのは、とても特とく徴ちよう的なものだ。

　しかし、フェネシスの顔を見て、クースラはむしろどこか気が楽になっていた。

　こんな夢を持つのは、幼い頃ころに自分の村が焼き払はらわれたのが原因だった。昨日まで手をつないでいた丘おか向こうの女の子は弓矢の的になって死んだ。

　なにかを守り通す力が欲しい。そう強く願った。

　それは、個人の力があまりにも無力なこの世の中では、抱いだくことすら馬ば鹿かげている途と方ほうもない夢だ。

　それなのに、フェネシスはどこか苦しそうに笑っている。

　辛つらいほどにわかる、と今にも言い出しそうなくらいに。

「だが、そのマグダラの地は、本当は存在しないんだよ」

「え？」

「お前が事前に俺たちの話をどのくらい聞いていたかわからないが……たぶん、かなり正確だろう。俺は前の町で恋人を殺された。酒を取りに行ったちょっとした隙すきにね。他た愛わいのない会話、いや会話すらしないで互たがいに側そばにいるだけでいい、なんて思ってた。夜も遅おそかったから、甘い蜂はち蜜みつ酒でも舐なめながら寝ねようと思って、二人分の酒を取りに行った。部屋から出る時に最後に見せたフリーチェの笑え顔がおは今でも覚えてる。そして、酒を取りに行って戻もどったら、肉屋で解体されている豚ぶたみたいになっていた」

　かけらも比ひ喩ゆではない。

　密みつ偵ていはいつだって体のどこかに密書を隠かくす。胃の中、腸の中、あるいは肉を裂さいて筋肉の隙間に隠す猛も者さもいる。文字どおり隅すみから隅まで探されていた。

　クースラは部屋の入り口で立ち尽つくし、その作業を酒をすすりながら眺ながめていた。

「俺がそこで思ったのは、悲しいとか、なんとか、そういうことじゃなかった。体をバラバラにされるたびに動くあばら骨が白くてな。人の骨ってのは他ほかの動物のものよりもやけに白い。卵の殻からを鉄の精せい錬れんに使うと言ったろう？　動物の骨を使うこともある。それで、思ったんだ。やはり人の骨はこれだけ色が違ちがうのだから、精錬の結果には差が出るのではないか。それに、どうせやるならただの人の骨ではなくて、聖人の骨でやってみればいいんじゃないかってな」

　フェネシスは無言でクースラの話を聞いていた。表情すら、動かない。

「騎き士し団の連中は、この思考過程を傷しよう心しんによる錯さく乱らん、と見て取ったんだろう。だがそんなことはない。俺の頭にはずっと冶や金きんのことばかりあった。ずっとそのことを考えていた。恋人が目の前でバラバラにされていたのにな。俺は姫ひめを守りたいと夢見ていたのに、目の前で姫が殺されている時に考えていたのは冶金のことだった。だから、俺にとってのマグダラの地は、真夏に見える逃にげ水みずのようなものだと思ったよ」

　錬れん金きん術じゆつの師し匠しようはクースラの人でなしの部分を見て《利子クースラ》と名づけたし、ウェランドは機械仕掛けの時計のようだと言った。

　クースラ自身その自覚があるのに、なぜか自分のマグダラの地を熱ねつ烈れつに追いかけている。

　だから、馬鹿だと思っているのだ。わかっていてもやめられない。酒におぼれた人間や、博打にのめり込む人間と変わらない。おそらく最後には身を持ち崩くずすというところまでそっくりだろう。あるいは、馬ば鹿かだと自分でわかっているからこそ、ここまで本気になれるのかもしれない。どうにでもなれ。行きつくところまで行ってやる、と。

　錬れん金きん術じゆつ師同士に妙みような連帯感があるのは、各おの々おのが自分の中にそういうものを抱かかえているとわかるからだ。お前もまた、馬鹿なのかと。他人のマグダラを尊重するのは、自分と同じくらい苦しんでいるとわかるからだ。トーマスの冶や金きん記録を闇やみに葬ほうむるべきではないと思うのは、そういう意味で、思うのだ。

　だから、クースラは、直後に聞こえてきたフェネシスの言葉に、怒いかりを通り越こして笑いしか出てこなかった。

「すごいですね」

　見れば、そこにあるのは同情するような顔だった。

　馬鹿すぎてどうしようもない、とでも言いたいのだろう。

　クースラ自身、それは思う。

　ただ、聞き過ごせない言葉というのはある。

「あなたは、本当に夢に忠実なんですね」

「──」

　フェネシスの胸むな倉ぐらを締しめ上げていた。

　ほとんど反射的なほどで、次の動作までに一いつ瞬しゆん間があったのはそのせいだ。

　ただ、その一瞬の間があったからこそ、フェネシスの表情に気がつくことができた。

　胸倉を締め上げられているのに、フェネシスは驚おどろきも怯おびえもしていなかった。

　ひどく落ち着いた、ほっとするような笑えみさえあったのだ。

「虚こ仮けにするつもりか？」

　ありもしない地を目指して進む間ま抜ぬけ。

　クースラはフェネシスを睨にらみつける。

　しかし、フェネシスはクースラのことを見返して、困ったように笑った。

「まさか」

「なら──」

「ほっとしたんです」

　ぽつりと、言った。

「すごく、ほっとしました。あなたが、本物の錬金術師で」

　クースラが言葉をつなげなかったのは、フェネシスの言っている意味がわからなかったから。

　そして、なによりもフェネシスの落ち着きようがまったく理解できなかったから。

　フェネシスは自分の胸倉を締め上げるクースラの手に、自分の手を重ねた。

　冷たい手だ。

　クースラは思わず胸むな倉ぐらを締しめ上げる手を離はなしてしまう。

　なにか、ひどい勘かん違ちがいをしているような気がしてきた。

「前の町でのことは、不幸なことだと思います。でも、あなたなら、きっといつか、お姫ひめ様を守れる騎き士しになれると思います」

　怒おこるべきだ。

　クースラは自分に言い聞かせたのに、なぜか体が動かない。

　それは、その後に続く言葉を、無意識に待っていたからなのかもしれない。

「大事な人が悲ひ惨さんな目に遭あっている時に、取り乱すよりも先にその人を守る剣けんのことを考えているなんて、本当に夢に忠実だと思います」

「……」

　フェネシスは苦笑に近いものを浮かべている。

　それこそ、のろけ話を聞かされた少女のように。

「その方、フリーチェという方を、本当に好きだったんでしょう？　だから、冶や金きんのことを考えていた。オリハルコンの剣があればよかったのに、そう思って」

　クースラは直接心臓を叩たたかれたような気がした。

　息苦しくなり、鼻血が出そうな感覚に反射的に顔に手を当てていた。

　動どう揺よう。

　違う。

　奔ほん流りゆうのような悲しさが突とつ然ぜんあふれ出てきたのだ。

　些さ細さいな事実ですべてが入れ替かわる。

　クースラは、鉛なまりの記き憶おくがすべて金きんに入れ替わる瞬しゆん間かんを見た。

　自分はあの時、冷血漢のように冶金のことを考えていたのではなく、フリーチェを守るためにするべきだったことを考えていただけなのかと。悲しくなかったのではない。取り乱せなかったのではない。悲しむのは後、取り乱すのは後。すべては、フリーチェのような大事なものを守るためのオリハルコンを手に入れてからと、染しみついた合理性に囚とらわれていただけなのだと。

　自分は誰だれかを大事にできないわけではない。

　それに気がついていなかっただけなのだ。

「だから、安心しました」

　そして、クースラは感情の奔流に溺おぼれそうになりながら、フェネシスの言葉で現実に縫ぬい留められた。

　頭にあったのは、混乱だった。

　どうして、フェネシスはほっとするように笑っているのか。一体、この話にどこかそんな要素があるだろうか？　それともフェネシスは、それほどまでに優やさしい修道女なのだろうか？

　そう考えるよりも、錬れん金きん術じゆつ師としての本能が囁ささやきかける。自分はなにか大事なことを知らされていないのではないか。鉛なまりが金きんに変わり、金が鉛に変わるような、錬金の大おお窯がまに足された魔ま法ほうの材料を知らされていないのではないか。

　フェネシスはそもそも、ここになにをしに来ていた？

　クースラの心の傷を癒いやすためではない。

　むしろ、自分が死ぬつもりではなかったのか。

「あなたは、私と対等です。それなら、ためらう理由がありません」

「っ……」

　クースラの手は、フェネシスに掴つかまれた。

　引いた手を掴まれた。

　逃にげようとしたところを捕つかまえられたのは、クースラだ。

　追いかけて来たのは、フェネシスだった。

「あなたは大きな勘かん違ちがいを一つしています」

「お前──」

「私は、追い詰つめられてここに来たのではありません。あなたを追い詰めに、ここに来たのです」

「お前は」

　クースラはフェネシスの手を振ふりほどく。

　すぐ側そばにいるフェネシスが、温ぬくもりを求めて潜もぐり込んで来た子こ猫ねこから、獲え物ものを求めて忍しのび込んで来た蛇へびに見えた。

「あなたには、私たちの手先になってもらいます。主人であるポーストを裏切ってもらいます。私はそのために来ました」

「そんなことが、できると思っているのか」

　クースラは短たん剣けんの柄つかに手をかける。

　フェネシスは小首をかしげながら微ほほ笑えんだ。

「思う思わないではなく、できているんです」

　どんな魔法を使えばそうなるのか？

　クースラには想像ができなかった。美人局つつもたせのような手段では間に合わないし、そもそもこれから騙だますと言われて騙されるような馬ば鹿かはいない。ましてや、腕わん力りよくなどではあり得ない。

　毒薬、仕込み武器、さもなくば仲間の襲しゆう撃げき？

　そのどれもがあり得なさそうで、クースラの動きに迷いが出た。

　そして、フェネシスがその魔法を明らかにするには、たったそれだけの時間で十分だった。

「……お……まえは……」

　短剣が、抜ぬけた。

　そうではなく、クースラが驚おどろきのあまり脱だつ力りよくし、柄つかを握にぎったままで、鞘さやから抜けたのだ。

　フェネシスはその場に座っていただけだ。

　それだけで、クースラはすべてを理解した。

　ヴェールを取り去ったフェネシスを見て、すべてを理解した。

　はるか彼方の東方の地の、呪のろわれた一族。騎き士し団の騎士が命を助け、丁重に保護して連れ帰ったというその事実。なのに騎士団の修道院に入れられて、たらい回しにされているというおかしな話。

　しかし、それもすべてが理解できた。

　そして、本当にクースラは追い詰つめられていた。

　フェネシスのヴェールに隠かくされていたもの。

　それは、聖典に記された悪あく魔まの姿。

　七つの大罪の、もっとも忌いみ嫌きらわれる罪。

「人を呼べば、あなたはこんな私と閨ねやを共にしようとした立派な大罪人ですね」

　雪のように白い髪かみの毛は、なによりも美しい。

　なのに、その姿が醜しゆう悪あくなのは、結果には必ず原因があるからだろう。

　獣けものと人が交わる話はいくらでもある。どうしようもないほどある。

　だから、可能性としてはそういうこともありうる。

　血筋としては、そういう連中も存在しうるのだ。

「先祖の過あやまち。あるいは、呪い」

　フェネシスは呆あきれるように言って、自分の耳を軽くつまんでいた。




　人のものではあり得ない、その獣のものを。




「なぜそこまでするのか、とあなたは言いましたが、私にはする理由があるんです。この仕事の報ほう酬しゆうは、聖歌隊が仲間として受け入れてくれること。こんな私を、ね」

　ね、と言って小首をかしげて微ほほ笑えむ姿は、本当に可か愛わいらしかった。

　なのにそれがおぞましいのは、そこに狂きよう気きにも似た執しゆう着ちやく心しんがあるからだ。
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「人を呼べば、あなたは二つに一つの道しか選べなくなります。協力を拒こばんで処しよ刑けいされるか、私たちに協力するか」

「……呼ばない選せん択たく肢しがあるのか？」

　フェネシスは、小首をかしげたままずっと微笑んでいる。

「あなたが私を殺して逃にげるというなら……あるいは」

　殺せるものなら殺してみろ、という言い方なら、クースラは短たん剣けんを手に飛びかかっていたかもしれない。

　そうできなかったのは、フェネシスがウェランドに脅おどされた時のことを覚えているからだ。

　フェネシスは、命を顧かえりみない狂きよう信しん者ではない。

　今だって、その唇くちびるの端はしが震ふるえている。

「あなたの夢は本物でした。たぶん、私と同じくらい馬ば鹿かげています。ですから、それに負けるなら別に構わないと思ったんです。もちろん、死にたくはありませんけれど」

　困ったような笑え顔がおなのは、本当に困っているからだろう。

　なにをどうすればいいのか、根源的なところで途と方ほうに暮れているのだ。

「ここで失敗しても、どうせまた同じ使い方をされるんです。だったら、せめて……」

　少しずつ、フェネシスの顔から笑みが消えていく。

　感情のさざ波すら顔に出さないのは、クースラがフェネシスの手を取った時の心境に似ているかもしれない。

　わずかであってもぶれて欲しくない。ほんの少しでもずれて欲しくない。

　フェネシスは、ゆっくりと言った。

「せめて、ようこそ、と一いつ瞬しゆんでも私に手を伸のばしてくれた人の手で」

　亜あ鉛えんの精製の時のこと。

　あの時、フェネシスは本当に戸と惑まどったような顔をしていた。

　そして、クースラの手を嬉うれしそうに取った。

　真実を知らないというのは、時として人に残ざん酷こくなことを平気でさせる。

　あの時は知らなかったのだから仕方がない。

　だが、今のクースラは知ってしまっていた。

　クースラは、フェネシスの夢を叶かなえる情報を持っている。トーマスの冶や金きん記録に、聖歌隊の追いかける情報があると教えれば、それでフェネシスは夢を叶えることになる。

　だが、同時にクースラはポーストを裏切ることになり、他ほかの大勢の錬れん金きん術じゆつ師を裏切ることになる。そうなれば自分に騎き士し団所属の錬金術師としての居場所はない。この世で生きていける場所すらないかもしれない。あるとすれば聖歌隊に隷れい属ぞくする、ある種の職人まがいの人間としての立場だろう。

　なんにせよ、クースラはマグダラを諦あきらめなければならず、その意味で死ぬ。

　フェネシスの言葉は嘘うそ偽いつわりではなく、クースラのことを追い詰つめていた。

　フェネシスは存在そのものが罪だ。関かかわる者すべてを神への反逆者たらしめる不ふ浄じようの源だ。

　呪のろわれた、というのは大おお袈げ裟さな言葉ではない。この者と触ふれ、話をし、共に過ごそうものなら、誰だれであれ教会からの告発を避さけられない。そしてそれは、はるか東方の地でもそうであったことだろう。

　フェネシスが正体を見られれば殺されるしかないのは、他の人間がそれを見つけたら殺すしかないからだ。殺して、埋うめるしかない。そうするしか、それを見た者が助かる道はない。

　呪い。

　絶対の呪い。

　錬金術師はせいぜいが忌いみ嫌きらわれる程度だった。だが、それですら、世を生き抜くのがどれほど大変なものであるか、クースラは身に染しみて理解している。騎士団に取り入らなければ生きていくことなど叶わない。ならばフェネシスなどもっとそうだろう。

　騎士団を追われれば、行くところもない。

　フェネシスはクースラを追い詰めているはずなのに、ずり落ちそうな毛布を肩かたに掛かけたまま、へたり込むように座っていた。ヴェールを取っているせいで、手入れを怠おこたって伸のばしっぱなしとしか思えないほどの長さの髪かみの毛がだらりとその上に垂たれている。華きや奢しやな肩と体つきも相まって、その姿は溶とけかけた粘ねん土どの像のようにも見えた。

　今にも溶けてなくなりそうな、影かげも形もなくなってしまいそうな、そんな不安定さ。

　そんな中で緑色の目が絶望していないのは、これ以上なにかが悪くなりようがない、という後ろ向きの確信だろう。

　その代わり、途と方ほうに暮れたように力がない。

　フェネシスはクースラを見る。

　どうするのか？　と目で問うてくる。

　死んでくれるのか、それとも殺してくれるのか、と、疲つかれきったような目で問いかけてくる。

　クースラは短たん剣けんの柄つかを握にぎりなおす。フェネシスはその行動に気がつく。

　本物の猫ねこみたいに、獣けものの耳が不安げにピクリと揺ゆれる。

　死ぬのが怖こわくない奴やつなどいない。それは呪のろわれた一族の末まつ裔えいであっても変わらない。

　ただ、クースラが短剣の切っ先をその喉のどに当てると、フェネシスは唇くちびるの端はしをかすかに震ふるわせながらも、気き丈じようににっこりと微ほほ笑えんだ。

　クースラはそして。

　短剣を動かさなかった。

「お前が死ぬか、俺が死ぬかだって？」

「……？」

　クースラは自分で鍛きたえ上げた自じ慢まんの短剣の刃はを見つめ、付いていた埃ほこりをふっと息で払はらった。

「どっちにしろろくでもない。お前は本当に呪われた存在だよ」

「……でも」

「人はどうせいつか死ぬんだ。だったら、互たがいにマグダラの地を目指せる限り目指すべきじゃないのか」

　少なくとも俺は、とクースラは短剣をしまいながら、言った。

「そうしてきたよ」

　興味をなくしたように視線を外し、短剣をしまうと立ち上がるクースラを、フェネシスは呆あつ気けにとられたまま目で追いかけている。

　だからといってどうするつもりなのか。

　一体、なにをするつもりなのか。

　錬れん金きん術じゆつ師でも、鉛なまりを金きんに変えることは無理だと言った。

　今いま更さら、なにをすることができるだろう？

「一つ確かく認にんしたいが」

「？」

「お前、こういうことをするの、初めてだろう？」

　フェネシスはしばしなにを言われたかわからないような顔をしてから、おずおずとうなずいた。

「だろうな。洗練されてない。体当たりすぎる」

　苦笑するクースラに、フェネシスはやはりきょとんとしている。

　見た目と相まって、寝ね起おきで寝ぼけているようにも見えた。

「まあ、胸を触さわられて泣くような乙女おとめが、こんなことを何度もやっているわけがない」

　意地悪げに言ってやると、ようやくフェネシスの顔に感情が現れた。

　手元のヴェールを握り締しめ、唇を引き結んでいる。

「だとしたら、俺の話は聞く価値があると思うがね」

「……一体……なにを」

「聖歌隊は陰いん険けんだ。お前が知るとおりにな」

「……」

　クースラはくるりとフェネシスを振ふり向き、目の前にしゃがみ込む。

　フェネシスはびっくりしたように肩かたをすくませて、体を引く。

　その目には、驚おどろきがあり、感情がある。

　この子こ猫ねこに無む為いに死ぬ気はない。生きるために、死のうと決意しただけだ。

「つまり、これは俺が死ぬか、俺がお前を殺すか、という二に択たくじゃないんだよ」

「え？」

「お前は聖歌隊に殺される可能性が十分にある」

「え??」

　クースラは顔を上げ、視線を扉とびらのほうに向ける。

　トーマスはさすが凄すご腕うでの錬れん金きん術じゆつ師らしく、この工こう房ぼうもよく考えられた立地だ。

　ここを誰かが襲しゆう撃げきするには、扉の方面から、しかも広い道を必ず渡わたらなければならない。

「異い端たん審しん問もん官かんの手口だよ」

「……異端？」

「そう。異端審問官に最も向いているのは、元異端だ。なぜかわかるか」

　わかるか、と聞かれると反射的に考えてしまう。

　素す直なおでいい娘むすめだ。

　クースラは鼻がかゆいかのように笑ってしまう。

「元異端は、異端の手口を知っているということもある。だが、その最大の理由は、元異端は自分がもう異端ではないことを示すために、誰だれよりもがむしゃらに働くからだ」

「っ」

　フェネシスは息を詰つめたように体を強こわ張ばらせる。

　クースラはそんなフェネシスの真っ白い髪かみの毛を少しだけ指でつまみ、はらりと落とす。

　絹糸のようなそれ一つとっても、人のものとはとても思えない。

「相手に情けを見せれば仲間ではないかと疑われるから苛か烈れつになる。相手を取り逃にがせばわざと逃がしたのではないかと思われるから地の果てまでも追いかける。命令を拒こばめば裏切っていると思われるから、異端のふりをして異端の組織に潜もぐり込むことだって厭いとわない」

　クースラの語りに、フェネシスはまばたきもせずじっとクースラを見つめている。

　クースラはそちらを見ない。

　その代わり、フェネシスの肩かたからずり落ちそうだった毛布を掛かけなおしてやった。

「そして、ついに異端の巣すに猟りよう犬けんを誘さそい込み、一いち網もう打だ尽じんの先せん陣じんを切る。これで私は仲間と認められる。なあ、そうだろう？」

　クースラはにやりと笑い、ようやくフェネシスと目線を合わせた。

　綺き麗れいな目だ。

「だが、その背中に襲おそいかかるのは仲間だと思っていた猟りよう犬けんの牙きばだ。なぜ？　どうして？　死に行くところに、猟犬の一人が言う。さあ、これですべての異い端たんが片づいた。すべての、な」

　本当にある話だ。

　黒く染められた布は、どれだけ洗ってももう二度と純白には戻もどらない。

　ただ、フェネシスは毛布を胸の前で合わせようとするクースラの手を取った。

「それは……そんなことは」

「あるんだよ。信じたくないのは無理もないが」

　クースラは、自分の手を不器用に掴つかんでくるその手を逆に握にぎりなおして、踊おどりでも踊る時のように、手のひらを合わせる形にした。

「この世はろくでもないからな。お前、どうせなにか合図を出せと言われているんだろう？　たぶん、そうした瞬しゆん間かんに向かい側がわの空き家から人がやってきて、お前もろとも俺を串くし刺ざしにすると思う。それからゆっくり、死体をまぐわいの形にしておけばいい。動かぬ証しよう拠こ、というわけだ」

　下品な言い方に眉まゆをひそめたのか、もっと別のなにかにそうしたのかはわからない。

　ただ、フェネシスは顔を背そむけ、手もクースラから離はなそうとする。

「だから、これは可能性の話だ」

「……」

「お前はあくまで自分のマグダラを追いかけるか、あるいは、俺が俺のマグダラを追いかけるか」

「でも、あなたは私を殺さなかった」

「まあな。第三の道があるのに、殺すなんて」

　フェネシスが手を払はらうそぶりをやめ、クースラはその手をさらに強く握る。

　その端正な顔に潜もぐり込むように下から顔を近づけると、フェネシスは怖こわがって体を引いた。

　なにか守りたいものがあるから逃にげるのだ。

　もう、なにもかもを賭かけた決意はそこにはない。

「俺とお前のマグダラは、同じ場所にあると思うんだがな」

「は？」

「こっちに来いよ」

　笑ってしまったのは、そんな気楽な誘さそい方でないと、気き恥はずかしかったからだ。

「こっちに。それとも、陰いん険けんな聖歌隊がどうしてもいいって？」

「……あ……う、で……も」

「ついでに俺のマグダラも追いかけられる」

　クースラは手を離はなして、その代わりにフェネシスを抱だきしめた。

　小さくて華きや奢しやな体は、力を込めたら折れてしまいそうだった。

「苦しむ乙女おとめは嫌きらいじゃないって言っただろ」

　クースラが耳元で囁ささやくと、フェネシスは腕うでから逃にげるように身をよじらせて、クースラを見る。

　その顔は今にも泣きそうで、混乱しきっていた。

「あ、あな、あなたは、どうせ──」

「嘘うそだと思ってくれてもいい。ただ、俺はお前を殺せなかった。それに」

　言いながら、フェネシスの首元に鼻を近づけて遠えん慮りよなく嗅かいでやる。

　硫黄いおうと炭の匂においに慣れた鼻には、痺しびれるくらい甘い匂いだ。

「俺は誰だれかをきちんと好きになれたらしい。それを教えてくれたのはお前だ。その責任は取るべきだ」

「あ、の……ひっ」

　鎖さ骨こつに口づけをしたら、体がぴくんと跳はねた。

　からかうとすぐ怒おこるし、飽あきない娘むすめだ。

「それと、俺の名前は《利子クースラ》だからな。一度決めたことは、滅めつ多たに曲げない」

「っ～～……」

　顔を赤くしたフェネシスは、結局両手でクースラの顔を押して体を離す。

　本物の猫ねこも無理に抱だくとこんなことをするな、とちょっとクースラには面おも白しろい。

「あなたは、最低ですっ」

「言われ慣れてるが、ウェランドよりましだと思うんだが」

「……」

　フェネシスは呆あきれるべきなのか怒おこるべきなのか迷ったような顔をして、服を直している。

　それに、責めるような目はなにもクースラの悪ふざけだけに対してのものではない。

「あなたの話が本当だったとして」

「どれも、かなり本当だと思う」

「……かなり本当だったとして、どうするつもりですか。私自身を殺しに来ているかもしれず、そうでなくてもあなたは無事ではすみません」

「逃げればいいさ」

　逃げる場所もなかったフェネシスは、泣きそうな顔で言う。

「どこに？」

「だから、こっちに来いって言っただろ」

　そして、呆あつ気けにとられた直後、唸うなるように言った。

「殺されます」

「誰だれに」

「アラン・ポーストに」

　当たり前だろう、と食ってかかられた。

　クースラはその剣けん幕まくが少し意外で、なだめるように手を向けた。

「落ち着けよ。ポーストがお前を殺してなんの得になる？　お前は呪のろいみたいなもんだが、呪いというのは使用者にも災わざわいを振ふりまくものだ。お前を差し向けたのは聖歌隊だ。なら、輜し重ちよう隊の懐ふところに逃にげ込まれた時点で、もう無視するしかない。騒さわぎ立てれば自分たちが異い端たんになる。その反対に、輜重隊には生かしておく理由がある。いつでも聖歌隊への牽けん制せいとして使えるからな。絶対に守り抜ぬいてくれる。あのおっさんは自分の縄なわ張ばりが侵おかされなければ、信しん仰こうなんて糞くそ食くらえの人間だ。だから、間ま違ちがいなく──」

「だからです。だから、殺されるんです」

　フェネシスの剣幕に、クースラは戸と惑まどってしまう。

　なにをそんなに恐おそれている？

　ただ、クースラは、違う、と思った。恐れているのではない。確信しているのだ。

　そう気がついた瞬しゆん間かん、頭の中がすっと冷えた。

「俺の知らないなにかを知っているな？」

　じっとフェネシスを見据すえると、フェネシスはぴたりと動きを止めた。

　そして、刺し激げきすればなにをするかわからない野生の獣けものを相手にするかのように、小さく、ゆっくりと、うなずいた。

「たぶん……あなたは、なにも知らない」

「お前が騙だまされている可能性もある。怒おこるな。それで？　どうしてポーストがお前を殺す？」

　生に執しゆう着ちやくする死者そのものだったフェネシスは、昼間に見せていたからかい甲が斐いのある少女に戻もどっていた。

　違っているとすれば、それは、クースラの顔を見る時に少し恥はずかしそうに目を眇すがめることだろうか。

「ポーストが、黒幕だからです」

「……なんの？」

「トーマス・ブランケットを殺した張本人です」

　余計な信仰に惑まどわされず、現実的に町を切り盛りし、騎き士し団のためを思って錬れん金きん術じゆつ師の保護を謳うたう。

　そのポーストが、トーマスを殺す？

　クースラの胸中に、たちまち反論が湧わいて出る。

　ポーストにはトーマスを殺す理由がない。なにせそれは、彼らが最も大事にするであろう、金に換かん算さんすれば恐ろしく貴重な財産なのだから。

「一つ確かく認にんしたい」

「なんですか」

　クースラがフェネシスの目を見ると、やはりフェネシスは少しだけ目を眇すがめる。

　それは、猫ねこを真正面から見た時の反応そっくりだと思う。

　ただ、顔を逸そらすことはしなかった。

　錬れん金きんの大おお窯がまの中で、なにが煮にえているのか見極きわめられるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだったからだ。

「お前は、一体なにをしにここに来た？」

　根源的な質問に、フェネシスは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、口を割った。

「アラン・ポーストの内ない偵ていです。彼は立場を利用して不正に私腹を肥やしている可能性があると。そして」

　フェネシスは、言う。

「トーマス・ブランケットはその情報をここに残した可能性があるんです。ポーストに殺される数日前、町に来ていた聖歌隊の人間に告解を申し込んでいたんです。冶や金きんの過程について、神の赦ゆるしを得たいと」

　神の赦しを得たい。

　その一言に、クースラは息を飲む。

「つまり、ポーストは錬金術師を利用した不正を行っていて、トーマスがその片棒を担かついでいた。だが、良心の呵か責しやくに耐たえきれなくなった？」

「あるいは、トーマス氏が不正に気がつき、自分が火あぶりにされる前に……」

　そして、それをポーストに勘かんづかれ、先に消された。

　話としては成立しうる。

　ただ、そうなると疑問が残る。

「それで、どうしてお前が強きよう硬こう手段に駆かり出されるんだ？」

　これからポーストを内ない偵ていするから協力しろ。それだけのことならば、フェネシスを使う理由がない。莵うさぎを捌さばくのに牛刀を用いるようなものだ。目的に対して使う手段が大おお袈げ裟さすぎる。

　だが、フェネシスは悲しそうな顔をした。

　その顔は異い端たん審しん問もん官かんそのものだった。

　頼たのむから自白をしてくれ。さもないと、お前は地じ獄ごくに落ちてしまうんだぞ、とその顔が言っていた。

「あなた方が、トーマス氏の残した情報を、ポーストに提出したからです。いえ、隠かくしても無む駄だです。私の呪のろいは、それはそれで役に立つんです」

　フェネシスの頭の上の耳に視線が向けられる。

　クースラの脳裏をよぎったのは朝の記き憶おく。フェネシスが座り込んでいたのは、一体中庭のどこだった？

　人の耳では聞こえなくても、この獣けものの形をした耳ならば。

　思い詰つめたような顔をして、酒で本音を漏もらすようなことをしたのは、ついにその時がきたのだとフェネシスは思っていたからだ。

「私がこの仕事でうまくいっても殺されるという可能性は……たぶん、あるのだと思います。でも、ポーストの元に逃にげ込んでも殺されるだけです。牽けん制せいのために生かしておくなんてことはしないと思います」

　フェネシスは殺して口を封ふうじたうえで、聖歌隊への取引材料とする。クースラたちも、不正の情報を知り得る人間として当然殺す。

　筋道としてはある。十分成立する。

「ですから……もし……もし、私たちが生き延びられるとするのなら」

　一人喋しやべり続けるフェネシスを、クースラは手で制した。

　フェネシスの話は成立する。

　だが、ポーストの話だって十分成立しうるのだ。

「残念ながら、こっちの陣じん営えいの言い分も成立するんだ」

「……へ？」

「お前たちは錬れん金きん術じゆつ師を締しめ上げに来た先兵で、トーマスの冶や金きん記録をそのために利用しようとしている、とな」

「……」

「そうすると、お前が強きよう硬こう手段を強制された理由もよくわかる。すごくよくわかる。俺たち錬金術師を駆く逐ちくしたいのなら、呪のろいをかけて火あぶりにすればいいからだ。お前はすごく便利な道具になっただろうな」

　フェネシスが口を開かないのは、たぶん単純に理解が追いついていないだけだろう。

　ただ、その理解を待っている暇ひまはない。

　互たがいの陣営の言い分がまったく違ちがい、しかも、互いに成立しうる。

　偶ぐう然ぜんこんな形になるようなことはあり得ない。

　だとすれば、必ずどちらかが嘘うそをついている。巧こう妙みような嘘をついている。

　それはどちらなのか？

　錬金術師もフェネシスも、騎き士し団の庇ひ護ごを離はなれて生きていくことはできない存在だ。

　もしもこの後も息そく災さいに生きていきたいのだとしたら、必ず庇護を求めなければならない。

　そして、今この瞬しゆん間かん、頼たよる先を間違えた瞬間に誰だれかが死ぬ。あるいは、全員が死ぬ。

　聖歌隊か、輜し重ちよう隊か。

　トーマスはなにを知っていて、どんな情報を残そうとしたのか。

　神の赦ゆるしを。

　その一言は、なにを表すのか？

「なんにせよ、一人で判断するのは危険だな」

「え？」

「下に行こう。望むと望まないとにかかわらず、一いち蓮れん托たく生しようってことだよ」

　クースラはフェネシスの手を取って立ち上がる。

　ただ、フェネシスは引っ張られても動かず、それどころか反射的にクースラの手から自分の手を引き抜ぬいていた。

「どうした？」

　フェネシスは握にぎられた自分の手を守るように、胸の前で握っている。どこか怯おびえたようにクースラを見て、言葉を継つげないでいる。

「ついて来てくれないのだとしたら、俺はとても残念なんだが」

　フェネシスもまた、岐き路ろに立たされている。

　ただ、クースラは未いまだ座っているフェネシスを見て思う。

　この世に、これ以上守り甲が斐いのありそうな相手が存在するだろうか。

　絶対的な悪と見なされる運命を背負わされた娘むすめ。確かに頭の上に獣けものの耳があるのは奇き妙みようだが、普ふ段だんから怪あやしげな占せん星せい術やらの絵を見慣れていれば、それもまた愛あい嬌きようかと思うくらいの度量はある。

　なにより、オリハルコンの剣けんに見合うのに、これ以上の相手は存在しないと確信できた。

「来い」

　クースラは手を伸のばす。フェネシスはそれを苦しそうに見てうつむく。

　宙に差し出されたままの手を、クースラは空しく握り、ため息をつく。

「残念だ」

　本当に。

　そう言おうとした瞬しゆん間かん、フェネシスはヴェールを手に取りながら言った。

「き、気安く触さわらないでください」

　高貴なる姫ひめ！

　クースラは歯を剥むいて笑いそうになったが、フェネシスは至って真剣だ。

　ヴェールをもそもそとかぶり、立ち上がる。

「急ごう。お前の上役たちはしびれを切らしているだろう」

　フェネシスはうなずき、クースラに続いて寝しん室しつを出て、階段を下りようとしたところで足が止まった。

「どうした」

「あの、荷物を」

「その時間差で死ぬかもしれない」

　クースラは言うが、フェネシスは戻もどってしまう。

　冗じよう談だんで言ったわけではない。誰だれかが嘘うそをついているのなら、ことは迅じん速そくに運ぶはず。

　しかも、フェネシスは夜の工こう房ぼうに現れ、その動きはポースト側がわも察知しているはず。

　だとすれば猶ゆう予よは本当にない。

　乗り込まれ、殺されてからでは知ち恵えを巡めぐらせることだってできないのだ。

　クースラは苛いら立だちと共に寝しん室しつに引き返す。

　すると、フェネシスは左手で荷物を抱かかえ、右手には妙みようなものを持っていた。

「……そんなもの、後でいくらでも買ってやる。早く来い」

　フェネシスは怒おこられてしょげるように、顔を伏ふせて小走りについて来る。

　その手には、銀の聖母像が握にぎられていた。

「……っですから」

　そして、ぼそりと言った。

「あ？」

　クースラが階段で聞き返すと、フェネシスは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、開きなおるように言いなおす。

「人に貰もらった初めてのものですから」

　思わずクースラの足も止まり、呆あきれたようにフェネシスを見る。フェネシスは照れなのかなんなのか、唇くちびるを引き結んでそっぽを向いている。

　わざとやっているのか、とすらクースラは思う。

　そして、そのつもりもなく適当に渡わたしたものをそんなに大事にされて、平気でいられないのはクースラも同じだ。

「これな」

「え、あっ！」

「別にお前にやったわけじゃない」

「え」

　クースラはひょいとフェネシスの手から聖母像を抜ぬき取って、自分の手の中で弄もてあそぶ。

「後で鋳い潰つぶして、小こ遣づかいにしようと思っていたんだよ」

　よくよく考えればこれも不正な利益の着服か、と呑のん気きに考える。

　もしも聖歌隊の言い分が正しいのだとしたら、まさしくこういうことの積み重ねなのかもしれない。クースラが苦笑い気味に唇の端はしをつり上げていると、フェネシスはクースラの手から聖母像をもぎ取って、言った。

「聖母像を火にくべるなど、神しん罰ばつが下りますっ」

　そして、聖母像を神経質そうにローブで磨みがいている。

　クースラがその様をぼんやりと見ていたのは、銀はいくら磨いたってすぐ曇くもるものなのに、ということではない。

　もっと別のこと、もっと根源的なことだった。

　聖母像を火にくべると、神しん罰ばつが下る？

　クースラは目を見開き、もう一度フェネシスの手から聖母像をもぎ取ると、非難の声も聞かずに階段を駆かけ下りた。

　地下二階へと下りれば、足音で目を覚ましていたらしいウェランドが火かき棒で肩かたを叩たたきながら、不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。

「一体さっきからなにをやって──」

「ウェランドっ」

　クースラは聖母像を投げつける。

　ウェランドは暗くら闇やみの中でも器用に受け取って、「？」と聖母像を見つめている。

「なんだよ、これ……純銀？　に、しちゃあ、妙みような……」

　手の中で上下左右に動かしているウェランドの言葉。

　クースラは確信する。ウェランドの感覚は、獣けもの並みだ。

「これが、一体なんだって？」

　ウェランドが呑のん気きに聞き返し、聖母像を放ほうり返す中、フェネシスが遅おくれてやってきて、クースラの背中にぶつかった。

　そんなに聖母像が大事かと笑いかけた瞬しゆん間かん、フェネシスは息せききってこう言った。

「上に、人が──」

　直後、扉とびらをぶち破る音。

　ウェランドはその瞬間には踵きびすを返し、伸のばした手でなにかを掴つかんで脱だつ莵とのごとく駆け出していた。たぶん、トーマスが残していた純金かなにかだろう。襲おそわれることに慣れている。金かね目めの物を持って、とにかく逃にげてから考えるべし。

　クースラもまたそれに倣ならおうと思ったが、今は金よりも貴重なものがある。

「あ、あなただけ逃げてください。私なら、きっと──」

「黙だまれ」

　半泣きの顔で言うフェネシスの腰こしに腕うでを回し、ひょいと脇わきに抱かかえてしまう。

　その途と中ちゆうでテーブルの上に広げてあったトーマスの冶や金きん記録の写しを、聖母像と一いつ緒しよに掴つかむ。

「逃げても無む駄だだぞ！」

　上からそんな怒ど声せいが響ひびき渡わたる。

「そ、そうです。私みたいな者が、どこに逃げればっ」

　脇に抱えられたフェネシスが涙なみだ声ごえで言う。それを心の弱さだとは思わない。

　なにせ、何度もこうして襲われて、肉親や親族を殺されてきたのだろうから。

「それは、聖母様が知っているさ」

　フェネシスを落ち着かせるために、殊こと更さら明るく言ってやる。

　ただ、その聖母像と同じ手に握にぎられているトーマスの冶金記録を見て、その顔に魔ま気きが宿る。

　錬れん金きん術じゆつ師は、マグダラの地を目指してすべてを捨てる。

　そのマグダラの地を汚けがす者だけは、絶対に許さない。

「鉛なまりを金きんに変えるように」

「え？」

「金を鉛に変えてやる」

　クースラは呪じゆ詛そのように呟つぶやき、ウェランドの後を追う。ウェランドは水車の調節用の器具に手を入れて、水の流れを妨さまたげる水門を完全に開け放っていた。

「これがまた寒いんだよお」

　そして、その一言を残して、消えた。

　クースラは、息が白く立ち昇のぼる屋外に出て、小こ脇わきに抱かかえたフェネシスを見る。

「お前、猫ねこっぽいけど水は大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？」

　そして、クースラは返事を聞かず、崖がけ下したまで一直線に続く水路に飛び込んだのだった。
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　分ぶん水すい嶺れいというものがある。

　そこを境にして、結果が白と黒ほども変わる点のことだ。

　時間の流れとは、水の流れよりも無む慈じ悲ひで、冷たい。

　一度進めば二度と戻もどれず、しかも、止まることすらできない。

　多くの人はただ流され、泳ぐ者の多くですら、途と中ちゆうで力尽つきる。

　黄金の大海まで、間ま違ちがえず、溺おぼれず、倦うまずに辿たどり着ける者は滅めつ多たにいない。

　錬れん金きん術じゆつ師はその大海を、マグダラ、と呼ぶ。

　一つ一つの決断が生死を分かつ中、ただひたすらにそこを目指すのだ。

「……」

　その場にあったのは、まず、沈ちん黙もく。

　それと、水が滴したたり落ちる、寒々しい音。

「っ……お前……」

　喉のどの奥からひねり出したような言葉を前に、どしゃりと崩くずれ落ちる音がする。

　今まさに水から上がって来たかのような恰かつ好こうのクースラが床ゆかに倒たおれ込む音だったが、ポーストは腹がつかえて椅い子すから立ち上がれなかった。

「無事だったのか……それより、誰だれか人を、おい！」

　ポーストは開け放たれた扉とびらの向こうに向かって叫さけぶ。

　この深夜に執しつ務む室に控ひかえていたのは、当然工こう房ぼうから始まった騒さわぎを把は握あくしていたからだろう。

　聖歌隊の人間があの工房を狙ねらっているとわかっているのだから、見張りは立てていたはずだ。

「しかし、よく、辿り着けたな……報告では、聖歌隊の暗殺部隊が急きゆう襲しゆうしたと」

　廊ろう下かを人が駆かけて来て、クースラを見るとぎょっとしていた。

　クースラは胸を押さえたまま、苦しげにそちらを見る。

　息を吐はけば白くなるような中、水路に飛び込み何基もの水車の羽は根ね車ぐるまの下をくぐり、追っ手を巻きながらここまで辿り着いたのだ。

「早くなにか拭ふくものを、それと熱い酒だ！」

　ポーストが叫ぶと、部下が慌あわててうなずき、廊下を駆けて行く。

　クースラは胸を押さえたまま、なんとか壁かべに手を突ついて立ち上がる。

「それで、他ほかの二人は？」

「……」

　クースラは首を横に振ふる。

　ポーストはその言葉に、顔をしかめて、かぶりを振った。

「くそっ、なんてことだっ」

　ごん、と拳こぶしが執務机を叩たたく。クースラは壁に背をもたれかけさせたまま、白い息の向こうにそんなポーストを見る。

「向こうの……手の回し方が、早すぎました……」

「ああ。あいつらは正面きった戦いのための部隊を持たない。その代わり、こそこそ動く連中にたっぷり金をかけられる。出し抜ぬかれた。くそ！」

　ポーストはわめき、それからふと静かになる。目め頭がしらを揉もみ、唸うなるように呟つぶやく。

「だが、二人が捕とらえられたとなれば……まずいことになったぞ」

　聖歌隊はトーマスの冶や金きん記録を狙ねらい、錬れん金きん術じゆつ師たちをあわよくば騎き士し団から追放するための策を講じてやってきた。

　ならば、フェネシスとウェランドが一いつ緒しよに捕らえられるのは非常にまずいことだ。

「しかも、連中は工こう房ぼうに火を放った。信じられるか」

　ポーストは吐はき捨てるように言う。

　クースラは目を見開き、愕がく然ぜんとする。トーマスの残した工房に火を放つ。一人の錬金術師が人生のすべてを賭かけて作り出した工房を灰に変える。

　クースラの体が、寒さではなく怒いかりに震ふるえた。

「証しよう拠こが見つけられないことを逆手に取ったんだ。すべてを火にくべて、証拠隠いん滅めつを図ったと主張するつもりだ」

「で、ですが」

　クースラは寒さなのか、怒りのためなのかわからないほどに震ふるえる歯をなんとか噛かみしめながら、言った。

「こちらにも、まだ切り札が……」

「なに？」

　ポーストがクースラを見る。

　クースラは、水が滴したたる前まえ髪がみの奥から、ポーストを見た。

「羊皮紙の、内容です」

「……羊皮紙。あの、羊皮紙か」

「はい。閣かつ下かにお渡わたししたそれですが……手元にあった記録を使って思い出せる限りに翻ほん訳やくしてみたのです」

　ポーストが口を開き、勢い込んで机から回り込んでくる。

　でかい手がクースラの肩かたを掴つかみ、クースラの体を起こす。

「それは本当かっ」

「は、はい」

「なんと書いてあったのだ。聖歌隊に対たい抗こうできるような内容なのか」

　ポーストはほとんどクースラの首を絞しめんばかりだ。

「あそこには、なんと！」

　クースラは、今いま頃ごろ灰になっているトーマスの工房のことを思い、悔くやしさに泣きそうになる。

「神のお赦ゆるしを。私は命を狙われ、ありもしない輜し重ちよう隊の不正を述べよと強要されました……」

「っ……」

「この罪深き彼らの行いに、神のお赦しを……」

　クースラは言い、ポーストはそのまま後ろによたよたと下がった。

「トーマス氏の決死の情報です……。殺される前から、偵てい察さつがあったのでしょう。トーマス氏はなんらかの強要に抵てい抗こうし、殺された……。閣かつ下か、私が羊皮紙をお渡わたししたのは本当に神の御ご加か護ごでした。灰にならずにすんだ。トーマス氏の、マグダラへの……」

「……ああ」

　よろめいていたポーストは、息を吸うと瞬しゆん時じに背筋を伸のばし、巨きよ体たいには見合わない俊しゆん敏びんな動きで壁かべに駆かけ寄った。

　そして、戸と棚だなをひっくり返しながら、言った。

「そのことを、知る者は？」

「私と……生きていれば、ウェランドが……」

「そうか」

　ポーストは短く言う。

「ですが、閣下、まだ間に合うはずです。あの羊皮紙を持ち、真実を明らかに──」

「残念だ」

「──は？」

「本当に残念だ。トーマスは「本当」に優ゆう秀しゆうな男だったのだな」

「……閣下？」

　クースラが聞き返す。

　ポーストは、かちゃり、と金属音のするなにかを掴つかみ、振ふり向いた。

「あの羊皮紙は、もうこの世にはない」

「──だろうと思ったよ」

　振り向くポーストの腕うでに火かき棒を刺さし、そのまま力任せに戸棚に縫ぬいつけた。

「っ!?」

「次のほうが痛いぜ」

　クースラは言って、ずっと胸むな元もとで押さえていた器具の一つを太い脚あしに振り下ろす。先せん端たんが尖とがり、大人の指ほどもある釘くぎを引き抜ぬく金属棒だ。

「っっっっっ！」

「そう。痛すぎると声も出ないんだな。だが」

　クースラは最後にハンマーを取り出して、残る足の甲こうを潰つぶす。

　どすん、と体を支えられず尻しりもちをつき、串くし刺ざしにされた腕だけが不ぶ恰かつ好こうに上げられている。

「俺は怒いかりのあまりに涙なみだすら出そうだったよ」

　ハンマーを捨て、腰こしにいつも提さげている短たん剣けんを抜ぬく。

　廊ろう下かに人が来たのはその直後で、クースラはちらりとそちらを見る。

　ポーストを追いかけてはるばるこの町までやってきた連中だ。血の海には慣れているはずなのに、この場の様子に息を飲み、動どう揺ようしている様が伝わってきた。

　たぶん、自分がそれほどの顔をしているからだろう。

　しかし、クースラは無視してポーストを見つめ返す。

「トーマスの羊皮紙の内容は嘘うそだ。なにが書かれているかなんてわからない」

「っ……」

「だが、推すい測そくはできる。銀の聖母像と、神のお赦ゆるしを、だ」

「っ！」

　クースラは深夜の冷気より冷たい刀身に息を吹ふきかけ、曇くもったそれがすぐに綺き麗れいになる様に目を細める。良い鉄だ。だが、オリハルコンには程ほど遠とおい。

「お前は銀の聖母像の中に鉄を仕込んで嵩かさを誤ご魔ま化かし、私腹を肥やしていた。市場から回収したのは、トーマスにそれを嗅かぎつけられたと思ったからだ」

　ポーストは脂あぶら汗あせを流し、大きく息をしながらクースラを睨にらんでいるが、一言も口を利きこうとはしない。

　クースラはそれを冷たく見下ろして、それはそれで構わないと思う。

　元は騎き士し団で剣を手に取り戦場を駆かけ巡めぐっていたらしいのだ。そこからこの地位に至るような男が、自ら口を割るとは思えない。

「冶や金きんの際に、不純物を取り除くために鉛なまりを使うことがある。だが、鉱物によっては鉛の代わりに銀を使うこともある」

　トーマスはその際に、あの女神像を鋳い潰つぶそうと思ったのではないだろうか。銀貨のほとんどが不純物だらけの中、騎士団が純銀といって売っているようなものであれば精せい錬れんの手間がない。

　ただ、そのことが神の怒りに触ふれないかどうか。

　転ばぬ先の杖つえで、聖歌隊の人間に相談したのだろう。不運は、ポーストにそのことを知られたことと、まさにその時聖歌隊の人間はポーストの内ない偵ていをしていたこと。トーマス自身は、まさかポーストが聖母像を使って悪事を働いているとは知らないから、警けい戒かいなんてしなかっただろう。

　結果は、暗殺だ。

　たった一つの事実を知らないために、落とし穴に嵌はまって死ぬ。錬れん金きん術じゆつ師の歩く道はそのような道だ。

　そして、そんな道だとわかりながらも前に進み、向かう先がマグダラだった。

「お前が、どういうつもりで私腹を肥やしていたのかは知らないよ」

　クースラは小さく言って、肩かたをすくめた。

「人にはそれぞれマグダラの地がある。だから、金をしこたま貯ため込んだ先になにが待っているのかなんて俺は尋たずねないし、そのために他人のマグダラなど平気で火にくべる目的意識はむしろ立派なものだと思う。この地位に辿たどり着き、途と中ちゆうまでうまくやっていたという意味でも、あんたは立派にマグダラを追いかける一人の男だったんだろうな」

　そして、短たん剣けんを逆手に構え、ポーストの小さな目がそれを見た。

「だから、死ねとは言わないよ」

　クースラは、呟つぶやくように言う。

　マグダラで眠ねむれ。

　クースラは、短剣を振ふり下ろした。
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　よく晴れてはいるが、少し風のある日だった。

　海まで見える見晴らしの良い崖がけの上に立ち、ぼんやり焼やけ跡あとを眺ながめていた。

「記録、結構焼け残ったらしいよお。面めん倒どうくさがらずに羊皮紙に記したお陰かげだね」

　町の参事会から派は遣けんされた兵士が、クースラとウェランドという二人の錬れん金きん術じゆつ師の視線に気まずそうにしながら歩ほ哨しようを務めているのは、トーマスの残した工こう房ぼうだ。

　建物はほとんどが石造りだったため、ひどく焼けたように見えてもさほどでもないらしい。

　それに、記録の大半はウェランドが言うように焼け残ったようだ。

　羊皮紙は火にくべてもすぐに燃えることはない。石が溶とけるほどの大火に見舞まわれた修道院の地下室から、隅すみが焦こげただけの羊皮紙が救出された例などもある。

「面倒くさがって書いた紙は、水に濡ぬれただけで駄だ目めだったけどねえ」

「……」

　クースラはその言葉にがっくりとうなだれる。

　水路に飛び込んだあの時、トーマスの冶や金きん記録の写しを持っていたが、水に濡れボロボロにちぎれ、ほとんど読めなくなってしまっていた。

　挙あげ句く、原本はそこに自分の悪あく行ぎようの告発が書かれていると思い込んだポーストが始末していたらしく、トーマスの功績は永遠の謎なぞとなった。

「で？　騎き士し団本部からはなんて？」

　クースラは歩き出し、地面の小石を蹴けりながら聞いた。

「神の御み心こころのままに」

「はあ？」

「クースラが殺さなかったせいで、ポーストの裁判と後始末でてんやわんやなんだろうねえ。ポーストは不正に稼かせいだ金をずいぶんあっちこっちに献けん金きんしてたみたいだから、首を押さえながら逃にげ惑まどう連中の姿が目に浮かぶね」

　ししし、と意地悪そうにウェランドは笑う。クースラは別にお偉えらいさん方の右往左往には興味がない。

「まあ、たぶん、この工こう房ぼうの再建を任されるだろうって代理の奴やつは言ってたよお。ああ、それとポーストを釣つり上げたご褒ほう美びだけど、俺はもう自分の分をあれこれ発注しておいたよお。全部要求どおり。素す晴ばらしいねえ」

「……」

　クースラは歩き続け、ウェランドもついて来る。

「で？」

「ん？」

「で？」

　クースラは重ねて聞く。

　ただ、ウェランドはそんなクースラをぼんやり見て、それから、はて、とばかりに空を見る。

「んん？　なにがだよお」

「おい」

　クースラがウェランドを振ふり向いて蹴けりを放つと、ウェランドは嬉うれしそうな顔で避さける。

　風が吹ふいて、埃ほこりが舞まった。

「自分の分の結果は、自分で聞きに行けばいいじゃないかよお」

　ウェランドは風に舞った長い髪かみの毛を顔の前からどけ、言う。

「自分のマグダラだろお？」

　きっちり盗ぬすみ聞ぎきをしていたらしい。クースラはウェランドの抜ぬけ目めなさに心の底からため息をつき、輜し重ちよう隊の本部前で立ち止まる。

　そして、咳せき払ばらいをしてから、言った。

「手を出したら殺すぞ」

「向こうからなびいてきた場合は別じゃない？」

　ウェランドは言い、クースラの蹴りをまた避ける。

　辺りには、ポーストの後始末と、止めるわけにはいかない日常業務で忙ぼう殺さつされている、まともな世界に生きる者たちが行き交かっている。彼らは奇き異いな目でクースラたちを見て、小走りに走り去って行く。しかし二人はかけらも気にせず歩を進め、本部の中庭周りに立つ離はなれに向かう。

　歩ほ哨しようがクースラとウェランドを見て、代わりに扉とびらをノックする。

　出て来たのは、あの馬に乗っていた、真っ黒いローブに身を包んだ痩そう身しんの聖職者。

　皺しわだらけの顔の中で、灰色の目が信しん仰こう心の堅かたさを物語っている。

「なにか用か」

　この男は、どんな懐かい柔じゆうにも脅おどしにも屈くつさないだろう。ただひたすらに神の教えの下もとに生きてきて、死んでからもそうするに違ちがいない。

　だが、クースラは不ふ遜そんなまでに胸を張り、その男を見返してこう言った。

「うちの工房で一人、手伝いを雇やといたくてね」

　錬れん金きん術じゆつ師が求めるマグダラの地。

　馬ば鹿かげたものに命を賭かける、その原因。

「……愚おろか者ものめ」

　僧服の男はそう言って、道を開けた。

　クースラは中で待機していた修道女に案内され、一室に通される。

　扉が開くと、硝子ガラスの窓が張られた、明るい部屋。

　それがなにかを暗示していると思わなかったら、錬金術師の名がすたる。

　クースラは、入り口から手を差し伸のべて、言った。

「じゃ、行こうか」

[image: ]

　陽光の中ですら真っ白なフェネシスは、小さくため息をついてから、その手を取った。

　仕方がない、と言わんばかりに。

　呪のろわれた娘むすめと、忌いみ嫌きらわれる錬れん金きん術じゆつ師。

　よく晴れた、しかし少しだけ風の強い、冬のある日のことだった。






　あとがき







　お久しぶりです。支はせ倉くら凍い砂すなです。前シリーズ終しゆう了りようから早一年。ようやく新シリーズ発はつ刊かんの運びとなりました。お待たせしました……。

　始めましての方も、どうぞ今後ともよろしくお願いします。

　今回の新シリーズは、編集部の会議室を一ヶ月半借りて毎日通って書き上げる、という初めての試みでした。通常の半分の速さで書き上がりましたが、毎日通うのがとても辛つらかったです……朝きちんと起きるのがあんなに辛いなんて！

　ちなみにこのシリーズ、タイトルが先に決まっていて、当初の案ではストーリーが三種類くらいありました。有力だと思っていたのはＳＦ頭脳パニックもの……っぽいものだったのですが、似ても似つかない内容になりました。錬れん金きん術じゆつ師（っぽい人たち）のお話です。

　前作では中世ヨーロッパっぽい世界観だった割に、精せい錬れんだとかそういう話はあまり出しませんでした。実を言うと、資料を読むのがおっつかなかったのです。今回はちょっといくつか資料に当たってみて、面おも白しろそうだな、と思ったのでやってみました。

　ただ、困ったのは現代の知識をあまり使えないこと。作中で蒸留されている例の金属も、本当は酸化物なのですが、文章上では純じゆん粋すいなもののように記述しています。彼らの知識では知りようもないはずだからです。自分の目で鉱石とかも見に行ったら、名前と色が一いつ致ちしてないやつが多くて困りました。同じ鉱石でも不純物でまったく別物としか思えない見た目になったりするものもあって、驚おどろきました。

　あと、主人公がすごくリア充じゆうですね、と担当様に言われました。確かに、自分では初めて書くタイプの性格かもしれませんが、結構気に入っていたりします。

　そんな具合で、手て探さぐりながらの新シリーズですが、よろしくお願いします。




　なお、イラストを引き受けて下さった鍋なべ島しまさん。めっちゃ忙いそがしいのに引き受けていただけて、本当にありがたい限りです。実はその鍋島さん、デビュー前に私と出会っていたらしく、私はその時サインを書いて差し上げていたそうです。まったく覚えていないのですが、親切はしておくものだなあ！　と思いました。てへ。




　現在はすでに二巻の執しつ筆ぴつに入っていたりします。なるべく早くにまた皆みな様に本をお届けできるよう、頑がん張ばりたいと思います。

　それでは、次の巻でお会いしましょう。





支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。１年ぶりの新作のために２０００年前の技術書を読んで博学ぶりを披露しようと企むものの、目の前にあるリンゴのマークのついた最新機器の使い方がわからず途方にくれる日々。

[image: ]




鍋なべ島しまテツヒロ

山口県出身埼玉在住のイラストレーター。雨男。

イラスト担当作品に『犬とハサミは使いよう』（エンターブレイン）など。最近新しいコーヒーミルが欲しい。









電撃文庫





マグダラで眠ねむれ











支はせ倉くら凍い砂すな








二〇十三年九月十二日　配信









発行者　　塚田正晃

発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス

　　　　　〒一〇二─八五八四　東京都千代田区富士見一─八─十九







(C)2012 ISUNA HASEKURA/ASCII MEDIA WORKS











本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。









[image: ]




item/image/t001.jpg
Fr %

MAY YOUR SOUL REST IN MAAGDALA.






item/image/t003.jpg
2%

MAY YOUR SOUL REST IN MAGDALA.






item/image/t002.jpg
£ — %

MAY YOUR SOUL REST IN MAGDALA.






item/image/p043.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p068.jpg





item/image/p187.jpg





item/image/p105.jpg
-----






item/image/p268.jpg





item/image/p309.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序幕



		第一幕



		第二幕



		第三幕



		第四幕



		第五幕



		終幕



		あとがき



		奥付











item/image/p055.jpg





item/image/k002.jpg
ﬁ.

QA—XIN

PR SRS
MBI R B
SIBGEES

TR e NHA N KA S 24640 K7 -H B0 S H 0. Q6 O |
PH — RAPFROLE ORIDLOARKE <V LR
ARSI OIS EIME Y 2 20 S48 5 I B.0 SEKT
S OBEW BN DHLR ) WIS TSR RRSS

TR 7594842 R Q HEIRAN (|

A
N
— ANHIND 2
1 A= XNAVEDH R
Q — BEOTERA R
: S
) —
N
(%
.s '
o





item/image/p137.jpg





item/image/k001.jpg
MARNPER & WX

YA -2t NI






item/image/k004.jpg
UL
& JOT RN (i

EEteieay

HRETR
RYSIEE- TN

S N





item/image/k003.jpg





item/image/k005.jpg
MAY YOUR SOUL REST IN MANGDALA.

CONTENTS

Fr 3
%
Bo%
BE=
2 m
A

o11
025
081
155
203
253

311

DESIGN ¢ KIMURX DESIGN LAB





item/image/photo.jpg





item/image/p293.jpg





item/image/p002.jpg
WORLD

ZOMAEFESELE M TELNDD | —25753Z08ERICEb Nk

1 ChB. MOABENE | FABMEMAT A4 DR alEbH
WEEDFRAFEDHOIE, B EICHE | TENE2, KREEHRAFIZESTH D

THBDD, HEDEBHELTANT | HCEHER LT T BB DRIKE
WEWD HREER L BIRICHS, | Br5EFEh TS,

Qe AR oy

ZOMR T K E LM W]

DK > Thi £

RS BARICHY, B

WAL BoTNS,

Lkl

ZZ TRy 2ELH )%
T . 2ot chShH TR
EEDLNBEEDONESETES.
SEERSIOB,

LS uEi [k
HERTTE S B8 L THD,

[ M
PN B AZ=BOM G, ZE
Ny FZBOTE oSS
SRADIFELACHELEICE
&N T, LA LH
[ eV Y AN





item/image/p167.jpg
z =

;ﬁ?/ -

\
e

o

NW






item/image/p001.jpg
X B R

TSUNA HASEKURA
ILLUSTRATION: TETSUHIRO NABESHIMA

o BTV D





item/image/p007.jpg
/NN SIARRY L






item/image/t005.jpg
¥ R

MAY YOUR SOUL REST IN MAGDALA.






item/image/t004.jpg
XK —

BB =

MAY YOUR SOUL REST IN MAGDALA.






item/image/t007.jpg
SR 3

MAY YOUR SOUL REST IN MAGDALA.






item/image/t006.jpg
% H R

MAY YOUR SOUL REST IN MAGDALA.






